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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　世界はすべて自分の──自分たちのものだと信じていた頃ころ、その世界の果てにあったのがこの社やしろだった。

　屋や敷しきの裏うら庭にわから続く道を抜ぬけ、目の前に現あらわれるその社は、公こう爵しやく家けの屋敷を見み慣なれた目には随ずい分ぶんとみすぼらしく、ここが果てなのだと素す直なおに信じられた。

『子どもが一人で行ったら、お化けが出てきて知らない場所に連れて行かれてしまうよ』

　だから行ってはいけないとしつこく言い含ふくめられていたから、ここから先はお化けの世界で、石いし段だんの下には見たこともない恐おそろしいお化けが一いつ杯ぱいいるのだと、信じて疑うたがわなかった。

　それが子どもを長い石段から遠ざけるための噓うそだと知ったのは、それからどれくらい経たった頃だったろうか。

『一人で行ってはいけないのなら、二人で行けばいい。お化けが出てきたら、ぼくがやっつけてよーちゃんを守ってあげるから』

　そう言って半ば強ごう引いんに手を引かれ、びくびくしながら社を訪おとずれてみると、恐ろしいお化けは一向に姿すがたを現さない。

　それどころか、おそるおそる近ちか寄よった石段から見えたのは、この世の果てでもお化けが群むれ集つどう姿でもなく、終わりの見えないくらい広い広い世界だった。

　そのとき、思わず繫つないだ手をきゅっと強く握にぎりしめてしまったのは、怖こわかったからでも不安だったからでもない。まだこの手を繫いだまま駆かけていける場所が、あんなに遠くまで続いているのだという嬉うれしさからだった。

　ここは世界の果てでもなく、お化けも出てこない。大人たちが道理を知らぬ子どもを脅おどかすための噓は、けれど一いつ片ぺんの真実を含ふくんでいた。石段は、そこを訪れた者を知らない世界へと導みちびく階きざはしだったのだ。

　お化けよりも恐ろしい誘ゆう惑わくに揺ゆれていた心も、今は噓のように凪ないでいる。見下ろしたそこに石段はなく、ただ青々とした芝しばが広がるばかりだ。

　不意に、あの頃のように懐なつかしく呼よぶ声が聞こえて振ふり返った。かつて、お化けをやっつけると約束してくれた青年が微ほほ笑えんでいる。

　手を繫いで駆けて行かなくても、彼の中に、世界のすべてがある。

　二人を惑まどわすお化けはもういない。




　──このときはまだ、二人ともそう信じていた。







　一、行くもの来るもの







　暑さ寒さも彼ひ岸がんまでとはよく言ったもので、彼岸を挟はさんだ週末が終わった途と端たん、頰ほおに当たる風を冷たく感じるようになった。

　抜ぬけるようにただ青く、真っ白な雲が浮うかんでいた空も、どことなく寂さびしげな色を帯び、急に遠く離はなれてしまったような気がする。

　そんな秋の空を見上げていた市いち川かわ吉よし朗ろうはゆっくりと視し線せんを落とし、古ぼけた社を見やった。

　神かん主ぬしの姿など見たこともない、寂さびれた社である。それでもその境けい内だいは、いつも子どもたちで賑にぎわっていた。清水の湧わく手水ちようず舎やがあり、隠かくれられるほど幹の太い木々があり、おままごとに使える草花があるこの境内は、子どもたちにとっては格かつ好こうの遊び場だった。

　吉朗自身、かつてはこの境内で日が暮くれるまで遊んでいた。小学生の頃は同級生とサッカーボールを取り合って、もっと小さかった頃は大好きな女の子と二人、おままごとをして遊んだ。

「よーちゃん、千ち広ひろさん来たよ！」

　あの頃と同じように可愛かわいらしく微ほほ笑えみながら、佐さ倉くら麻ま琴ことが呼びかけてくる。手を振る麻琴の後ろに立っていたのは、二人の友人であり、吉朗にとっては同どう志しでもあった館たて山やま千広だった。

「すまない、ちょっと遅おそくなった」

「下、大だい丈じよう夫ぶでした？」

「ちゃんと人目は避さけてきたよ」

　千広は苦く笑しようしながら、麻琴とともに吉朗の下もとへと歩み寄った。

　吉朗が立っている社の前には、長い長い石いし段だんがある。百段近いことと、裏に回ればゆるい坂道があることから、ここを遊び場にしている子どもたちには不人気で、相当信心深い大人でなければ滅めつ多たに登ることはない。

　しかし、その大人たちももう、この石段を使うことはなくなる。

　石段の両りよう脇わきに打ち込まれた杭くいには黄色と黒の虎とら縞じまロープが渡わたされ、その真ん中に『立入禁きん止し』と朱しゆ書がきされた札が下がっている。小さく添そえ書きされた責せき任にん者しやの名は吉朗の暮らす街の役所で、町内会の再さい三さんの陳ちん情じようによって、半年ほど前に設せつ置ちされたものだった。

「なんだか随ずい分ぶんと頼たよりないな」

　千広はそう言って、ロープの張はりを確たしかめるようにくいくいっと引っ張った。

「だから、町内会がまたやいのやいのと言ったらしいです。それで、工事が早まって」

　吉朗は杭の脇に立てられた白い看かん板ばんを指さした。工事現げん場ばなどに掲かかげられている説明用の看板だ。名めい称しようの所には『老ろう朽きゆう化かした石段の撤てつ去きよ工事』と書き込まれており、工期のスタート日時は十日後になっている。

　吉朗や麻琴が物心つく前から当たり前のように風景の中に存そん在ざいしていたこの石いし段だんは、十日後には取り壊こわしが始まり、消えてなくなることになっていた。

　きっかけは、ここにいる三人にあった。

　一年前の夏、吉朗と麻琴はこの石段の上から、二人組の男によって突つき落とされた。その光景は吉朗の親友である柏かしわ晴はる生きの他、近所に住む何人かが目もく撃げきしており、救急車に加えてパトカーを呼よぶ騒さわぎにまで発はつ展てんしたのだ。

　吉朗と麻琴は落下時に負った怪け我がで即そく入院となり、それだけの怪我を負わせた男たちは逮たい捕ほされ、小さな街にはひどく衝しよう撃げき的な事じ件けんとなった。

　それ以前から、石段の老朽化については時折井い戸ど端ばた会議の話題に上っていたようだが、もともとあまり使っている人間がいなかったことと、救急車を要よう請せいするような事故は五年に一度くらいしかなかったこともあり、「危あぶないわねぇ」「怖こわいわねぇ」という言葉で締しめくくられるだけだった。

　しかし、更さらにその三ヶ月後、街の外から神社を訪おとずれていた大学生──千広が石段から落ちて、救急車で運ばれるに至いたり、町内会の認にん識しきも改まったらしい。五年に一人が三ヶ月で五人ではあまりにも多すぎる。次に犠ぎ牲せいになるのは自分の子どもたちかもしれないと結けつ託たくした母親たちは、石段を撤去する方向へと動き出したのだった。

　実じつ際さい問題、この石段が危険であることは、落下した吉朗たち自身が一番よくわかっている。吉朗は腕うでを骨こつ折せつして入院生活を余よ儀ぎなくされたし、千広も落下時に肋ろつ骨こつを折っている。打ち所が悪ければ、今こうして笑いながら話していることなどできなかったかもしれない。

「確かに、かなり危険な場所ではあるからね」

　千広は社やしろと石段とを見み比くらべて、くつくつと笑った。

「もう……笑いごとじゃないですよ、千広さん」

「でも、その危険もこれで、なくなるんですよね」

「多分、ね」

　三人は揃そろって石段の下を見やった。百段の石の連なりとその先に横たわる道路を目に映うつしながら、三人は今、別の景色を見ていた。

　ガードレールもカーブミラーもない道路はもっと幅はば広ひろく、道沿ぞいにはあんなスペイン風の建て売り住じゆう宅たくなどなかった。少し視し線せんを投げれば大きな洋館が建っていて、その中では真ま面じ目めな青年公こう爵しやくと、彼に仕える実直な使用人たちが朝早くから働いているはずだ。

　吉朗たちがよく知るその洋館は、現実の風景の中には存そん在ざいしない。この石段を超こえた、どこか遠くにあるのだ。

　もう二度と、吉朗たちがそこへ行くことはないだろうけれど、行かないのと行けないのとは似にているようで違ちがっている。あの世界と、吉朗たちが暮くらすこの世界とがこれでもう完全に断たち切られてしまうのだという事実は、三人の中に複ふく雑ざつな感情を生んでいた。

　そうした気持ちに区切りをつけるためにも、壊されてしまう前に、皆みんなでこの石段をもう一度見ておこうと集まったのである。

「元気かな……」

　ぽつりと置くように言った麻琴は、そっとその手を吉朗の手の中に滑すべり込こませてきた。小さく柔やわらかな手をきゅっと握にぎりしめて、吉朗はうなずいてみせる。

　そんな微ほほ笑えましい恋こい人びとたちに目をやって、千広もまたうなずいた。

　吉朗たちがこうして元気で暮らしている限かぎり、あちらの世界の人々もまた、元気に日々を送っているに違いない。

「それで、石段が壊された後は？」

「平らに均ならして花でも植えるかって、うちの親は言ってましたけど」

「へぇ……」

「あ、そう言えば、神社もついでに壊すかもって話も出てるらしいですよ。神かん主ぬしさんもいないし、最近は物ぶつ騒そうだから、ほっといて放火でもされたら大変だからって」

　吉朗がそう言うと、千広は社やしろに目を移うつし、その階を駆かけ上がった。

　この社の中には、千広をこの場所に結びつけたものが奉ほう納のうされている。

　和算というこの国独どく自じの文化がかつて盛さかんであったことを示しめす証しよう左さである、算さん額がくなる古びた額は、神社近くで暮らしてきた吉朗や麻琴も存在すら知らなかったが、大学でその研究をしている千広にとっては、重要なものであったらしい。今は祀まつる者もなく、管理も行き届とどかない社の中で、その算額がどうなってしまうのか吉朗も気にかかっていた。

「あとで親に確かく認にんしてみます。わかり次し第だい電話しますね」

「ああ、頼たのむ」

　千広はそう言いながら、社の戸に細く開けられた穴あなの中を覗のぞき込んでいる。そして、ふと何かを思い出したように、吉朗を振り返った。

「そう言えば、今日は三人だけ？」

「やっぱり忙いそがしいらしくて、どうしても時間が取れないって、今朝メールが来ました」

「医学部はカリキュラムきついらしいからね。会うのはまたの機会ってことかな」

「向こうも千広さんに会いたいって悔くやしがってました」

「もてる男はつらいよ」

　にやりと笑って、千広は再び社に目を戻もどした。吉朗はその後ろ姿に小さく舌したを出し、石いし段だんへと向き直った。

　二色のロープを見ても、実のところまだ実感が湧わかない。当たり前のように見てきた風景が消えるというのは、なかなか想そう像ぞうがつかないものだ。

「よーちゃん、もうこれで──」

　何か言いかけた麻琴の眉まゆが、微かすかにひそめられる。吉朗もまた、足の下の違い和わ感に顔をしかめた。

「……地じ震しん……？」

　それはごく小さな揺ゆれだったが、高いところにいるせいか妙みように胸むねが騒さわぐ。しかし揺れはすぐに収おさまり、二人、顔を見合わせてほっと息を吐ついたそのときだった。

「─────────!!」

　先さき程ほどとは比ひにならぬほどの大きな揺れが、神社を襲おそった。気を抜いたところへの衝しよう撃げきで、麻琴の身体からだがぐらりと傾かしぐ。石段のすぐ側にいた麻琴は、しましまのロープをあっさりと乗り越こえ、その身体を石段の上へと投げ出してしまう。

「まあちゃん!!」

　繫つないだままの手を、吉朗は強く自分の身へと引き寄せる。しかし、勢いきおいのついた麻琴の身体がその力に勝った。吉朗の身体は、麻琴を追うように飛び出していく。その足先がロープにわずかに引っかかるが、吉朗を支ささえてはくれず、反動で高々と立入禁きん止しの札を空へと持ち上げた。

「吉朗!?」

　千広が叫さけびながらこちらへ手を伸のばしているのが、視界の端はしに見える。けれど、あっという間に千広は小さくなっていく。

　吉朗にできることは、もう一つしかない。

「まあ……ちゃ、ん……っ！」

　重力に逆さからって麻琴の身体を引き寄せ、頭と腰こしに強く手を回す。麻琴にだけは、怪け我がをさせたくはない。

「……っ」

　ごいん、と妙な音がして、吉朗の後頭部に痛いたみが走った。石段の端はしに頭を打ちつけたらしく、視界は回転するだけでなく、波のように揺らぎ始める。

（やば、い……）

　意い識しきは端からどんどん闇やみに染そめられていき、叫び続ける千広の声も遠のいて、麻琴を抱だきしめているはずの腕うでの感覚もひどく鈍にぶい。

　自分はどうなっても構かまわない。ただ、この腕の中の大切な人だけは、何があっても守る。

　それは、吉朗が吉朗自身に誓ちかった言葉でもあり、吉朗に近しいある少女に誓った言葉でもある。

「……絶ぜつ対たい、に……」

（絶対に）

「まあ、ちゃ……を」

（真ま琴こと様を）

　──守る!!
















　最後に見えたのは遠く高く青い空と、転がり続ける自分自身の身体だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ものすごい頭ず痛つうに殴なぐり飛ばされるようにして、吉朗は目を覚ました。

　あの石段で何度も頭を打ったのだから、これくらいの頭痛は当たり前のことだ。その頭痛の合間に身体中が悲鳴を上げ、剝むき出しだった手の甲こうや頰ほおに灼やけつくような痛みを感じる。

（どこも折れてませんように……）

　ため息混まじりに祈いのった吉朗は、胸むな苦ぐるしさにはっと我われに返った。

「まあちゃん！」

　意い識しきがはっきりしない中でどれだけ守れたかしれないが、どうやら石段の下まで離れることなく落ちてきたらしい麻琴は、吉朗の身体の上にその身を横たえていた。意識がないせいかひどく重たく感じられる。

「まあちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?　まあちゃん！」

　大声で叫んでも、麻琴が身体を起こす気配はない。吉朗は麻琴を乗せたまま、両腕を身体の脇で突っ張って、半身を起こす。すると麻琴は、ずるりと身体を滑すべらせて、吉朗の太ももの上にことりと頭を落とした。

「まあちゃ……っていうかなにこれ──────っ!!」

　見下ろせば露あらわになった麻琴の顔が見えるはずなのに、その視界の大半を自身の胸が覆おおい隠かくしていた。豊ゆたかに突つきだした胸は、吉朗の素すっ頓とん狂きような叫びに呼こ応おうするかのように、ぷるるんと揺れる。ずしりとした重さに引かれるように前に倒たおれると、胸の下に何かがつかえる。それが麻琴だと気がついて、吉朗は必死に上半身を起こした。

「まさか……まさか……まさかまさかまさかまさかまさか」

　壊れたレコーダーのようにその三文字を繰くり返し続けるが、それは魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように豊ほう満まんな胸を消し去ってはくれない。おそるおそる両手を胸に当ててみると、それは確かに吉朗の手の上に存そん在ざいしていて、絶ぜつ望ぼう的な記号を吉朗の脳のう裏りに点てん灯とうさせた。

「……Ｅカップ……？」

　それはある種の男にとってこの上なく甘かん美びな響きをもたらすが、今の吉朗にそれを堪たん能のうする余よ裕ゆうはない。

「……気のせいか、大きくなった気もするけど……でもこれって」

　吉朗は胸の下に手を回し、太ももの上にあった麻琴の頭を膝ひざのほうへと押おしやる。ようやく視界に現れたのは、つややかな黒くろ髪かみを下ろした可愛かわいらしい少女ではなく、麻琴によく似にた青年の顔だった。

「なんかちょっと大人びてるけど……真琴様、だよな……？　ここにいるのが真琴様で、ここにあるのがでかい胸なら、俺おれって──」

「大丈夫……!?」

　どこかで聞いたようなその声に弾はじかれたように顔を上げると、漆しつ黒こくのワンピースの上のフリルエプロンを翻ひるがえした女じよ性せいが一人、まっすぐにこちらを目指して走ってくる。

　吉朗の世界ではコスプレくらいでしか見られない、薄うすい水色の髪かみをしたその女性に、吉朗はほっと息を吐ついた。

「千広さん……！」

「随ずい分ぶんと大きな揺ゆれだったから、何かあったんじゃないかと──その顔、どうしたの？」

「どうしたって、あれだけ派は手でに転がり落ちたら、怪け我がもしますよ。千広さんは？　どこも怪我してないみたいだけど」

「……私が？」

「ああ、ちょっと滑すべったくらいで済すんだんですか。でもよかったぁ……まあちゃんは全然目を覚まさないし、俺一人だったらどうしたらいいか……」

「まあちゃん……」

「とりあえず、お屋や敷しきに連れてったほうがいいですよね？　俺、ちゃんとかばったつもりだけど、まあちゃんも石いし段だんで頭打ってるかもしれないし」

「まあちゃん……石段……？」

「ええっと、二人で抱かかえて……千広さん……？」

　そこでようやく吉朗は、千広との会話が嚙かみ合っていないことに気がついた。

　突とつ然ぜんの地じ震しんでバランスを崩くずした麻琴と吉朗が落ちていくところを、千広はその目ではっきりと見ていた。吉朗たちを助けようと手を伸のばしていたのだから間ま違ちがいない。

　しかし、今目の前にいる千広は、それを把は握あくしていないような怪け訝げんそうな反はん応のうだ。

　何より、千広であるならば、こんな問答などないままに真琴を運ぼうとするはずだ。

「あの……」

「君はもしかして……吉朗？」

「……もしかしてってことは、俺を知らない千ち尋ひろさん……？」

「はじめまして」

「…………」

　このノリは間違いなく千広の系けい譜ふだが、千広ではない。だとすると千広は一人、あの神社に取り残されてしまったのだろうか。

「ところで、その顔の怪我だけど」

「あの、上から落ちて──」

　説明しようと辺りを見回した吉朗は、目の前に広がる光景に口をぱっかりと開いてしまう。

「噓うそ、だろ……？」

　吉朗の眼がん前ぜんにそびえ立つのは、柔やわらかそうな芝しばに覆おおわれた緑の斜しや面めんだった。百段に及およぶ石段など影かげも形もない。

「石段は半年前に取り壊こわされた。君は一体、どこから来たんだ？」

　今その問いの答えを求めているのは、吉朗自身だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　一人、待合室に残されていた千広は、診しん察さつ室しつから出てきた吉朗を見て、ほっと息を吐いた。

　石段から転落した麻琴と吉朗は、石段の下でしっかりと抱だき合うようにして倒れていた。千広が呼んだ救急車でこの病院に搬はん送そうされたときも、二人の意識は回かい復ふくせず、随ずい分ぶんと気を揉もんだ。

　けれど今、吉朗は誰だれの助けも借りずに、自分の足で歩いて出てきた。随分と派手に出血していた頭部には包帯が巻まかれ、頰ほおにあった大きな擦すり傷きずは真っ白なガーゼで隠されている。きょろきょろと辺りを見回す吉朗に向かって小さく手を振ってみせると、吉朗は怪訝そうな顔で近寄ってきた。

「傷はどうだって？」

「少し、縫ぬいましたけど、心配ないって」

「良かった……救急車の中でも意識が戻もどらなかったから、どこか打ったんじゃないかと思ったよ。でも、さすがに三度目ともなると、受け身も取れるようになるんだな」

　からかうように言うが、吉朗は眉まゆをひそめたまま、辺りをちらちらと見やっている。意識のないまま運ばれたので、まだ状じよう況きようを把は握あくしていないのだろうか。

「確か……北きた幸ごう谷や病院と言ったかな。さっきの地じ震しんで怪け我が人にんが結けつ構こういるらしくて、隣となり町まちまで来てしまったようだけど」

「地震……病院……」

　確たしかめるようにつぶやく吉朗の姿に、否ひ定ていし続けていた不安が頭をもたげる。

　可か能のう性せいはゼロではない。考えたくなくても無む視しすることはできない。

　千広は言葉を選びながら、吉朗の注意を引くようにゆっくりと話しかけた。

「……それで、麻琴様は？　一いつ緒しよに治ち療りようを受けたんじゃなかったのか？」

「……まこと、さま……？」

　吉朗は初めてまっすぐに千広の瞳ひとみを見やる。そこに浮うかぶ強い想おもいを見て取って、千広は小さく息を吐いた。

　千広は普段、麻琴のことを麻琴ちゃんと呼んでいる。ただ、吉朗と二人でいるときや、麻琴をからかうときだけ、麻琴様とあえて様付けにするのだ。吉朗ならば、十二分に承しよう知ちしていることだから、こんな風に聞いてくるはずがない。

「──君は、吉よし香かだね？」

「あの……」

「僕ぼくは千広だ」

「千広さん……？　ああ……」

　やっと安心したように少しだけ笑えんで、吉香は胸むねに手を当てた。しかし、そこにあるのが薄うすい胸むな板いたであることに気づいて、再ふたたび表情を曇くもらせた。

「……私、入れ替かわってしまったんですよね……？」

「ああ、多分」

「……もうこんなこと、起こるはずがないのに……」

「起こるはずが……ない？」

「だって、石いし段だんがないのにどうやって来られるんですか？　半年も前に壊したのに」

「壊した？　石段を？」

　こちらの世界では、陳ちん情じようして半年経たってようやく工事の許きよ可かが下りたが、あちらでは早々に壊してしまったようだ。

　世界を違えてはいても、姿も名もよく似にた写し身たちは、似たような境きよう遇ぐうに置かれたり、似たような経けい験けんをすることがある。だからこそ、同じタイミングであの神社を訪おとずれて、入れ替わりなどという超ちよう常じよう的てきともいえる現象を起こしてしまうのだが、そうした共通点には時差が生じることもままあった。

　こちらの世界の石段も、遠からず取り壊される。二つの世界を繫つなぐその階きざはしは、やがて失われる運命にあるのだ。

「入れ替わる必要はもうないから、石段はいらないと真琴様が言われて──」

　言いかけて、吉香ははっと息をのんだ。

「千広さん、さっき真琴様って言いましたよね!?　真琴様はどこにいらっしゃるんですか？　私と一いつ緒しよにこちらへ来てしまったんですか!?」

「……わからない」

「わからないって、そんな」

「君がこうしてここにいる以上、可能性は高いと思うが、君と同じように意い識しきを失ってここへ運び込まれたから、中身がどちらかは目覚めるまでわからない」

「……真琴様……」

　吉香は落ち着かない様子で辺りを見やると、さっき自身が出てきたばかりの診しん察さつ室しつへ駆け戻ろうとする。それを慌あわてて引き留とめて、千広はその向かいにある受付へと向かった。

「すみません、先さき程ほど彼と一緒に運ばれてきた女の子は、今どこに？」

　千広に尋たずねられ、受付にいた女じよ性せいはすぐさまどこかへ電話を掛かけ始める。時折ちらりとこちらをうかがう様子に不安を感じながら、千広は電話が終わるのを辛しん抱ぼう強く待った。

「──わかりました。はい、失礼します──今、検けん査さ室で写真を撮とっているそうです。今日は入院してもらうことになるかもしれないから、彼女のご家族に連れん絡らくを取りたいのだけれど、名前と連絡先を教えてもらえますか？」

「名前……？　もしかして、まだ意識が戻らないんですか？」

　千広の指し摘てきに、受付の女じよ性せいは一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせたが、ぎこちなく微ほほ笑えむ。

「今、検査してその原げん因いんを調べているところだから、大だい丈じよう夫ぶですよ。それで連絡──あ、ちょっとあなた！」

　急に大声を上げた女性に驚おどろいて振ふり返ると、すぐ側に立っていたはずの吉香がいない。見れば、病院の奥へ向かって駆けていく後ろ姿すがたがある。いまだ意識が戻らないと知って、たまらなかったのだろう。

「……すみません、彼じゃないと連絡先はわからないので。また後で来ますから」

　そう断ことわって、千広は吉香を追った。

「まったく、検査室がどこかもわからないくせに……」

　つぶやいて左へ曲がると、吉香は通りがかった白衣姿の若わかい女性を捕つかまえて、今まさに問題の検査室の場所を聞いているようだった。両りよう腕うでをがっちりと摑まれたその女性は、吉香の剣けん幕まくに少し引いているように見える。

「写真を撮るって言ってたんです。それって、どこにあるんですか!?」

　吉香を押おさえようと近づいた千広だったが、女性の答えに虚きよを突つかれてしまう。

「レントゲン室だと思うんだけど……一体どうしたんですか、吉朗さん」

「……え？」

　同様にぎょっとした顔で女性を見やった吉香は、何かを思い出すように顔をしかめ、女性を上から下へと見やっている。検けん分ぶんするようなその目つきに、女性もまた怪け訝げんそうな表ひよう情じようになって、吉香をじろじろと見やっている。

　そして、不意にぷっと吹ふき出すと、いたずらっぽい顔で言った。

「騙だまされませんよ。吉香さんと入れ替わったなんて、言わないで下さいね」

　とんでもないことをさらりと言ってのけたその女性は、吉香と千広が呆ぼう然ぜんとした表情でいるのに気づいて、ぽっかりと口を開けた。

「まさか、本当に吉香さんなんですか……？」

「そういう、あなたは……？」

　二の句くが継つげずにいる吉香に代わり、千広が尋ねると、女性は髪かみをかき上げながら言った。

「東とう金がね、雅まさ音ねです」

　今日、神社で落ち合うはずだった四人目の人物の名前に、千広は思わず息をのんだ。
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　松まつ尾お医い師しから渡わたされた飴あめを手の上で転がしながら、吉朗はベッドの上に横たわる真琴を見つめていた。

　千尋と二人がかりで屋や敷しきまで運んでいる間も、真琴は一度も目を開けなかった。

　屋敷では、そんな真琴の姿に当然の如ごとく大おお騒さわぎになったのだが、それでも真琴が目を覚ますことはなく、松尾医師が診しん察さつを終えて帰った今も、眠ねむり続けていた。

　松尾医師の話では、手足に少し擦すり傷きずを負ってはいるけれど、それ以上に目立つ外がい傷しようもなく、頭を強く打ったような形けい跡せきもない。怪け我がが元で目覚めないとは考えにくいので、とりあえず一ひと晩ばんは様子を見たほうがよいだろうとのことだった。

『それよりも、女の子が顔にこんな大きい傷を負って』

　松尾医師はたしなめるようにそう言って、吉朗の怪我も丁てい寧ねいに治ち療りようしてくれた。石いし段だんの角で何度か頭を打った覚えがあるのに、吉朗の後頭部に派は手でな傷は残っていない。

「まさか……石段が」

　ぽつりとつぶやいた声が高くて、一いつ瞬しゆんどきりとしてしまう。

　今の吉朗は男でも大学生でもない。佐倉公こう爵しやく家けに仕える市川吉香という名のメイドだ。後頭部に小さなたんこぶ一つきりしかないのは、この身体からだが吉香のもので、あの長い石段を転がり落ちていないからだった。

　吉朗の世界では取り壊こわしを待つばかりの石段が、こちらでは半年も前に壊されてしまったという。

　あの神社は佐倉家で管理しているものだから、吉朗の住む街のように署しよ名めいを集めて陳ちん情じようを繰くり返すというしち面めん倒どう臭くさい手順を経へなくても、持ち主の鶴つるの一声で簡かん単たんに実行される。

　今は眠りについている佐倉家の若き当主・真琴は、あの石段がただの階段でないことを身をもって知っている。だからこそ、決けつ断だんしたのだろう。

「さすが真琴様っていうか……」

「よかった。まだここにいたか」

　音もなく真琴の寝しん室しつに滑すべり込んできたのは千尋だった。その手には湯気の立つカップを載のせたトレイがある。千尋はベッド脇わきのサイドテーブルにそれを置くと、カップを吉朗に手渡した。

「ミルクティーだ。砂さ糖とうは抜ぬきにしておいた」

「……ありがとう、ございます……」

　吉朗は鼻先をくすぐる香かおりに、思わずため息を吐ついた。

「どうかした？」

「いえ……やっぱりこれって、現げん実じつなんだなぁって」

「……ああ、そういうことか」

「初めてのときほどの混こん乱らんはないんですけど、でも、もうここへ来ることはないって思ってたから、どっかでまだ夢ゆめなんじゃないかって」

　実じつ際さいに、吉朗は自分の世界へ戻もどってから、何度かメイド業に励はげむ夢を見たことがある。寝ね坊ぼうして佐倉家の使用人の一人一人からちくちくと嫌いやみを言われたり、モップをかけるたびに延えん長ちようしていく無む限げん廊ろう下かの掃そう除じに悲鳴を上げるというような、はっきりと夢だとわかるようなものばかりだった。稀まれに見るリアルな夢は、ここで過すごした最後の一日をなぞるというもので、それも吉朗には目覚める前から夢だとわかっていた。

　石段の消えた緑の斜しや面めんを見た後で、やっぱり夢だと一瞬思ったが、地味に痛いたむ身体や、膝ひざの上の真琴の重さがあまりにもリアルすぎて、自分自身に夢だと信じさせることができなかった。

「それに、石段もなくなってたから現げん実じつ味みがなくて……」

「それなんだけれど、君は石段を落ちたと言っていたね？」

「はい。もうすぐあちらでも取り壊しの工事が始まるんで、その前に一度皆みんなで見ておこうかって集まってたんです」

「皆、というと」

「一人は都合が悪くて来られなくて、俺おれとまあちゃんと千広さんの三人になりました」

「では、あちらの神社には私の写し身がいるということか……ならば、吉香のことは心配ないかな」

「だと……思います」

　吉朗はミルクティーを一口飲んで、小さく笑った。

「やっぱり八や千ち代よさんの紅こう茶ちやって違うな」

「淹いれたのは八千代さんじゃない。諒りよう子こという料理補ほ助じよ担たん当とうのメイドだ」

「料理補助……？」

　吉朗がここにいた頃ころ、料理補助をしていた成なり田た由ゆ紀き乃のは首になってしまったはずだ。佐倉家には新たに人を入れる余よ裕ゆうもなかったように思う。

（あ……そういえば）

　三ヶ月遅おくれで戻ってきた千広から、そんな話を聞いたような気がする。ただ、千広はあまりこちらのことを進んで話すことはなく、吉朗が聞けば教えてくれるというスタンスだったので、詳しよう細さいについてはよくわからない。

「入ったのは君があちらへ帰った後だと思う。彼女以外にも新しく入ってきたメイドが三名、執しつ事じ見習いと料理人が各一名」

「五人も!?　ここって緊きん縮しゆく財ざい政せいだったんじゃ……？」

「徐じよ々じよに上向きになっている。今では真琴様の会社も随ずい分ぶんと広く知られるようになったから」

「へぇ……」

　夜が明ける前から働いていたあの頃とは、随分と様相が変わっているらしい。

（でも……あれから一年は経たつんだもんな……）

　この一年で、吉朗は高校を卒業し、志し望ぼう校こうである大学に進学した。中学以来疎そ遠えんになっていた麻琴とは恋こい人びと同士となり、千広という新たな友人を得た。吉朗の世界だけでなく、こちらでも時は流れている。吉朗が去ってからの一年の間に、この佐倉家にも相当の変化があったのだろう。

　吉朗はいまだ眠ねむり続ける真琴に目をやった。

　吉朗の記き憶おくの中の真琴にはまだ少年の面おも影かげが残っていて、柔にゆう和わな印象があったが、頰ほおの辺りがそげて顔立ちに精せい悍かんさが加わり、青年期へ移うつり変わってきている。上向きになったという会社経けい営えいや、公爵としての立場が、真琴を成長させているのだろう。

「話は戻るけれど、あちらの世界の真琴様と一いつ緒しよに落ちたの？」

「はい。地じ震しんが起きたとき石いし段だんの上にいて、そこでバランスを崩くずしてしまって」

「だとすると、ここにいる真琴様も君のように入れ替わったのかもしれない」

「その可か能のう性せいは……ありますよね」

　石段の下で、吉香の身体からだはしっかりと真琴を抱だきしめていた。きっと、吉朗のように落下しそうになった真琴を助けようとしていたのだろう。

　けれど、麻琴たちのほうでも同じ気持ちを抱いだいていた可能性は高い。吉朗を、吉香を、傷きずつけずに守りたいと思ってくれたに違ちがいない。

　だとしたら、麻琴もまた、吉朗とともにこの世界に来てしまったかもしれない。

「私は十中八九、君のほうの麻琴様だと思う。目が覚めるまでは断だん定ていできないけれど」

「目が覚めるまで……」

　松尾医師は一ひと晩ばん様子を見ると言っていた。明日の朝には目を覚まして、その真実が明らかになるだろう。それまでは、待つしかない。

　ここにいるのが真琴でも麻琴でも、吉朗にできることはそれしかないのだから。

「それまでは吉香として振ふる舞まってもらえるとありがたい」

「もちろんです。ただ……あれから一年も経ってるし、人も増ふえてるし、うまくできる自信はないんですけど……」

「私に頼たよってもらって構かまわない。それに、今ここにはもう一人、あちらの世界を知っている人間がいるから」

「えっ!?」

　吉朗と千尋と真琴を除のぞけば、千尋の言葉に相当する人物で吉朗が知っているのは、あの最悪の姉妹しまいだけになる。姉妹と言ってもその中身は、あちらの世界で麻琴をずっとつけ回していた茂も原ばら貴たか史しと、その異い母ぼ弟ていである成田由ゆ紀き夫おだ。吉朗たちが元の世界に戻ったときに一緒に落下し、中身が入れ替わってしまったのだ。

　その後、男だん爵しやく令れい嬢じようと元メイドを宿した貴史と由紀夫は警けい察さつに逮たい捕ほされ、言動がおかしいからと特とく殊しゆな病院に入れられたという話を聞いている。こちらに戻る方法がわかったとしても、神社を訪おとずれることはできないだろうから、今もまだ入れ替わりは継けい続ぞくしているはずである。

　しかし、あれだけ佐倉家をかき回し、恐おそろしい罪つみまで犯おかしている二人を、佐倉家の人間が迎むかえ入れるとは思えない。

　そのとき、ノックの音が響ひびいた。千尋の声に応こたえて入ってきたのは、吉朗の知らない男性だった。

（あれ……？　でもどっかで見たことあるような……）

「失礼します」

　ぴしりと身体を折り曲げて挨あい拶さつをし、歩み寄よってきた男性の顔に、吉朗の記憶のどこかがつんつんとつつかれている。眉まゆをひそめたまま無ぶ遠えん慮りよに凝ぎよう視ししていると、男性はふっと表情をゆるめて、「お久ひさしぶりです、吉朗さん」と言った。

「え？　俺おれのこと知って……」

「その節は、大変お世話になりました。東金雅まさ成なりです」

「え──────────────────────っ!?」

　吉朗は思わず大声を上げた後でちらりとベッドをうかがい、慌あわてて口を覆おおった。改めて小さく「えー」とつぶやいて、吉朗は今一度雅成をまじまじと見やった。

　抹まつ茶ちや色の髪も金茶の瞳ひとみも、吉朗の世界の平へい均きん的な日本人にはない色合いだから、ただその顔立ちだけを注意して見やれば、パーツの一つ一つが記き憶おくの中のある女性によく似ている。去年の冬頃、あの神社の石段の下で出会ったその女性は、佐倉公爵家を探さがしてさまよっていたのだ。

　たまたまそこに麻琴と吉朗が通りがかったのは、こちらの世界での縁えんがあったからなのか、入れ替わってしまったことにも気づかず、男性の名を名乗ったその女性を、吉朗は自じ宅たくへと連れ帰ったのだった。

「あの雅成さん……？　え、でも確か、臨りん時じ雇やといだったんじゃ……」

「あの後、見習いとして正式に採さい用ようされました。これも吉朗さんたちのお力添ぞえのおかげです」

「いや、俺は別に……」

　当時受験生だった吉朗は、雅成を気の毒に思いながらも、きちんと世話をしてあげられるだけの余裕がなかった。雅成が現あらわれる三日前、吉朗の両親は怪け我がと病気とで動けなくなった祖そ父ふ母ぼの介かい護ごのため、受験生である吉朗を一人残して祖父母宅へと旅立ってしまったばかりで、家のことから勉強から、吉朗はすべて一人でやらなければならない状じよう況きようにあったのだ。

　吉朗にできるのは入れ替わりというややこしい事じ態たいの説明と、宿の提供くらいのことで、食事も満足に作ってあげられなかった。

　雅成はそれに不満を言うこともなく、三日ほど経って入れ替わりを理解し、慣なれてくると、泊めてもらっているお礼にと、食事や洗せん濯たくなどの家事を買って出てくれたのである。

「おかげでこうして無事に戻ってくることもできましたし、どうやって恩おんを返せばいいかと、ずっと気にかかっておりました」

　そう言って雅成は、また律りち儀ぎにお辞じ儀ぎをした。

「俺のほうこそ、雅成さんがいてくれなかったら、年とし越こしもできなかったし、受験だってどうなってたか……」

「いいえ。あのときお二人にお会いできなければ、見知らぬ世界で一人、途と方ほうに暮くれていたことでしょう。何が起こったのか私には皆かい目もく見当がつかなかったのですから」

　そんな二人のやりとりを面おも白しろそうに見やっていた千尋が、得心がいったようにうなずいた。

「君のことを話したら、是ぜ非ひ協力させて欲ほしいと言ってね。あちらでのことは今まで聞いたことがなかったのだけど、どうやら知り合いのようだったので」

「知り合いなんてとんでもない。吉朗さんは私の恩おん人じんです。こちらにいらっしゃる間、できる限かぎりのお手伝いはさせていただきます。なんでも仰おつしやって下さい」

　吉朗の家で生活しているときもそう感じたが、執事となるべく教育を受けていたからという以上に、元よりその職しよくに適てき性せいがあるのだろう。生き真ま面じ目めだが固すぎない適てき度どな距きよ離り感に、吉朗も随ずい分ぶんと心やすく過ごさせてもらった。

　恩人と言うのは大おお仰ぎようで、面おも映はゆいことこの上ないが、ここに雅成がいてくれたことは、今の吉朗にとっては僥ぎよう倖こうだった。千尋は入れ替わりを理り解かいできる立場にあるとはいえ、吉朗にしてみれば初対面の女性で、千広ほどには砕くだけた関係とはいかない。麻琴も目覚めず、他に知る人のいないはずの世界で、知ち己きに出会えるということが、こんなにも心強いことだとは思わなかった。

「雅成さんがいてくれるだけでありがたいんです。とりあえず、吉香として過ごすってことで、千尋さんとは話をしてるので、そうやって扱あつかってもらえれば、それで」

「わかりました。早くあちらへお戻りになれるよう、祈いのっております」

「……ありがとう、雅成さん」

　雅成ははにかんだような笑顔を一いつ瞬しゆん浮うかべると、「仕事がありますので」と一礼して去っていった。

「そっか……雅成さん、ここにいたんだ」

「まさか、あちらでも君が面めん倒どう見ていたとはね」

「あちらでもって……ああ、雅音さんは吉香が？」

「彼の写し身は、彼に似て異い性せいに免めん疫えきがないようで、最初は随分と苦労していた。今の言い方だと、雅音さんとも面めん識しきが？」

「雅成さんがこちらへ戻るとき、まあちゃんと二人で付き添そってたから。今でもメールのやりとりはしてますけど、医大生ってかなり忙いそがしいらしくて、なかなか会えないですね」

「そう……」

　吉朗が雅成と過ごしていた間、こちらの世界では雅音が臨時雇いの執事として生活していたのだ。千尋は雅音のことを思い出しているのだろう。

「さて。君自身が今言っていたように、これから吉香として過ごしてもらうわけだが、私もそう呼ばせてもらって構かまわないかな」

「はい、もちろん。よろしくお願いします」

「では吉香。まずはその服を脱ぬいで」

「……は!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、吉朗がぎょっとして自分の身体からだを抱だきしめると、千尋はくつくつと笑い出した。

「男の子の考えそうなことは、もちろんさせないから」

「あ、いや、そういうんじゃなくて──」

「洗せん濯たくするだけ。斜しや面めんを滑すべり落ちたからひどいもんだ」

「……すみません」

　見下ろせば、真っ白でなければならないフリルのついたエプロンは、土の茶と草の緑が前ぜん衛えい芸げい術じゆつのように模も様ようを描えがいていて、濃のう紺こんのワンピースは泥どろだらけ、ストッキングに至いたってはあちこち切れて穴あなが開いてしまっている。

「今、着替えを持ってくるから、ここで待ってて」

「いえ、部屋はわかりますから、自分で──」

「廊ろう下かで誰だれかと顔を合わせたらどうする？」

「あ……」

　知らない顔はもちろんのこと、知った顔でも一年のブランクは大きい。予よ備び知ち識しきのないまま出て行って、初日からボロを出すわけにもいかない。

「着替えながら、その辺りをかいつまんで話そう。それまでに、そのミルクティーを飲んでおくこと」

　笑えみ含ぶくみでそう言うと、千尋は真琴の寝しん室しつから出て行った。

　一年前、ここへ来てしまったときには、千広が助けてくれた。その千広はもうこの館やかたにはいないが、彼によく似た写し身が助けてくれる。

　雅成と千尋と、二人の助けを借りて、一日も早く元の世界に戻らなくてはならない。

「まあちゃん……」

　ここにいるのが真琴ならば、あちらで待つ麻琴のために。

　ここにいるのが麻琴ならば、二人で生まれ育った世界に戻るために。

　吉朗は力強くうなずくと、メイド頭がしらの指し示じを守って、温かなミルクティーを飲み干ほした。







　二、復ふつ帰きしたメイド







　かつて吉よし朗ろうは、この洋館で二ヶ月ほどメイドとして生活していた。

　朝の五時にはミーティングのために玄げん関かんホールに集まり、館やかたの主人である真ま琴ことのスケジュールや来客の予定を確かく認にんし、メイド頭に割わり振ふられた臨りん時じの仕事を頭に入れ、元々担たん当とうしている仕事をこなすためにまずは真琴の書しよ斎さいへと向かう。

　そうした流れは、メイドでなくなって一年が過すぎようとする今も、なんとか身についている。しかし、その一年の間に屋や敷しきの内部は随ずい分ぶんと変わっていて、まずミーティングからして以前より一時間遅おそくなっていた。

「本日はいつも通りに会社へお出かけになる予定でしたが、松まつ尾お先生より安静にとのご指示がありましたので、お休みになっておられます。そのことを心に留とめて、仕事をする時には十分注意するように」

　ちらちらと辺りをうかがっていた吉朗は、隣となりに立っていた千ち尋ひろにつつかれて、あわててうなずいてみせる。一同が了りよう解かいしたのを見て取って、東とう金がね善一は来客予定を話し始めた。

　それを耳にしながら、吉朗は再ふたたび並ならび立つ使用人たちの顔をこっそりと見やった。

　執しつ事じの東金の隣には、見習い執事である雅まさ成なりがいる。その対面に立っているのは料理人の八や千ち代よで、その隣にいるひょろりとしたにこやかな男が、八千代の下についているという花はな見み川がわ時とき矢やなのだろう。

　その隣には、吉朗が見たこともないメイドが四人並んでいる。来客及び料理補ほ助じよを担当する深しん紅くのメイド服が二人に、掃そう除じ洗せん濯たく担当である濃のう緑りよくのメイド服が二人。かつては四人しかいなかったメイドが、今や倍である。

　深紅のメイド服の内、ピンク色の髪かみのほうが、昨日吉朗においしい紅こう茶ちやを淹いれてくれた松まつ戸ど諒りよう子こで、名前を聞いた途と端たん、吉朗はその写し身に対して千ち広ひろが強く出られずにいる理由をなんとなく察してしまった。吉朗と麻ま琴ことが幼おさななじみであったように、友人である千広と諒りよう悟ごはこの世界でも出会っていたのだ。

　他家でもメイド経けい験けんのある諒子と違ちがい、残る三人は今年の春中学を出たばかりの新人らしい。（ええっと……深紅が本もと埜の翼つばさで、濃緑の二人は大沢……じゃなかった大おお原はら望のぞみと千ち倉くら、千倉……そうだ！　千倉光ひか里り）

　三人の顔を盗ぬすみ見ながら、もう一度心の中で名前を復ふく唱しようしていく。吉よし香かには彼女たちのような部下はおらず、その仕事の大半が当主である真琴の世話ということになっているため、面識のなかった新人メイドたちとはあまり接せつ触しよくはないのではないかと思われたが、メイドが倍になってもこの広い佐さ倉くら家にはまだまだ不十分なようで、吉香は相変わらず自分の担当外の仕事もこなしているらしい。

（とりあえず、全員ちゃんづけで呼よべばいいんだよな。で、年上の諒子さんだけはさんで、料理人は名字で、と）

　仕事の不ふ手て際ぎわはなんとでもフォローできるが、人間関係となるとそう簡かん単たんにはいかない。あくまで吉朗は吉香の身体からだに間借りしているだけなのだから、吉香が戻もどってきたときのことを考えて、違い和わ感なく振ふる舞まっておかねばならないのだ。

　昨日、千尋から『五分でわかる人間関係講こう座ざ』を受けた後、人目を避さけるようにして吉香の部屋へと戻った吉朗は、「安静にするよう指し示じがあった」という千尋の捏ねつ造ぞうにより、自室に籠こもりきりとなった。そして暇ひまを見つけてやってきてくれる雅成や千尋から、より詳くわしい館の現げん状じようと、この一年に起こった主な出来事についてのレクチャーを受けていたのだ。

　それで大まかなところは一いち夜や漬づけながら理り解かいできたと思うが、人間関係についてはあくまで客観的な部分だけで、吉香自身にしかわからない話をふられたらアウトだ。

　そういう意味で、一番警けい戒かいしなければならないのは、吉朗の左隣にいる柏かしわ春はる生きだった。あちらにいる晴はる生きとは大学は違ってしまったけれど、今でも親友であることに変わりはなく、それは吉香と春生も同様らしい。

　さっきからなるべく春生には目をやらないようにしているものの、左の頰ほおに強い視し線せんが注がれているのを感じていた。
















　昨日、芝しばの斜しや面めんを転がり落ちた際、吉香の身体はあちこちに擦すり傷きずを負っていた。中でも一番目立つのが、左の頰に負ったもので、薬を塗ぬって真っ白なガーゼがあてがわれている。ただでさえ目が行ってしまうその怪け我がを、春生が気にしないわけがない。

　そのため、目覚めてすぐに千尋の部屋へ入り、ミーティング時間ぎりぎりになって千尋と二人でやってきたのだが、事じ情じようを聞けずに一日過ごしたことで、春生も随分とたまっているものがあるらしい。

（……絶ぜつ対たい話しかけてくる……）

　どうやって逃のがれようか、いっそ書しよ斎さいまで一気に走り抜ぬけようかなどと考えている内に、ミーティングの中心は東金から千尋へと移うつっていて、担当外の仕事について、各人に割り振っている。吉朗がいた頃ころに比くらべれば、一人一人の仕事量は減へったように思えたが、それでも一日中くるくると動き回らねばこなせない。

　吉朗に割り振られたのは、千尋を手伝って三階に置かれている荷物の整理をすることだった。これは事前の約束通りで、もし仕事が終わったら、雅成の下へ派は遣けんされることになっていた。吉朗がこの世界に馴な染じむまで、そうして常つねに事情を知る人間が側にいれば、何かうかつなことを口走ったとしても、フォローしてもらえるというわけだ。

（なるべく誰だれも話しかけてきませんように……！）

　そう祈いのって、ミーティングが終わった直後、東とう翼よくにある書斎へ向かおうとした吉朗だったが、この世界には吉朗の祈りを聞き届とどける神はいなかったらしい。気づけば千尋を除のぞくメイド全員に取り囲まれていた。

「もう仕事に戻って大だい丈じよう夫ぶなの？」

　心配そうに左頰のガーゼを見やっているのは諒子で、吉朗は曖あい昧まいに微ほほ笑えみながらうなずこうとして、傷の痛いたみに顔をしかめてしまう。その途端、春生がずいと吉朗の前に身を乗り出してきた。

「もう！　吉香ちゃんはそうやってすぐ我が慢まんするんだから！　無理しなくていいんだからね？　書しよ斎さいの掃除なら私がやるし、手が空あいてたらこの子たちに頼たのんだっていいんだよ」

　春生に指さされた望と光里は嫌いやがるそぶりを少しも見せることなく、ぶんぶんと首を縦たてに振ふっている。ワンテンポ遅れて、諒子の隣となりにいた翼も小さくうなずいた。

「……ありがとう。でも、大丈夫だから」

　吉香ならきっと、こう言うに決まっている。ちらりと見やった春生の顔に呆あきれたような表情が浮うかぶのを見て、その選せん択たくは正しかったのだと吉朗は内心快かい哉さいを叫んだ。

「昨日頼んだあれも、別にいいからね」

「あ……あれ……？」

　春生の口から飛び出した指示代名詞に、胃の辺りがひやりとする。

（あれってなんだよ!?　掃除の手伝いか？　洗せん濯たく？　吉香なら「大丈夫だから手伝うよ」とか言いそうだよな……あ！　でも仕事関係じゃなきゃとんちんかんな返事になっちゃうか。ったく、あれとかこれとか使ってるとぼけるぞ！）

　とりあえず引きつった笑みを浮かべたまま、うなずこうとしたそのとき、吉香の背はい後ごから頼もしい声が響ひびいた。

「ミーティングは終わったんだから、こんなところにたまっていないで仕事をしなさい」

　輪をちらしながら入ってきた千尋に、ぴしりと背せ筋すじを伸のばした望と光里は、元気よく返事をして西せい翼よく端はしの階かい段だんへ駆け出していく。諒子もうなずいて望とともに応おう接せつ室しつへと向かい、残っているのは春生だけとなる。

　その春生は、眼鏡めがねの奥おくから千尋を軽く睨にらむようにして見上げた。

「千尋さん、吉香ちゃんに無理させないで下さいね。絶対に痛いたいって言わないんだから」

「わかってる」

「でも、真琴様のお世話は──」

「はいはい、吉香から取り上げたりしません」

「吉香ちゃん、何かあったらすぐに──」

「春生」

　まだ何か言いたそうにしていた春生だったが、千尋の口調に本気を察して口を閉とざすと、身体の脇わきで小さく手を振りながら、名残なごり惜おしそうに西翼の奥へと去っていった。玄げん関かんホールに千尋と二人きりとなって、吉朗はためていた息を一気に吐はき出した。

「き……緊きん張ちようしたぁ……」

「さっきのやりとりはなかなか良かったと思うけど」

「本当に？」

「でも、吉香ならミーティングのときはもっと集中している」

「……すみません」

「とりあえず、書斎の掃そう除じは任まかせるけど大丈夫？」

「それは……なんとか」

「終わったら、真琴様の寝しん室しつへ行って、様子を見ていて欲ほしい」

「……え？　千尋さんの仕事を手伝うんじゃなくて？」

「それもやってもらうけど、もし真琴様も君と同じだったら、目が覚めたとき一人では心細いだろうから」

「あ……そう、ですね」

　目が覚めるまでは、あのベッドに寝ねているのが真琴なのか麻琴なのかはわからない。けれどもし麻琴であった場合のことを、千尋は言っているのだ。

　麻琴もこの世界を知らないわけではないから、ここが佐倉公こう爵しやく邸ていであることはすぐに気づくだろう。何が起こったのかもだいたい察しがつくとは思う。

　それでもそのとき、誰も側にいなければ、不安で押おし潰つぶされそうになるに違ちがいない。石いし段だんの下で、吉朗が目覚めたときのように──

「もし目が覚めたら、私か雅成さんに声を掛かけて」

「わかりました……ありがとうございます」

「礼なんていいから、書斎の掃除をしっかりね」

「……はい」

　目め端はしが利きくところも、メイド頭がしらとして抜ぬかりなく仕事をするところも、千広によく似にている。

　一年ぶりのメイド業だからと自分を甘あまやかしている場合ではない。

　吉朗は記き憶おくの中の掃除の手順を必死に思い返しながら、東翼の廊ろう下かを書斎へと急いだ。

「失礼しまーす……」

　誰もいないとわかっていながら、一応ノックと声掛けをしながら入っていった吉朗は、懐なつかしい書斎にほっと息を吐いた。二ヶ月もの間、ここを熱心に掃除していたから、今も記憶に深く刻きざみ込まれている。

　大きな仕事用の机つくえや応接セット、チェストなどは記憶と寸すん分ぶん違たがわぬ所に置いてあり、見かけは一年前とほとんど変わらない。

　けれど、机の上や作り付けの書しよ棚だなの中身など、細かなところに変化がある。昨日、千尋や雅成から仕入れた知ち識しきによれば、真琴が継ついだ佐倉貿ぼう易えきは昨年急成長を遂とげ、それを機に、真琴は学校を辞やめて社長業に本ほん腰ごしを入れ始めたらしい。そのため、机き上じようはビジネス仕様に整えられており、書しよ棚だなの中身も読み物や参考書としての本は隅すみのほうに少しあるばかりで、そのほとんどを仕事関係の書類を綴とじたファイルが占しめている。

　学生でなくなった今は会社に顔を出すことのほうが多くなり、ここでの打ち合わせも減へったようだが、それでも書斎には塵ちり一つなく、窓まども机もぴかぴかに磨みがき上げられていた。

「このレベルはさすがに無理だけど……頑がん張ばろう」

　吉朗は自分に言い聞かせるようにつぶやいたが、その途と端たん、「うわぁ」と落らく胆たんの声を上げた。

「道具もなくて何するつもりだったんだよ、俺おれは」

　千尋と別れてまっすぐこの書斎に来てしまったため、雑ぞう巾きん一枚まい持っていない。もう一度書斎を出て、廊下の端の部屋へと向かう。元々は居きよ室しつだったその部屋は、道具類が置かれる納なん戸どとして使用されていたはずだ。

「雑巾とモップとバケツと……」

　必要なものを指折り数えながらつぶやいていると、急に数える手が増ふえる。

「……？」

　新たに脇わきの下から現あらわれた二本の腕うでは、濃のう緑りよくの袖そでに包まれている。吉朗が首を傾かしげて見やっていると、その手は急に牙きばを剝むき、吉朗の──というよりは吉香の、いまやＦカップにまで成長していたその胸むねを、遠えん慮りよなく鷲わし摑づかんだ。

「うひゃああひゃらぁぁ─────っ!!」

　あまりに色気のないその叫さけび声に、背はい後ごに立つ人物は「ええっ!?」と異い議ぎを唱えるように声を上げ、胸を一ひと揉もみしてすぐに手を離はなす。離れた隙すきに胸をかばいながら飛び退すさった吉朗は、そこにお下げ髪がみのメガネメイドを見つけて、顔をしかめた。

（……こんなところまで晴生に似になくても……！）

　彼女の写し身であり、吉朗の親友である柏晴生は、女じよ性せいの胸、特にそのサイズに関して造ぞう詣けいが深く、十メートル先に立っているコートを着た女性のブラサイズを正せい確かくに当てる特とく技ぎを持っている。

　女性である春生が晴生と同じ理由で胸に執しゆう着ちやくしているとは思えないが、かつて吉朗が吉香として過ごしていた頃ころ、雑ざつ談だんの中で何度か巨きよ乳にゆうの秘ひ訣けつはなんなのかと、探さぐりを入れられたことがあった。

　巨乳好きでいる秘訣ならともかく、巨乳になる秘訣は男である吉朗にはわかろうはずもない。適てき当とうにごまかしていたが、まだそれをあきらめていなかったのだろうか。

　どう反はん応のうすれば吉香らしいのか、とっさに思いつけず、必死にかつて演えんじた吉香像を記き憶おくの中から検けん索さくしていると、春生は見開いたままだった目をぱちくりと瞬しばたたかせた。

「……びっくりしたぁ……」

　それはこっちの台詞せりふだろう、と怒ど鳴なりつけたいところをぐっと飲み込んで、さりげなく胸をかばいながら距きよ離りを取る。

「ええっと、どうしたの、春生ちゃん……？」

「だってあんな変な大声出すから、驚おどろいちゃって」

「そ、そりゃ誰だって、いきなりあんなことされたら」

「いつもならまず避さけるし、万が一摑んじゃっても『きゃっ！　もう春生ちゃんたらまた！』って小さく睨にらむくらいのものなのに」

（いつもとかまたとかってなんなんだよそれは……）

　女の子同士のそんな触ふれ合いは、天てん井じよう裏うらに隠かくしたエロゲーや本屋の一番隅すみにひっそりと置かれている条じよう件けん付づき販はん売ばいの漫まん画がの中だけの幻げん想そうだと思っていた頃は、ひどく羨うらやましく思っていたが、実じつ際さいに女性の身体からだに入り、しかも巨乳になり、更さらにその巨乳を揉みしだかれてみれば、たとえ相手が同性でも萌もえるようなものではない。

　避ける技ぎ術じゆつも身につくよな……と、心の底から吉香に同情して、吉朗は胸をかばう手に力を籠こめるも、その腕からＦカップはせり上がって盛もり上がり、余よ計けいに春生の目を引きつける結果となってしまう。

「なんで吉香ちゃんばっかり成長するんだろう……」

「え？」

「……うまくいってる人といってない人の違い？」

　春生は眼鏡めがねの奥おくから上うわ目め遣づかいで吉朗を見上げてくる。恨うらみがましさが滲にじむその視し線せんに、当然の如ごとく吉朗は心当たりがない。

（うまくいくとかいかないとかってなんだ……？）

　わけがわからないという以上に、この視線からして、下手なことを言えば春生の神しん経けいを逆さかなでしかねない。吉朗は当たりをつけようと、必死に脳のうを回転させた。

（成長ってことは胸の話で、ＥからＦになったのは事実なんだよな。胸を大きくすることに成功したってことか？　「一日五分でビッグサイズ！」とかそんなコピーの器具があったようななかったような……いや、こっちに外人がやってる深夜の通つう販はん番組なんてあるはずないか）

　結局、春生の示し唆さすることに思い当たらず、曖あい昧まいな笑みを浮かべていると、春生は吉朗の腕からこぼれ落ちんばかりの胸を見つめて、ため息を吐ついた。

「片かた思おもいじゃだめなのかなぁ」

「かた、おもい……？」

「吉香ちゃんみたいに想おもい想われで膨ふくらんでいくんなら、やっぱり告白しなきゃだめってことだよね？」

「いや……それは、どう、かな……」

　なんとなく、吉朗が踏ふみ込んではいけないような領りよう域いきに、話がさしかかっているような気がする。正直、この春生が恋こいをしている相手が誰だれなのか、知りたい気持ちはあったが、その秘ひ密みつは女の子である吉香と春生のものだ。

「でも──」

　更に何か言い募つのろうとする春生の口をどう塞ふさぐべきかと思案していると、不意に吉朗の後ろから声が聞こえた。

「どうかしましたか？」

　その声がした途と端たん、春生のおさげがびんと猫ねこのしっぽのように跳はね上がる。振り返ればそこには、雅成が立っていた。

「先さき程ほど、大きな声が聞こえたようですが……」

「それは──」

　説明しようとする吉朗を押おしのけて、春生がずずっと前に出る。

「な、なんでもありません！」

「ならばよいのですが、本日真琴様はお部屋でお休みになられてますので──」

「は、はい！　静かにします！」

　春生は雅成の言葉を遮さえぎるようにして言うと、そのまま東とう翼よく端はしの階段を駆かけ上がっていってしまった。

「……なに、あれ……」

　呆ぼう然ぜんとその後ろ姿すがたを見送っていた吉朗は、問うようにその視線を雅成へと向けるが、雅成は怪け訝げんそうに「さあ」と首を傾かしげた。

「それより、大だい丈じよう夫ぶですか？　先程の悲鳴、あなたですよね？」

「え、あ、うん」

「真琴様がお目覚めになったんですか？」

「あ……まだ掃そう除じも始めてなくて、部屋に行ってないんだ……」

　ばつの悪い思いでそう言うと、雅成は手品のように懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して、微かすかに目を眇すがめた。

「そうですか……」

「ごめん！　俺おれちょっとぼーっとしてて──」

「いえ、そうではなくて、いつもならお目覚めになってもおかしくない時じ刻こくなんです。早いときは居い間まにおいでになって、コーヒーを召し上がっていることもあるくらいで」

「えっ!?」

　ぎょっとして時計を覗のぞきこむと、ミーティングが終わってから三十分以上経けい過かしている。一体どれだけ書しよ斎さいでぼけっとしてたのか、廊下で春生と胸談だん義ぎをしていたのか、初っぱなからこれでは吉香の代わりなど到とう底てい務まりそうもない。

「もしかしたら麻琴さんのほうで、出ていらっしゃれないのかもしれませんね」

「ああ……」
















「掃除は私が後でお手伝いしますので、一度寝しん室しつへ行きましょう」

　雅成の言うがままに、吉朗は廊下を引き返し、館やかたの主の寝室へと向かう。雅成のノックにも声掛けにも答えはない。顔を見合わせながら二人して入っていくと、真琴の身体からだは夕べ見たときと同じように、ベッドの上に横たわっていた。

　一度も寝返りを打っていないのか、ベッドカバーに乱みだれはなく、枕まくらに妙みような皺しわも入っていない。サイドテーブルに置かれている水差しもコップも使われた形けい跡せきがなく、部屋履ばきはベッド下にきちんと揃そろえられたままになっている。

　もし、夜中に目が覚めたのなら、それが真琴にせよ麻琴にせよ、一度は起き出すのではないだろうか。

「……起きてないみたいだね」

「そうですね」

　薄うす暗ぐらい寝室の中、真琴の顔には影かげが差し、その顔色の悪さに不安がよぎる。外がい傷しようはないと松尾医い師しは言っていたが、やはりどこか打ち所でも悪かったのではないだろうか。

　雅成は「失礼します」と律りち儀ぎに頭を下げ、真琴の顔や首くび筋すじに手を触ふれている。

「……呼こ吸きゆうもしっかりとしてますし、脈にも乱れはありませんから、やはり眠ねむっておられるのだと思います」

「なら……いいんだけど」

　そのとき、ノックの音が響ひびいた。一いつ瞬しゆん身を硬くした吉朗だったが、「千尋です」という名乗りにほっと息を吐く。入ってきた千尋は吉朗たちの様子を見て察したようで、微かすかに眉まゆをひそめた。

「……やっぱり、まだお目覚めにならないか」

「やっぱり……？」

　確かく信しんしたような物言いが引っかかり、吉朗が問い返すと、千尋は雅成と吉朗を交こう互ごに見やった後、意を決したように口を開いた。

「こちらの世界とあちらの世界に時間的なずれがあることは、二人とも知っているね？」

「もちろん。春先に来てみたらもう秋口で、でも帰ったら夏真まっ盛さかりで」

　二つの世界の暦こよみは同じく一年は十二ヶ月で三百六十五日、一日は二十四時間だから、文化の違ちがいによるずれではなく、純じゆん粋すいに時間軸じくがずれているのだろうと、麻琴や千広と話し合ったことがある。

「実じつ際さいにはどれくらいずれていた？」

「……ええっと、三ヶ月前後かな。行きと帰りでちょっと違った感じ」

「三ヶ月、ね……」

「千広さんは二ヶ月弱って言ってた。こっちは十二月の頭だったのに、戻ってきたらまだ十月半ばだったって」

「私もそのくらいだった。それをとりたてて気にしたことはなかったのだけど、昨日の君たちの会話を思い出して、少し引っかかってね」

「私と吉朗さんの会話……？　何か、おかしなところがありましたか？」

「雅成さんは、吉朗のところで年とし越こしをしたのでしょう？」

「ええ。……ああっ！」

　千尋の指し摘てきに、雅成が柄がらにもなく大きな声を上げた。慌あわてて口を塞ふさぎ、ベッドの上の真琴を見やるが、相変わらず身じろぎ一つした様子はない。

　吉朗は千尋の言葉の意味がわからず、一人訝いぶかっていると、千尋が吉朗の前に手を突き出し、指を三本立てた。

「君は三ヶ月のずれ、私は一月半ほど、でも彼にはずれがなかった」

「え……？」

「そもそも、ずれがあったら、彼はこちらへは戻もどってこられなかったんだ」

「どういうことですか？　だって、雅成さんはお姉さんの命日に合わせて帰るって……あ！」

「そういうこと。二つの世界の写し身たちは、同じ想おもいを抱いだいてあの石いし段だんを転がり落ちないと、入れ替かわりは起こらない。雅成さんと雅まさ音ねさんは、ともに亡なくなった身内の命日を軸に入れ替わった。雅音さんの兄が亡くなったのは一月三日」

「……私の姉の命日も、同じです。一月、三日」

　雅成のつぶやきに、しばし沈ちん黙もくが落ちる。

　同じタイミングで落ちなくてはならないから、入れ替わりという現象はそう頻ひん繁ぱんに起こるものではない。二つの世界の写し身たちが情じよう報ほうをやりとりして、せーので飛び降おりられればいいが、そんなことはできないので、行くにせよ帰るにせよ、偶ぐう然ぜんという要素が強く作用しなければ成り立たないのだ。

　吉朗や千広の場合、その偶然がうまく働いて、無事元の世界に戻ることができたが、その話を聞いた雅成は、最初から姉の命日に石段からの落下をすると決めていた。こちらへ来たとき、姉のことを想っていたから、それが写し身と自分とを繫つなぐ鍵かぎなのだとそう考えていたのだ。

　結果的にそれは正しくて、雅成は雅音の身体から元の世界へと帰った。その場に立ち会い、雅成を見送った吉朗は、戻ってきた雅音とも話をしている。そのときは、とにかくよかったと、それだけしか考えられなくて、時間のずれなんて少しも気にならなかった。

「つまり、徐じよ々じよにあちらとのずれは短くなっていき、昨年末から正月にかけて、暦は完全に一いつ致ちした。このまま今度は逆ぎやくにずれていく可か能のう性せいもあるが」

　そう言って千尋は、もう一方の手に下げていた新聞を吉朗に差し出した。受け取った吉朗は、新聞の日付を見て息をのむ。吉朗が千広たちと待ち合わせをした、その翌よく日じつの日付だ。

「……今も、同じみたいです」

「これがどういうことなのか、すべては仮か説せつでしかないけれど、あの石段を通じて起こる入れ替わりのシステムに、異い変へんが起こっているんだと思う」

「異変？　今言ってた時間のずれとか、そういうことですか？」

「それだけじゃない。ずれがなくなる前の一年間に、四人もの人間が入れ替わっている」

　千尋はそう言って、一同を見み渡わたした。真琴も含ふくめてこの部屋にいる四人が、千尋の言う一年に入れ替わっている。

　物心つくかつかないかの頃からあの街に暮くらしていた吉朗だが、今まであの神社に入れ替わりを示し唆さするような奇き妙みような言い伝えだとか、噂うわさの類たぐいは耳にしたことがない。それからすれば、元々入れ替わるための条じよう件けんも限げん定てい的だし、そう頻繁に起こる現象とは思えない。

　それなのに、たった一年で四人──

（違う、もっといる！）

「千尋さん、他にも二人いる。俺おれとまあちゃんがあっちに戻ったとき、一いつ緒しよに入れ替わったのが二人いるんだ」

「一緒に……二人？」

「真琴様の婚こん約やく者しやだった茂も原ばら貴たか子こと、その義妹いもうとの成なり田た由ゆ紀き乃のは、俺の世界の人間と入れ替わってる。多分、こっちでは気づいていないと思うけど」

　吉朗と麻琴が元の世界へ戻ったとき、同時に貴たか史しと由ゆ紀き夫おが入れ替わっていたが、吉朗がそれを知ったのは、随ずい分ぶんと後のことだった。入れ替わるときに事じ件けんを起こしていたために、二人は現げん行こう犯はんで警けい察さつに逮たい捕ほされてしまい、その後吉朗たちと接せつ触しよくすることがなかったからだ。

　人づてに聞いたその話を、帰き還かんしてきた千広にしてみたところ、こちら側でも似にたような状じよう況きようで二人は男だん爵しやく家けに引き取られていき、事件の影えい響きようを鑑かんがみた男爵によって婚約も借金も解消され、以後この館やかたを貴子が訪おとずれることはなくなっていたらしく、入いれ替かわりの事実は知られていなかった。

「婚約騒そう動どうの件は聞いてはいたけれど、男爵令れい嬢じようまで……」

「そのお二人を加えると、一年で六人──確かに尋じん常じようではない数字ですね」

　几き帳ちよう面めんに指折り数えた雅成も、眉まゆをひそめる。その雅成にうなずいて、千尋は吉朗から新聞を受け取った。

「六人は多すぎる。おそらく、石段はこの一年に随分と不安定な状じよう態たいになっていたんだ。二百年以上前からあったシステムが、ここへ来て揺ゆらいだ原げん因いんはわからないけれど、その不安定な状態に止とどめが刺さされた」

「止め？」

「石段の解体、ですね」

「そう。時間のずれが消えた頃に、こちらでは石段を解体している。それが更に、システムを不安定なものにしたんじゃないかと……」

　そう言って千尋は、ちらりと眠る真琴を見やった。その仕草に、吉朗は千尋の「やっぱり」という言葉を思い出す。

「そのことと、真琴様のことと何の関係が？」

「吉朗は無事に──という言い方もおかしいけれど、入れ替わりは完かん了りようしたが、不安定になっているシステムでは、二人を同時に送り込めなかった」

「それって、どういう……」

「わからない。まだ何の手がかりもないからね。ただ、外がい傷しよう性のものでないのなら、真琴様が目覚めない原因があの石段がらみである可か能のう性せいは高い。たとえば、ここでもあちらでもない、どこか別の世界に精せい神しんが飛んでしまったとか、入れ替わることができずにどこかをさまよっているとか……」

「そんな……」

　吉朗もまた、千尋のように真琴の顔を見やった。雅成が確かく認にんしたように、その身体からだは今も生命活動を行っているが、どこか生気が感じられない。

　あちらの世界では、一体どうなっているのだろうか。麻琴も真琴と同じように、眠ねむり続けているのだろうか。

（まあちゃん……！）

　一ひと晩ばんを過すごせば起き上がって、それが真琴にせよ麻琴にせよ、あちらへ帰る算段について話し合えると思っていたのに、物事はそう単たん純じゆんには運ばないらしい。

　今、こちらの世界に石段がないことが、どれだけの影響を及およぼしているのか。

　そう考えて、吉朗は息をのむ。

「どうした？」

「十日──もう九日後だけど、あちらの世界の石段も取り壊こわされるんです。もし、石段が二つとも壊されてしまったら──」

　入れ替わりは偶ぐう然ぜんが多分に作用する現象だ。双そう方ほうに石段があっても、必ず発生するとは限かぎらない。片かた方ほうが失われたことで、既すでにイレギュラーな事じ態たいが引き起こされているのに、二つともなくなってしまったら、二つの世界は分ぶん断だんされてしまうかもしれない。

　それに、もし千尋の仮か説せつが正しければ、麻琴はどうなってしまうのだろう。

　吉朗は一いつ瞬しゆん浮かび上がった恐おそろしい想そう像ぞうを打ち消すように首を振る。その吉朗の肩かたに、雅成の手が添そえられた。

「大丈夫です」

「雅成さん……」

「不安定だと言っても、こうして吉朗さんは来られたんですから、帰れないとは思えません。真琴様や麻琴さんだって、何か方法がみつかるかもしれない」

　前向きなその言葉は、どん底にたどり着こうとしていた吉朗の心を、かろうじて捕つかまえてくれる。すがるように見上げた吉朗に、雅成は照れたように小さく笑った。

「吉朗さんの真ま似ねを、してみました」

「俺の……？」

「……不安になると、それを察したように、吉朗さんが声を掛かけて下さって。随ずい分ぶんと励はげまされました」

「俺のはいつも、根こん拠きよのないことばっかりだったけど」

「それでも、心強かったんです。実じつ際さいにこうして私は戻もどってこられて、夢ゆめが叶かなって佐倉家にお仕えすることもできたわけですから、吉朗さんの言葉は正しかった」

　照れ隠かくしなのか、雅成にしては少し早口なその言葉が、揺ゆらぐ吉朗を落ち着かせてくれる。そうしてもう一方の肩には、千尋の手が掛けられた。

「これでも、君の世界では一番と言われる学校に通っていたんだから、考えるのは私に任まかせてほしい」

　少し得意げに顎あごを反らしたその姿すがたに、吉朗は思わず吹ふき出してしまう。

「千広さんも、千尋さんの頭の良さは認みとめてましたよ」

「当然。だから、君は考えることはやめて、ただ真琴様の目覚めを信じて、そのときが来るのを待っていればいい。吉香としてね」

「……え？」

「目が覚めたとき、書しよ斎さいが埃ほこりだらけだったら、真琴様はどう思うかな。吉香のメイドとしての評ひよう価かも地に落ちるだろうね」

　にやりと笑うその姿は、かつて千広が見せたものとよく似ていた。ようやく吉朗の強こわばった頰ほおもほころんで、ほっと息を吐ついた。
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　面会が許ゆるされる午後になるのを待って、千広は吉香とともに北きた幸ごう谷や病院へ足を運んだ。

　麻琴は検けん査さを終えても目覚めることなく、そのまま入院となってしまったのだ。

　ノックをしても返答はなく、千広は吉香と顔を見合わせながら、中へと入っていく。二人部屋を個こ室しつのように使っている麻琴は一人きりで、ベッドの周りに人の気配はない。

　早くに両親を亡なくした麻琴は、高校卒業まで遠とお縁えんの家に厄やつ介かいになっていたが、大学入学を機にその家を出て、現在は一人暮ぐらしをしている。それでも、未成年である麻琴が入院するには、保ほ護ご者しや代わりとなっているその遠縁のサインが必要だから、てっきり見み舞まいに来ているとばかり思っていた。

　しかし、ベッドサイドに置かれている入院用具一式は、夕べ千広が揃そろえたものだけで、何一つ増ふえてはいない。

「まだ来てないのか……？」

「……手続きには来ても、ここへはいらっしゃらないかもしれません」

「まさか」

「以前、麻琴さんにお聞きしたことがあるんです。ご親しん戚せきの方々と折り合いが良くないというか……麻琴さんの資し産さん管理が目的で引き取ったとかって」

「…………」

　麻琴の写し身である真琴も、公こう爵しやく家けという家いえ柄がらから親戚は多いはずだが、先々代と茂原男爵によって会社が苦く境きように陥おちいったとき、手を差し伸のべてくれたのは他人ばかりだったと千広に語ったことがある。

　写し身の境きよう遇ぐうは似にるようだが、こんなところまで似なくてもいいのにと、千広はベッドの上の少女を見やった。

　目立った傷きずはどこにもなく、ただ眠ねむっているように見える。あれから一度くらい目が覚めたのか、それとも眠り続けたままなのかは判はん然ぜんとしない。

　そのとき、ノックの音が響ひびき、白衣姿すがたの女性が滑すべり込んできた。

「お待たせしてごめんなさい。ちょっと担たん当とうの先生に話をうかがってて」

　入ってきたのは雅音で、その手にはファイルのようなものがある。端はしのほうに佐倉麻琴と記されているのが見えるから、カルテや検査結果を束ねたものなのだろう。

　一いつ介かいの医学生が、入院患かん者じやのカルテを勝手に持ち出したり、担当医の話を聞いたりするのは、普ふ通つうならば難むずかしいだろう。しかし、この北幸谷病院は、雅音の父親が経けい営えいする病院だった。あの日はたらい回しになったことを不満に思っていたけれど、結果的に雅音のいるここへ来られたのは、麻琴にとっても良かったのかもしれない。

　この時間に吉香と二人訪れたのも、雅音の指示によるものだ。本来なら、単なる友人である千広たちが麻琴の症しよう状じようについて知ることはできない。けれど、内部の人間である自分ならば可能だからと、雅音が買って出てくれたのだ。

「それで、検査結果は？　午前中に出たんですよね？」

　吉香に問われて、雅音はファイルを開き、確かく認にんしながらうなずいてみせた。

「ええ。レントゲンも脳のう波はも異い常じようなし。ＣＴとＭＲＩもやったけど、外がい傷しようはもちろん、内ない臓ぞう損そん傷しようや脳のダメージもないし、数すう値ち的には『睡すい眠みん中』というのが一番近いみたい」

「……睡眠？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように吉香が問い返すと、雅音は眠る麻琴の脈を測はかりながらうなずいてみせた。

「夢ゆめも見ずに眠っているような感じらしいわ」

「医学的には問題はないということか……」

「多分、入れ替かわりと何か関係があると思うんだけど」

　雅音が元通り、麻琴の腕を布ふ団とんの中へと戻す間も、麻琴の瞼まぶたはぴくりともせず、声を上げることもない。

「だとすると、ここにいるのは麻琴ちゃんじゃなくて、真琴様なんだ」

「え!?　で、でも、目が覚めるまではわからないって」

　こういう状じよう況きようになってみて初めて、入れ替わりは意い識しきがなければ判明しないものなのだと、一同は改めて気づかされていた。もともと精神のみが入れ替わるものだから、こうして正体なく眠ってしまえば、それが麻琴なのか真琴なのかは本人以外にはわからなくなってしまう。

　吉朗が入れ替わり、吉香となっていることからすれば、麻琴もまた真琴になっていると考えるのが自然ではある。

「もし麻琴ちゃんなら、外傷はないんだから目が覚めているはずだ。でも、そうでないということは、入れ替わり現象は起こった……けれど、何かエラーが発生して、こんな状態になっているんだと思う」

「エラー？　石いし段だんを落ちるときに彼女に何かあったということ？」

「今はあちらに石段はない。だからそもそも真琴様も吉香も、石段を落ちていないんだ。それなのに、入れ替わりは起こってしまった。それこそがイレギュラーなのだとしたら、入れ替われず、目覚めることができない彼女のほうが正常なのかもしれないが」

「それなら、真琴様は今どこにいるんですか……？　あちらの世界にいるんじゃないんですか？」

　吉香のそう信じたいという気持ちは、千広にもよくわかる。だがおそらく、あちらの世界でも真琴は目覚めずにいるだろうと、確かく信しんに近い思いがあった。

「今は、その問いに対して答えることはできない」

「そんな……」

「でも、このままにしておくつもりはないよ。吉香と真琴様の二人があちらにちゃんと戻れるように、できる限かぎりのことはする。雅音さん」

「は、はい！」

「彼女のことは任せてもいいですか？　多分しばらくこちらへは来られそうにないので」

「それはもう……あの、何かあったらすぐに連れん絡らくを入れます」

「お願いします。吉香は僕ぼくと一いつ緒しよに来てくれ」

「どこへ……？」

　そう問いながら、吉香の視し線せんはベッドへと向けられている。千広の言に従したがえば、目覚めはしないけれど、真琴は吉香とともにこちらの世界に来ているのだ。吉香にしてみれば、離はなれたくはないだろう。

　可か哀わい想そうだけれど、両方を知る人間でなければ、手がかりを見つけることはできない。

「神社へ」

　今、千広たちに示しめされているのは、そこへと繫つながる道だけだった。







　吉朗の話では、石段の解かい体たいは昨日の時点で十日後に着工することになっていた。それに先んじて、石段の上と下にはロープが張はられ、立入禁きん止しと書かれた札が取りつけられている。

　石段の反対側には神社へと上るゆるい坂道があったが、そちらの入り口には赤いコーンが立てられていた。

「昨日はなかったのに」

　千広が救急車を呼よんだことで、地元住じゆう民みんの警けい戒かい度どが更さらに上がったのだろうか。当然の如ごとく無む視しして吉香と二人、神社へと上がっていくと、コーン同様昨日はなかった立て看かん板ばんが、社やしろの階きざはしの横に立てられていた。墨すみで「立入ヲ禁ズ」と大書された半紙の下から「犬の糞ふんは持ち帰りましょう」という文字と犬の絵が透すけている。どこからか流用したのだろう、いかにも急きゆう造ぞう品ひんといった体だった。

「工事が早まったりしなければいいが……」

「早まったら、どうなるんですか？」

「石段が一つ消えて入れ替わりに支し障しようが起こったんだから、単たん純じゆんに考えれば、こちらの石段がなくなれば──」

「……もう、戻れなくなるってことなんですね」

「あまり確たしかでないことは言いたくないんだけど、可か能のう性せいは高いだろうね」

　言いながら千広は、階きざはしを上り、扉とびらに開けられている長方形の穴から中を覗のぞき込んだ。

　中は暗く、この穴に顔を近づければ更に光は遮さえぎられるから、ここから中を見通すことはできない。かつて千広がここを訪おとずれたときは、閂かんぬきが掛かかっているだけで、それを外してしまえば扉を開けることができたのだが、今は閂が抜けないようにチェーンが巻まきつけられ、無ぶ骨こつな南なん京きん錠じようが掛けられていた。

　この中には、千広が焦こがれ、大学で研究課題にもしている和算家・鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけが奉ほう納のうした算さん額がくが納おさめられている。和算も算額もいまや日本人のほとんどに馴な染じみがなく、その中で和算の世界でも無名に近い辰之輔の算額など大切に扱あつかわれるわけもない。千広にとっては百カラットのダイヤよりも輝かがやくその算額は、神かん主ぬしもいないこの神社でひっそりと朽くち果てるのを待つばかりだった。

　辰之輔の残した算額を探さがしてここへたどり着いた千広は、結果的にそれがきっかけとなって三年もの間、メイドとして暮くらす羽目になってしまったのだが、戻ってきてからその三年のブランクを埋うめるべく研究を進め、鋸南辰之輔の名を日本数学史に刻きざみ込まんと論ろん文ぶんに取り組んでいた。

　和算以外にも、千広と辰之輔を結びつける糸はあった。

　辰之輔もまた、あちらの世界へ渡った人間なのだ。しかし彼は戻ってくることなく、さる華か族ぞくの妻つまとしてその生しよう涯がいを終えた。

　この神社は、こうして幾いく人にんもの人間が入れ替わっていくのを見続けてきたのである。

「おい！　そこで何してる！」

　不意に境けい内だいに響ひびき渡った大声に、千広は振ふり返った。見れば、先さき程ほど千広たちが上がってきた坂道のところに、男が一人立っている。男は千広と吉香とを睨にらみつけていたが、社やしろに上がっている千広に狙ねらいを定めたらしく、近づいてきた。

（吉朗の顔を知らないってことは、町内会の人間じゃないのか？）

　男は六十は超こえているだろうか、頭には白いものが混まじり、瘦やせた体つきにこけた頰ほおは、あまり健康そうには見えない。坂道を上ってきたせいで切らしていた息は、千広の下にたどり着いてもまだ整ってはいなかった。

「そこは鍵かぎがかかっているから、入れないぞ」

「知っています」

「じゃあ、なんで覗いていた？」

「この中に、興きよう味みのあるものが置かれているので」

　その答えに、男は怪け訝げんそうに眉まゆを寄よせる。そうして、上着のポケットから何かを取り出すと、千広の前でぶらぶらと揺ゆらしてみせた。それは、鈍にぶく光る真しん鍮ちゆうの鍵だった。

「それが何なのか、もし答えることができたら、鍵を開けてやる」

　先程覗き込んだ穴からは、あの日見た算額どころか何一つ見えなかった。しかし、吉朗の話では中身はまだ整理されていないようだったし、空っぽならば男はこんな質しつ問もんはしないだろう。男は、この中にあるものが何か、それがどんな意味を持つものなのか知っているのだ。

「算額です。奉納者は鋸南辰之輔」

　すらすらと言ってのける千広に、またも男の表ひよう情じようが変わる。

「……昨日の奴やつらとは違ちがうようだな」

　ぼそりとそう言って手振りで千広を横に避よけさせると、何も言わずに南京錠に鍵を差し込む。かちり、という音とともに南京錠を外した男は、閂を指さした。千広は男に素直に従したがってチェーンを外し、閂を抜き取った。

　扉を開いていくと、徐々に光が社の内へと差し込んで、中が見えるようになっていく。千広が見た四年前と同じく埃ほこりっぽい臭においが漂ただよい、物が端はしのほうにまとめて置かれていて、額だけがきちんと壁かべに掛けられていた。

「お前さん、何な故ぜここに鋸南辰之輔の算額があるのを知っていた？」

「四年ほど前に一度見ました。そのときは、鍵が掛かっていなかったので」

「鍵を掛けたのは半年くらい前のことだからな。町内会の人間がやいのやいのとうるさくて」

　肩をすくめてみせた男に、千広は、抱かかえていた疑ぎ問もんを投げかけた。

「失礼ですが、あなたは……？」

「海うな上かみ庸よう[image: こう]こう、ここの元神主だよ」

　海上は名乗った後で軽く咳せき込み、ぐるりと社の中を見回した。

（海上……？）

　その名に、千広の中の遠い記き憶おくが引っかかりを覚えるが、次いで発せられた海上の声に、形になる前に散らされてしまう。

「隣となり町まちの神社と兼けん任にんしてたら、その内あっちが主になってな。ここには通いになり、週一が月一、年に四、五回になって、終しまいには入院して今じゃ隠いん居きよだ。で、お前さんは？」

「館たて山やま千広です。大学で和算を研究していて」

「なるほどな。年の割わりに、算額なんてもんを知ってるはずだ」

　そう言って、社の中へ踏み込もうとした海上だったが、くるりと振り返って階きざはしの下へ目をやった。

「そっちの坊ぼう主ず！　石いし段だんには近づくな！」

　声に驚おどろいて振り返ったのは吉香だった。吉香はすぐに海上に頭を下げたが、石段の下を気にしている。

「まったく……昨日もここから落ちた奴がいるってのに」

「先さき程ほど言っていた昨日のというのはそのことですか？」

　聞くまでもなく、落ちたのはあそこにいる吉香の写し身であり、救急車を呼よんだのは千広自身だ。しかし海上はゆるりと首を振った。

「いいや。私はその後になって連れん絡らくを受けてね。ここを見回りに来たんだが、そのときちょうどあんたみたいに社の中を覗のぞきこんでる若わかい奴らがいたんだ。算額のさの字も知らんようだったがな」

　言い置いて海上が中へ入っていくと、石段のところから戻ってきた吉香が社へと上がってくる。まだちらちらと石段のほうを気にしているので、千広もそちらへと目をやる。ここからでは一番下までは見下ろせないが、昨日見たときと同じく二色の虎とら模も様ようのロープが張はられているばかりで、別段変化はない。

「何か気になることでもあるのか？」

　小声で吉香に問いかけると、吉香は何か言いたげに口を開きかけたが、ためらったように首を振った。

「気のせいだったみたいです。すみません」

「ならいいんだけど、遠えん慮りよしないで何でも言ってほしい。何が手がかりになるかわからないからね」

「手がかり……」

　繰くり返した吉香はちらりと石段を見やり、千広を見上げた。

「……見み間ま違ちがいだとは思うんですけど、さっき、石段の下を通りかかった人が……ある人たちに似にてて」

「ある人……？」

「前に真琴様……というか、麻琴さんにつきまとっていた人です」

「……茂原貴史が……？　たちってことは二人？」

「ええ。そちらは見覚えのない感じだったので、似てるというのも私の勘かん違ちがいかもしれないと思って」

　吉香の言葉には不安が滲にじんでいて、いっそ勘違いであって欲ほしいという願望が感じられる。かつて吉香はこの世界に来たとき、真琴の宿る麻琴を守り、茂原貴史とその義ぎ弟ていである成田由紀夫と対決したことがあった。

　千広はその写し身たちをよく知ってはいるが、貴史と由紀夫本人には会ったこともないし、写真すら見たことがない。この神社で起こした事じ件けんは報ほう道どうされたものの、二人の容よう疑ぎ者しやには問題があり、写真は出なかったのだ。

　その問題について吉朗たちから聞かされていた千広は、胸むな騒さわぎを覚えた。

　海上が見たという、神社を覗く人ひと影かげ──算額に興味がないとしても、神社、あるいは石段に興味がある人物だったとしたら。

「千広さん……？」

「勘違いじゃ──」

　千広がそう言いかけたとき、奥おくから海上の声が響ひびいた。
















「おい、あんたら。見たいんなら入って見てていいぞ」

「ああ、はい」

　今は算額を見ているときではないが、算額以外に石段に関する手がかりがこれといってない。千広は吉香とともに、薄うす暗ぐらい社の中へと入っていった。
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　目を開けても、何一つ見えるものはなかった。

　前後左右見渡す限かぎりの暗くら闇やみである。

　ただ、足の下に確たしかな感かん触しよくがあり、おそるおそる踏ふみ出した足は、三歩進んでも踏み外すようなこともない。そのことにほっと安あん堵どの息を吐ついて、吉朗は光を求めて歩き出した。

（なんなんだろう、ここ……）

　口に出したはずの言葉はすぐに闇に吸すい取られ、耳には届とどかない。尋じん常じようでない場所にいるのだと実感して、背せ筋すじが寒くなる。

（とにかく、ここから出なきゃ……帰らなくちゃ）

　今度は心の裡うちでつぶやいて、その自身の言葉に首を傾かしげた。

（帰る……？　どこへ？）

　今の吉朗は、吉香の身体の中にいて、佐倉邸ていを家としている。帰るならばそこということになるのだろうか。

　石いし段だんを転がり落ちれば戻れるかもしれないという、その方法はわかっていても、肝かん心じんの石段が失われてしまっていては、どうしようもない。かつて石段のあった芝しばの斜しや面めんを転がればいいのだろうか。

　しかし、今の吉朗にはうかつに試ためすこともできなかった。

　意い識しきを失っている真琴が真琴のままなのか、麻琴と入れ替かわってしまっているのか、まずはそれがわからないと、入れ替わりチャレンジができない。真琴ならば一いつ緒しよに転がる必要はないし、麻琴ならば一緒に行かなければいけない。

　どちらにせよ、入れ替わりには強い想おもいが必要になるから、意識を失ったままでは入れ替わりは試せない。

（まあちゃん……）

　途と方ほうに暮くれたような情なさけない呼よびかけは、幸い外には響ひびかない。しかし、まるでその呼びかけが引き出したように、何一つ見えないこの暗闇の中に、ほんのりと青白く光る人ひと影かげが現あらわれた。

　何も見えない暗闇に浮うかぶ青白いもの、というシチュエーションに一いつ瞬しゆん腰こしは引けたが、今は火の玉でも照らすものならありがたい。吉朗はその光を目指して駆かけ出した。

　一方の人影は、吉朗にまったく気づいた風もなく、一点を見み据すえながら歩いている。その歩みはのろく、駆けていた吉朗はすぐに追いついてしまった。

「……真琴、様……？」

　こちらに横顔を見せ、ゆるゆると歩き続けているのは、間違いなく真琴だった。寝しん室しつで眠ねむり続けている真琴が、何な故ぜこんなところで歩いているのだろうか。

「真琴様！」

　吉朗が大声で呼びかけても、真琴はまったく反はん応のうを見せず、まっすぐ前に視し線せんを据すえたまま、歩き続けている。吉朗がすぐ横にいることにも気づいていないようだった。

　吉朗を置いて先へ行こうとする真琴を見て、慌あわててその肩かたへ手を伸のばしたが、真琴に届く前にはじき返されてしまう。

「……なんだ、これ……？」

　おそるおそるもう一度伸ばしてみるが、何もないその空間に硬い手て応ごたえがあり、吉朗の手はまたも阻はばまれてしまった。拳こぶしを作って打ちつけてみると、そこには確かに硬く、殴なぐったくらいで揺ゆらぐこともない分ぶ厚あつい壁かべが存そん在ざいしていた。

　真琴の姿ははっきり見えるのに、声も音も届かない。もどかしさに歯は嚙がみしながら、吉朗は伴ばん走そう者しやのように、壁に沿そって真琴を追う。

　よくよくその表情を見やれば、揺らぐことなく歩いているように見えた真琴も不安を抱かかえ、この暗くら闇やみをさまよっているのだとわかる。ここがどこなのか、何故自分がここにいるのか、わからないままに出口を求めて、真琴は歩いている。

　真琴とその目指す先とを忙せわしなく見み比くらべていた吉朗は、新たにまた一人、青白く光る人影を見つけた。真琴もそれに気づいたようで、歩く速度が徐じよ々じよに上がっていく。吉朗は見失わないように壁に手を当てながら横っ飛びに飛ぶようにして後を追った。

　そして、その人影の輪りん郭かくが朧おぼろ気げながら見えてきたとき、吉朗は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　あちらの人影は真琴に向かってまっすぐ歩いている。その顔立ちはまだはっきりとは見えないが、真琴とよく似ている。真琴と吉朗を隔へだてるこの壁は透とう明めいだと思っていたが、真琴側から見ると鏡になったマジックミラーのようなものなのだろう。

　真琴が近づけば近づくほど、もう一人の真琴も近づいてくる。真琴もまた、それを鏡だと思っているのか、吉朗のように手を伸ばしたが、そのとき、真琴も吉朗も眉まゆをひそめた。

　鏡の中の真琴は、手を挙げていない。

　立ち止まってしまった真琴と違ちがい、歩みも止めていない。

　そしてはっきりと見えるようになった輪郭は、シャープな真琴と比べていささかふっくらと丸みを帯び、髪かみはうなじを遥はるかに越こえて背の中程まで垂たらされている。

　その顔立ちは驚おどろくほどよく似ていたが、真琴の鏡像などではない。

「まあちゃん……」

　麻琴もまた、目の前に立っているのがおのが鏡像ではなく、真琴だと気づいたらしい。軽く目を瞠みはり、手を伸ばしたが、二人の間には吉朗の目の前にあるのと同じ、透明な壁があるようだった。

　二人とも何か言っているようだが、声は聞こえてこない。それは真琴たちも同じだったようで、二人同時に口をつぐむ。

　うつむいてしまった麻琴が泣いているのではないかと、吉朗はしゃがみ込んで姿し勢せいを低くし、麻琴の顔を覗のぞきこんだが、その口元がゆっくりと言葉の連なりを形作ったのを見て、思わず握にぎりしめた拳を胸むねに当てた。

　──よーちゃん

　確かに麻琴は、そう呼んでいる。しかし、その視線は吉朗にはまったく向けられない。

　麻琴が正面に立つ真琴に目をやれば、その視界の端はしに必ず吉朗は入るはずだ。けれど、まるで見えていない。

　こんなに側にいるのに、麻琴は気づかずに吉朗を呼んでいる。

　不安に押し潰つぶされそうになっている麻琴の側にいながら、その手を取ることもできない自分に、吉朗は「くそっ」と小さく吐はき捨すてる。

　無む駄だだとわかっていても、両の拳を振り上げて、一気に壁に叩たたきつけながら、吉朗は大声で叫さけんだ。

「まあちゃん!!」

　その途と端たん、二人の姿がすうっと遠ざかっていく。慌てて追おうとするが、目の前の壁は依い然ぜんとして存在しており、吉朗の追つい跡せきを許ゆるさない。

　いくら叩いてもその壁は壊こわれないのに、踏ん張っていたその床ゆかが不意に抜ける。

「うわああぁぁぁっ！」

　暗闇に吸い込まれるように、吉朗はどこまでもどこまでも落ちていった。







　がつ、と鈍にぶい音がして、吉朗は目を覚ました。音を立てたのは自分の身体からだで、椅い子すごと床に投げ出されている。

「……いってぇ……」

　可愛かわいらしい声でつぶやいて、じんじんと痛いたむ身体を引き上げ、吉朗は立ち上がった。

　まだ昼前だというのに、室内は薄うす暗ぐらい。いつもなら、分厚いカーテンはタッセルで形良くまとめ、南側の掃はき出し窓まどを大きく内庭に向けて開いて掃そう除じをしている頃ころ合あいだが、この部屋の主あるじはいまだ眠りの内にある。

　朝イチで書しよ斎さいの掃除を終えた吉朗は、真琴付きのメイドとして、その職しよく務むを果たすべく、この寝室へとやってきたのだが、今日も真琴が目覚める様子はない。椅子に腰こし掛かけてぼんやりとその顔を眺ながめている内、慣なれぬ仕事に疲つかれていたのか、眠りこんでしまっていたらしい。

　吉朗は転がった椅子を起こして、元の通りベッド脇わきへと置きながら、瞼まぶたを閉とざした主の姿をみやった。

「あ……そういえば、さっきの夢ゆめ……」

　全身を床に打ちつけた衝しよう撃げきで忘わすれていたが、夢の中で吉朗は、この顔を見たのだ。

　真琴だけじゃない。あの暗い不可思議な空間には、吉朗の最愛の恋こい人びとである麻琴の姿もあった。

『──たとえば、ここでもあちらでもない、どこか別の世界に精せい神しんが飛んでしまったとか、入れ替わることができずにどこかをさまよっているとか……』

　昨日ここで、千尋にあんな仮か説せつを聞かされたせいで、あんな風にさまよい歩く二人の姿を夢に見たのだろうか。

　あちらでもなくこちらでもないその狭はざ間まの暗くら闇やみに、麻琴も真琴も落ちてしまっている。入れ替わることができずに、魂たましいだけの存在となって、どことも知れぬ場所をさまよっている。

　暗闇の中、光っているのは互いの姿だけで、それをよすがにしようとしても、二人の間には見えない壁が立ちふさがっている。聞こえるのは自分の声ばかりで、それを相手に届けることもできない。

　何もない、何もできないあの場所で、真琴も麻琴も自らの──あるいは互たがいの身体へと続く道を見失って、立ち止まっているのではないだろうか。

　単なる夢にしては、二人の動きや表ひよう情じようが妙みようにリアルに感じられた。それが吉朗の胸むねを騒さわがせる。

　千尋の仮説に不安を覚えたのは、それが今の真琴の状じよう態たいとうまく嚙かみ合っていたからだ。そしてその真琴の傍かたわらで微睡まどろみの中に見た夢を、吉朗はただの夢と片かたづけることができずにいた。

「まあちゃん……あんなところで、俺を」

　たった一人、神社の石いし段だんから滑すべり落ちてこの世界に来てしまったときも、麻琴は吉朗を思って泣いたことがあったという。吉朗がここにいてくれたらと、そう願っていたのだと。

　麻琴を毛の一ひと筋すじほども傷きずつけないつもりで、あの地じ震しんの起こった日、ためらわずに手を伸のばしたのに、結局吉朗の手は麻琴を摑つかんではいなかったのだ。

　あんな場所に、麻琴を置いておくわけにはいかない。あんな暗く寂さびしい場所に、一人きりにさせてはおけない。

　八日後には、吉朗の世界の石段の取り壊しが始まってしまう。一いつ刻こくも早く、麻琴を日の光の下に連れ戻もどしたいという気持ちはあるが、何の確かく証しようもないままに、石段のないあの斜面を、意い識しきのない真琴の身体を抱だいて転がり落ちる危き険けんを考えるとためらわれる。

　今の吉朗はメイドとしても中ちゆう途と半はん端ぱで、佐倉家の役にも立たず、かといって麻琴のために何もできていない。

「手がかりを……探さがすんだ」

　何が手がかりなのかもわからないけれど、きっとどこかにあるに違いない、麻琴を救う手だてを探さがそう。

　吉朗はそう胸に誓ちかって、メイドとしての業ぎよう務むに戻った。







　三、霊れいと行き合う館やかた







　三階の奥おくの納なん戸どを覗のぞいた吉よし朗ろうは、ぐるりと中を見回して、大きなため息を吐ついた。

　麻ま琴ことの夢ゆめを見てからもう二日が過すぎてしまったのに、その間に吉朗ができたことと言えば、書しよ斎さいや寝しん室しつの掃そう除じといったメイド業ばかりで、決意も空むなしく手がかりのての字も見つけ出せていない。

　焦じれる気持ちのままに、自分も何か手がかりを探さがしたいのだと、千ち尋ひろに直じき訴そしてみたところ、ここへ案内されたのだ。

　他の納戸と違い、この部屋にあるのは家具ではなく、その正体もよくわからない大きな木もく製せいの看かん板ばんのようなものばかりだ。

「……やっぱり、全然わかんねぇ」

　それが算さん額がくであるということは、千尋の説明がなければわからなかったかもしれない。あちらの千ち広ひろから、和算や算額について耳にしたことはあったけれど、現げん物ぶつを見たことはなかったのだ。

　ここに大小まとめて何十枚まいも置かれている算額は、元は石いし段だんの上にあったあの神社に奉ほう納のうされていたらしい。神社を取り壊こわす際さい、中にあった一いつ切さい合がつ切さいは真ま琴ことの命で屋や敷しきへ運び込こまれた。それ以前から神社の中身の整理を任されていた千尋が、以後も引き続き一つ一つ調べて記録を取っているのだという。

　算額も和算も、元々こちらの世界には存そん在ざいしない。吉朗と同じように写し身と入れ替わってしまった和算家が、その文化を持ち込んだようだ。

　二つの世界を繫つなぐこうしたものも、手がかりになりうる。だから千尋は、これまでに取った記録と、まだ手つかずだった文書類とを、仕事の合間に調べていたらしいが、吉朗が自分も何か探したいと告げると、ここを見せたのである。

　麻琴のためなら何だってやるつもりだと言っても、まず算額の見方からしてわからないし、そこに書かれている文字も達筆すぎてまったく読みとれない。算額以外の文書類も同様で、この部屋の中に吉朗が手をつけられそうなものは何一つなかった。

『考えるのは私に任せてくれと言ったでしょう』

　そう言って千尋は、二階の客間の模も様よう替がえを吉朗に頼たのんだ。

　指し示じ通りの模様替えを終えても、焦れる気持ちは消しきれず、三階まで来てみたけれど、大人しく諸もろ手てを挙げるしかない。

　肩かたを落として階段を下りながら、吉朗は二日前に見た夢について考えていた。

　あの夢が吉朗の考えるように本当のことならば、二人の意い識しきはこちらの世界とあちらの世界の狭はざ間まにあり、どちらにも行けずに留とどまっているのかもしれない。

　どうやったら、あの狭間にいる麻琴と真琴をそれぞれの肉体に戻もどすことができるのか、吉朗には皆かい目もく見当もつかない。

　ただ、千尋の言っていたように、二つの世界の一方で架かけ橋となる石段が既すでに失われているということが、今の状じよう況きようと関かかわっているのだとしたら、吉朗たちの世界に残るあの石段が壊されたとき、狭間の世界にいる二人は一体どうなってしまうのだろうか。

　一階にたどり着くと同時にため息を一つ落として、吉朗は厨ちゆう房ぼうへと向かった。メイドたちの食事も八や千ち代よや花はな見み川がわの手で作られ、厨房に用意される。各人は仕事の合間を縫ぬって、それを食べることになっているのだ。

　忙いそがしく働いていても、あまり食しよく欲よくを感じなかったが、食べなければ吉よし香かの身体からだがもたない。吉朗が胃の辺りをさすりながら入っていくと、厨房には料理人たちの他に、望のぞみと光ひか里りがいた。

「あーあ、光里ちゃんと一いつ緒しよに回れればいいのになぁ」

「そんなことしてたら、日が暮くれても仕事が終わらないよ」

「だよねぇ。でも、一人だとちょっとした音とか影かげとかが気になったりして、それはそれで効こう率りつ落ちてると思うんだけど」

「確たしかに。ここのところ、お昼いつもこんな時間になっちゃうもんね」

　二人は厨房の隅すみでサンドイッチをつまみながら、雑ざつ談だんをしている。一いち応おう、周囲を気にしている様子ではあったが、二人とも小鳥がさえずるような可愛かわいらしく高い声をしているので、聞く気がなくても耳に入ってきてしまう。

　それは吉朗だけでなく、吉朗に昼食の載のったトレイを差し出してきた花見川時とき矢やも、軽く肩をすくめながら二人のほうへ歩み寄った。

「そういえば、ここんとこ二人とも遅おそいよね。いつもは一、二を争うっていうか、用意する前に来ちゃうこともあったのに」

「それじゃあ私たちがすごい食いしん坊ぼうみたいじゃないですか！」

「二人のお皿は吉香ちゃんの一・五倍だよ」

　おかわりの紅こう茶ちやを注ぎながら八千代が言うと、二人は揃そろって吉朗の皿に目を向けた。

「うわっ、本当に少ないですね！　いつもこんなでしたっけ？」

　光里に言われて、吉朗が曖あい昧まいにうなずくと、心底感心した表ひよう情じようで望と顔を見合わせた。

「真琴様のお世話をして、私たちのお仕事も手伝ってくれて、それなのにそれだけなんて……」

「それでどうやってその胸むね維い持じしてるんですか？」

「そうそう、一度聞きたかったんだよねー」

　尻しり馬うまに乗って花見川がそう言うと、すぐさま八千代の鉄てつ拳けんが飛んだ。

「下らないこと言ってんじゃないよ。ったく、アクも取らずにあんたは」

　もう一発喰くらって、花見川はちぇっとわざとらしく舌した打うちしながら笑った。

「冗じよう談だんですよ。それより、さっきの話だけど、光里ちゃんたちが遅いのと、吉香ちゃんが遅いのと同じ理由？」

「え？　あ、私はちょっと、千尋さんに頼まれた仕事で手間取っちゃって……」

「光里ちゃんたちは？」

　話をふられた二人は、急に顔を曇くもらせて、温かいカップを両手で包み込んだ。

「私たちは……」

「ねぇ？」

　光里ちゃんが言いなよ、いいよ望ちゃんがと、何な故ぜか譲ゆずり合いを始め、その理由というのが一向に語られない。何故言い渋しぶっているのかと吉朗も首を傾かしげたそのとき、厨房にまた一人、メイドが入ってきた。深しん紅くのメイド服を着た翼つばさだ。

「茶の部屋って今日誰だれか入った？」

　質しつ問もんは光里と望に向けられていたようだが、茶の部屋という言葉に吉朗が手を挙げた。千尋に模様替えを頼まれたのが、茶の部屋だったのだ。

「私が模様替えしてたんだけど……何かあった？」

「あ、吉香さんだったんですか。ドアが開いてたから、てっきり望ちゃんかなって」

「なんで私なのよ！」

「だってこないだも、望ちゃんがお掃そう除じした部屋、ドア開けっぱなしになってたから」

「だからあれは私じゃないんだってばー！」

　望は同意を求めるようにくいくいっと光里の袖そで口ぐちを引いたが、光里は血の気の引いた顔で口元を覆おおっていた。

「どうしたの、光里ちゃん？」

　のんびりした口調で翼が尋たずねると、幾いく分ぶん芝しば居いがかった調子で光里が答えた。

「また出たんだわ……」

「出たって──」

「幽ゆう霊れいよ！　幽霊の仕し業わざに決まってる」

　突とつ拍ぴよう子しもない単語に、厨房の中が静まりかえった。

（……幽霊？）

　確かに、幽霊の一人や二人いてもおかしくない佇たたずまいの洋館だったが、その手の話をここで一度も聞いたことがない。

　以前、ここで吉香として過ごしていた頃ころは、睡すい眠みん時間を削けずって働いていたので、たとえ幽霊がいたとしてもそのアピールに気づかなかったろうが、もし本当に幽霊がいたのなら、春はる生き辺りが大げさに騒さわぎそうな気がする。

　ちらりと周りの人間のリアクションをうかがってみれば、八千代は鼻で笑い、花見川はぽかんとしているし、翼は光里と望、二人の顔を交こう互ごに見やって首を傾げている。吉朗だけが知らないのではなくて、光里と望だけが知っている話のようだ。

「あー……そういえばこないだ、そんなこと言ってたような気がする」

「気がするんじゃなくて、ちゃんと言ったってば」

「ちゃんとって言っても、開けた窓まどが閉しまってたとか、ドアが開けっぱなしだったとか、家具がずれてたとかでしょ？　それって、光里ちゃんとか望ちゃんがお掃そう除じのときにやってることだから……」

　のんびりとした調子で翼がそう言うと、望はテーブルにばんと手を叩たたきつけて反はん論ろんした。

「開けたのに閉まってたり、閉めたのに開けっぱなしだったり、触ふれてもいない家具が動いてたりしたの。それってもう、幽霊しか考えられないじゃない」

「だから、一人で掃除してるとなんだか怖こわくって……。それでさっきも、二人で回ろうかっていう話を」

　掃除洗せん濯たく担たん当とうメイドである光里と望は、他のメイドたちよりも客間へ出入りする回数が多い。吉朗も今日のように頼たのまれれば入ることはあるが、メイドが増ふえて以来、基き本ほん的に客間の掃除は光里と望がやっているらしい。だからこそ、そうした異変に出くわす機会も多いのだろう。

（書しよ斎さいや寝しん室しつではそういうことないよな……）

「吉香さんは茶の部屋のドア、閉めたんですよね？」

　光里に強い口調で尋ねられて、吉朗は茶の部屋での作業を振り返った。

　千尋に指し示じされていたのは、用意してあった絵画の掛かけ替かえと壺つぼの取り替え、ソファと小さなテーブルを窓から少し中寄りに移い動どうさせることだった。それらをやり終えて部屋を出ようとしたときに、何か忘わすれていることはないかと入り口のところで振り返り、部屋をぐるりと眺ながめ渡わたした。

　そこで位置をチェックしてよし、とつぶやき、扉とびらをきっちりと閉めたのだ。間違いない。

「確かに閉めた。ええっと、翼ちゃん、開いてたってどれくらい？」

「うーん……八割わりくらい？」

「ってことは、きちんと閉めてなかったから自然に開いたってことでもないのか……」

　実じつ際さい、かっちりと扉にラッチが掛かかる音も聞いている。だからといって、扉を開けたのが幽霊の仕業だとは思えなかったが。

「幽霊ねぇ」

　八千代が呆あきれたように言うのに、光里と望が目を上げる。

「じゃあ言いますけど、この間果くだ物ものとか野菜がなくなったっていうのはどうなんですか？　幽霊の仕業だって考えれば納なつ得とくいくじゃないですか」

「それじゃ納得いかないよ。あれは発注か配達のミスなんだろうさ」

「でも」

「はいはい、わかったからそれさっさと食べちまってくれないかね。片づかないからさ」

「もう。みんな信じないんだから！」

　光里と望は不満そうに口を尖とがらせながら、中ちゆう途とになっていた食事を再さい開かいする。吉朗もまだほとんど手をつけていなかったスープにスプーンをくぐらせながら、もう一度茶の部屋での作業を振り返っていたが、時じ系けい列れつのままたどっていくうちに三階の納なん戸どでのことを思い出し、食後の紅こう茶ちやを飲み終える頃には、幽霊騒さわぎのことなどすっかり忘れてしまったのだった。
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　幽霊騒ぎが厨ちゆう房ぼうの雑ざつ談だんで終わらなかったと知ったのは、それから三日後のことだった。

　あの後も、光里と望は本人たち曰いわく「幽霊の仕業」だという不ふ可か解かいな状じよう況きように悩なやまされていたらしい。直ちよく属ぞく上司である春生に訴うつたえてみたものの埒らちが明かないと考えた二人は、ついに「二人一緒でなければ掃除をしません！」と声こわ高だかに訴えた。

「皆みんなは私たちが勘かん違ちがいしてるだけだって言いますけど、二人でちゃんと確かく認にんし合ったんです。ドアや窓の開かい閉へいとか、家具の移動とかそういうのを。でも、その後で見に行ってみると変わってるところがあって」

　言いながら、光里はぶるりと肩かたを震ふるわせた。

　しかし吉朗は、そうした場面に出くわしたことがない。茶の部屋の件けんでは、翼から聞かされただけで自分の目では開いたドアを見ていないし、やはり二人の勘違いではないかという気がする。

「それに、補ほ充じゆうしたはずのタオルが消えてたり、きちんとベッドメーキングしたはずのベッドが乱みだれてたり、毛もう布ふだけなくなってたり……」

「それに、最近じゃバスルームが濡ぬれてたりするんですよ！　誰かが歩いたみたいな濡れた足あし跡あとがついてて」

　望は光里と手を取り合って、切々とメイド頭がしらに訴える。対する千尋は表情を変えることもなくそれを聞いていたが、不意に考え込むように瞳ひとみを揺ゆらすと、小さくうなずいた。

「幽霊にしては、妙みように生活感がある」

「幽霊だって、生きてるときは生活してたんだから、不思議はないですよ！　きっと、死んでからも同じように生活したいって思って、ここに棲すみついているんだわ」

　ここぞとばかりに望が主しゆ張ちようするが、春生は首を傾かしげながら言った。

「でも……幽霊ならタオルなんて必要ないんじゃないの？　拭ふかなきゃならない身体からだはないんだし、毛布だってそう。幽霊見て寒くなるのは人間のほうだもん」

「そ、それはそうですけど……」

「ともかく、その幽霊とやらがいる限かぎり、二人一組でないと働かないというわけね」

「そうです！」

　二人が声を揃そろえてそう言うと、千尋は「わかった」と低くつぶやいた。

「今日は二人で客間を掃除しなさい。ただし、全部屋きっちりやり遂とげること」

「ええ!?」

「私と春生が後でチェックするから。はい、行った」

　千尋がぱん、と軽く手を打ち鳴らすと、これ以上主張しても無む駄だだと悟さとったのか、二人は顔を見合わせて一つうなずき、ホールの階かい段だんを上がっていった。

「吉香はどう思う？」

　二人を見送っていた吉朗は、千尋にそう訊きかれて眉まゆを寄せる。

「霊感あるほうじゃないから……」

「そういうことじゃなくて。二人ばかりがそういうのに出くわしてるからね。春生もないんでしょう？」

「ここのところ、外の掃除と洗せん濯たくが主だからなー。扉の開閉って言われても、作業中はたいてい開けてるから」

「で、吉香は？」

「お……わ、私も全然。少なくとも、一階の東とう翼よくではあんまりないかな」

「東翼では？」

「あんまり西翼に行かないからかもしれないけど、真琴様の書しよ斎さいでも寝しん室しつでもそういうことはないし、納戸とか一階の客間も、開けっぱなしになってるのは見てない」

「そう言えばそうかも。私も前庭の手入れしてるときに、東翼の廊ろう下かを外から見ることもあるけど、開けっぱなしだったら気づくと思う」

「……ということは、二階の客間や西翼ばかりってことか……」

　ミーティングの終わったホールで三人、顔をつきあわせて話し込んでいると、その輪の中に遠えん慮りよがちに諒りよう子こが入ってくる。

「例の幽ゆう霊れい騒ぎのことなんだけれど……」

「諒子さんも何か見たの？」

　春生の問いかけに、諒子は首を振りながら、西翼にある厨房のほうを見やる。

「そういうわけではないんだけれど、最近、厨房で物がなくなったりすることがあるの」

「客間だけじゃないの？」

　吉朗は、三日前の厨房で、光里と八千代が野菜がどうのと話していたのを思い出した。

　花見川という料理人が入った後も、諒子の担たん当とうから料理補ほ助じよという名めい称しようは消えておらず、来客に出すコーヒーや紅茶は諒子が淹いれることになっていたし、手が足りないときは調理も手伝っている。

　食事をとるだけでなく、業ぎよう務むとして厨房に出入りする諒子が言うのだから間違いない。

「野菜がなくなったっていうのは、この間聞きました」

「ええ。一度にごっそりというわけじゃないから、花見川さんも八千代さんも、店とこちらの連れん絡らくミスだろうとか、そんな風に言っていたんだけど、八千代さんが作った果実酒とかチーズなんかもなくなったりしてるみたいで」

「随ずい分ぶんと舌したの肥こえた幽霊だ」

「ですよね？　野菜っていうのも、火を通さなくても大だい丈じよう夫ぶなものとか果物とか……」

「それって……」

　物を食べる時点で、幽霊という疑うたがいはかなり薄うすくなっている。それがわざわざ酒を選んだり、すぐに食べられるようなものばかり盗とっていくとなれば、犯はん人にんは生身の人間としか思えない。

「……午前中は館やかたの見回りに当てましょう。誰だれかが出入りした形けい跡せきはないか、なくなったものはないか、各部屋をチェックして回る」

　千尋の決けつ断だんに、全員真しん剣けんな顔でうなずく。

「春生は雅まさ成なりさんと一緒に三階へ。諒子は翼と一緒に一階の西翼を。私は花見川さんを借り出して地下へ。二階の二人にも声を掛けておく」

「あ、あの、お……私は？」

　ただ一人、名前の出なかった吉朗がおずおずと手を挙げながら言うと、全員が当然といった様子で東翼の奥おくを見やった。

「真琴様は一人だ。吉香は真琴様についていて」

　もし誰か不ふ審しん者しやが潜ひそんでいるのなら、守るべきは毛布でも野菜でもなく、館の主あるじである真琴である。そして、その真琴付きのメイドは濃のう紺こんのメイド服を身にまとった吉香──吉朗しかいない。

　今のところ、不審者の目もく撃げき例がないということは、人の気配のあるところには現あらわれない可か能のう性せいが高い。しかし、眠ねむり続けて目を覚まさない真琴は例外になるかもしれないのだ。

「──わかりました」

「何もなければ各自持ち場へ戻もどり、十二時にこのホールへ集合して結果を報ほう告こく」

「な、何かあったら……？」

　おそるおそる春生が質しつ問もんすると、千尋は短く一言こう言った。

「叫さけびなさい」

　一同はごくりと唾つばを飲み込んで、真剣な表ひよう情じようでうなずき返した。
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　今日は妙にばたばたと足音が響ひびく。

　目を覚ましたとき、床ゆかにつけた耳から振しん動どうが身体からだ中じゆうに広がって、空すきっ腹ぱらを刺し激げきした。

　くう、という情なさけない音を慌あわてて上から押おさえつけ、息を殺す。

　いつもは客間でこんな風に眠ってしまうことはないのだけれど、連日の疲ひ労ろうが華きや奢しやな身体に蓄ちく積せきしていたようだ。

　一体今は何時頃なのだろうか。

　狭せまいベッドの下からでは、時計を見ることはできない。十二時までに外の小屋に戻らなければ、どれだけ叱しつ責せきされるかしれない。こうして手に入れたわずかな食料もすべて、奪うばわれてしまうだろう。

　いっそ、今の内に少しくらい口に入れておこうか。

　そんな考えも浮うかんだけれど、ここはベッドの下だ。あの粗そ末まつな掘ほっ立て小屋でさえ、食事するのはためらわれるのに、ベッドの下に寝ねそべりながらチーズを囓かじっている自分の姿すがたを思い浮かべると、情けなくて涙なみだがこぼれ落ちた。

　せっかく欲ほしかった物を手に入れたのに、何一つうまくいかない。

　こんなことなら、あんな口車に乗ったりせずに、ずっとあの山奥の別べつ荘そうで暮くらしていればよかった。

　確たしかに行動範はん囲いは制せい限げんされ、自由に外に出ることは許ゆるされなかったけれど、元々引きこもりだったから、さほど気にならない。それに、この滑なめらかで真っ白な肌はだを日にさらすと考えただけで身の毛がよだった。

　パソコンもない、携けい帯たい電話もない、フィギュアも抱だき枕まくらも等身大キャラがプリントされたシーツもない。そんな世界でどうやって生きていけばいいのかと絶ぜつ望ぼうしたのはたった一日のことで、鏡を見た瞬しゆん間かんにすべては解かい決けつした。

　焦こがれても焦がれても手に入らなかったものが、求めていたのとは少し違う形ではあったけれど、ついに我わがものとなったのだ。他には何もいらなかった。

　しかし、新たな環かん境きようを純じゆん粋すいに喜んでいたのは自分一人であったらしい。

　再ふたたびくう、と腹はらが鳴り、ぎゅっと拳こぶしを押しつけた。足音が二つ近づいてきている。

「や、やっと黄金の部屋にたどり着いた……」

「二人でやったほうが早いかと思ったのにね」

「そりゃ、何もなければ多分早かったと思うけど、石せつ鹼けん一つから全部数えるとなると、思ったより時間掛かるよねぇ」

　小鳥のようにぴーちくぱーちく騒さわぎながら入ってきたのは、いつも客間を掃そう除じして回っているメイドたちのようだった。いつもは一人で入ってきて、ここまで声こわ高だかにしゃべるようなことはないから確かく信しんはないけれど、ベッドの下から見える靴くつの形に覚えがある。

　彼女たちは掃除を終えると次の部屋へと回っていって、同じ所へ戻ってくることはない。そのルートもわかっていたから、姿を見られないためにも、メイドが出て行ってから、自分も出て行くことに決めていた。

　しかしどうやら今日は、イレギュラーシフトになっているらしい。

　そもそも二人で現れたのも妙だし、彼女たちが言うところのこの黄金の部屋はシフトの最初のほうにあるはずで、やっとたどり着くような後ろではないはずだ。

　訝いぶかりながら二人の会話に耳を傾かたむけていると、急に目の前がさっと明るくなった。ベッドカバーがはぎ取られたのだ。

「……！」

　ぎょっとして、そのままじりじりと音を立てないように後こう退たいする。幸いベッドは五人が横になって眠ねむれるほどの大きさなので、反対側から足が飛び出してしまうようなこともない。

「シーツでしょ、毛もう布ふでしょ……」

　ベッドの上でばさばさと布ぬのがめくり上げられる音がする。ややあって、頭上のスプリングが少したわみ、上で何やら作業しているのがわかる。どうやらベッドメイクしているらしい。

「ここは大だい丈じよう夫ぶね。望ちゃん、クローゼットは？」

「クローゼットは大丈夫。チェストも上から三段だん目めまでは空だし……あ！」

　少女の大声に、小さな心しん臓ぞうが跳はね上がる。

「な、なに!?」

「五段目も空になってる！　ここって膝ひざ掛かけ入ってたよね、確か」

「そうそう、焦こげ茶に地じ模も様ようが浮うき出たやつ！　うそ、なくなってるの!?」

　がたんがたたんと、忙せわしなくチェストの引き出しが次々と開けられていく。しかし、チェストの中からその膝掛けが見つかるはずはない。

　手の先にある焦げ茶色の包みを見やり、垂たれてきた冷ひや汗あせをそっと指先で拭ぬぐう。

　厨ちゆう房ぼうから抱かかえてきた食材を入れるのに拝はい借しやくしたのだ。瓶びん詰づめや野菜、焼きしめた硬いパウンドケーキなどを詰めてみれば、それはあつらえたようにぴったりで、これからも持ち出しにはこれを使おうかと考えたくらいだ。

「幽ゆう霊れいって膝掛け使うかな……」

「千尋さんが言ってたでしょ？　幽霊より不ふ審しん者しやの可か能のう性せいが高いって」

「だ、だって……そのほうが怖こわいよ」

「……それも、そうだね。ねぇ望ちゃん、あっちの部屋も一緒に調べよう」

「う、うん！」

　二人は廊下に面したのとは違う扉とびらをくぐり、続きの間へと移い動どうしていく。そこで詰めていた息をほうっと吐はき出し、荷物をひきずるようにして、ベッドの際きわまで移動した。

　この館に、住人以外の誰かがいることに気づかれてしまった。

　今日、妙に館の中が落ち着かないのはそのせいだったのだ。

　こうなったら、隙すきをついて早く外へ出るしかない。

　もう一度耳を床につけると、廊下のほうの足音は遠い。あの二人がこちらに戻ってくる前に、外へ出てしまおう。

　二つの扉をうかがいつつ、意を決してベッドの下から飛び出したそのときだった。

「きゃあああああああああっ!!」

　耳をつんざく悲鳴は、続きの間から響ひびいてきた。濃のう緑りよく色のメイド服を着たその少女は、まっすぐにこちらを見やって悲鳴を上げ続けている。

「お人形がー！　呪のろわれた人形が出た────っ!!」

　一方の悲鳴に誘さそわれて部屋の奥から出てきたもう一人の少女も、訳わけのわからないことを悲鳴混まじりに叫んでいる。

　こうなったら、強行突とつ破ぱしかない。廊下へと続く扉を勢いきおいよく開け放ち、飛び出した瞬しゆん間かん、誰かにぶつかって跳ね飛ばされる。お尻しりをしたたかに打ちつけて、痛いたみのあまり動けずにいると、急にその首を押おさえつけられて、そのまま廊下へ転がされてしまった。

「ちょっと、何するのよ！」

「メイド頭がしらの知らない招しよう待たい客きやくはいないから、どう見ても不法侵しん入にゆう者しやでしょう」

　頭上から降ふってくる声は冷ややかで実に憎にくたらしい。その顔を見てやろうと首をねじ曲げると、自分と同じように廊下で尻もちをついている眼鏡めがねの少女が目に留とまった。さきほどぶつかったのは彼女だったらしい。

「いったぁーい……ちょっとあんた！　人突き飛ばしといて──うそ……」

　勢いのよい啖たん呵かが途と切ぎれ、怪け訝げんそうに眉まゆがひそめられる。

「由ゆ紀き乃の、ちゃん……？」

　別荘での自分の呼び名を耳にして、思わず眼鏡を凝ぎよう視しした。
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　がくんと膝ひざが落ちて、吉朗は目を覚ました。

「……こんなときまでうたた寝ねって」

　部屋の外では、不審者捜そう索さくのために館やかたの人々が動き回っているというのに、のんきに寝てしまった自分が情なさけない。

　三階の納なん戸どの品を見ても何もできず、かといって別の手がかりも思いつかず、メイドとしてただじりじりと日々を過ごすばかりで、そんな無力な自分に眠ねむれぬ夜を過すごしていた。

　そのせいもあってか、真琴の側で過ごす数時間の間に、ついうっかりうたた寝してしまうことも多い。足りない睡すい眠みんを補ほ完かんするものではないけれど、ここでの居い眠ねむりがなんとか日中の吉朗を支ささえていると言っても過か言ごんではない。

　ベッドの上の真琴に変化はない。もうあの狭はざ間まの暗くら闇やみを夢ゆめに見ることはなかったが、こうして微睡まどろみから醒さめて、真琴の顔を見るたびに、麻琴が悲しげに「よーちゃん」とつぶやいていたあの姿を思い出さずにはいられない。

　もし仮か説せつが間ま違ちがっていたら、いくらなんでももう目が覚めてもおかしくはない。あの夢は、真琴の身体からだを通じて麻琴が見せてくれた真実なのだと、吉朗はいつしかそう思うようになっていた。

　妙な姿勢で寝てしまったせいで、身体が強こわばっている。椅い子すから立ち上がり、両手を上にしてうんとのびをしていた吉朗は、視し界かいの端はしに何か動くものを捉とらえたような気がして、眉をひそめた。

「……？」

　この部屋には、吉朗と真琴しかいないはずだ。しかし今、この館に住人以外の誰だれかが潜ひそんでいる可能性がある。

（もしかして……）

　おそるおそる薄うす暗ぐらい室内をぐるりと見み渡わたしていた吉朗は、急に気配を感じて振り返る。

「うわぁ──」

　三人目の人物の影かげに思わず上げた悲鳴は、相手の手によって口の中に封ふうじられ、そのまま勢いで床へと押し倒たおされてしまう。

「んー！　んんーっ！」

　ぺたりと貼はりついた手の下で抗こう議ぎの声を上げながら、馬乗りになっている相手に向けて、両手を無む茶ちや苦く茶ちやに振り回す。

「いたっ！　や……おまっ、ちょ、やめろ!!」

　叩たたくたびに上がる抗こう議ぎの声は、女じよ性せいのもののようだ。

（侵入者って女かよ！）

　しかもなんだかどこかで聞き覚えがある、険けんのある声だ。一体誰のものだったろうと頭を巡めぐらしていると、急に左の乳ちちを強く摑つかまれた。

「んん──っ!!　……っ！」

　遠えん慮りよ会え釈しやくない摑み方に、思わず歯を嚙かみしめてしまう。その瞬間「いってぇえ!!」という声が上がり、口を押さえつけていた手が剝はがれた。

「おまえ何すんだよ！」

「それはこっちの台詞せりふだ────っ!!」

　言いながら、吉朗は両手を相手の胸むねの辺りに突つきだして、一気に半身を起こす。

「ぎゃあ！」

　突き飛ばされた女は吉朗の上でひっくり返り、開いていた足の間に頭が挟はさまる形となる。スカートとエプロンがあると言っても、クッションになるほどの厚あつみはない。ごいんと鈍にぶい音がして、女は床に打ちつけた後頭部を抱かかえ、吉朗の上から転がり落ちた。

「いってぇ……くそっ！」

　高い声とは裏うら腹はらに口くち汚ぎたなくののしりながら、床の上で悶もん絶ぜつする女を呆ぼう然ぜんと見やっていた吉朗は、はっと我われに返り、慌あわてて女の上にまたがった。ちょうど先さき程ほどと構こう図ずが逆ぎやく転てんした形となるが、吉朗は女の両りよう肩かたをぐっと床に押しつけて、初めて間近にその顔を見やった。

「……茂も原ばら、貴たか子こ……!?」

　明るい金きん髪ぱつはもつれて広がり、薄暗がりではその濃緑色の瞳ひとみも判別できないが、間違いなく茂原貴子だ。茂原男だん爵しやくの令れい嬢じようであり、真琴の婚こん約やく者しやであった彼女とは、当主付きのメイドとして働いていた頃ころ、いやというほど顔を合わせている。吉朗があちらの世界へ戻ることになったあの日も、貴子は石いし段だんの上で、今みたいに吉朗を睨にらみつけていた。

「お前……なんでその名前を……」

　悶絶していた女は、吉朗のつぶやきに目を見開く。その反はん応のうに、吉朗はこの男をぼこぼこに殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆かられた。

　今吉朗の下にいるこの女は、正せい確かくには茂原貴子ではない。あの日、あちらの世界で吉香と真琴を突き落とした際さい、一いつ緒しよに石段を転がり落ちてしまった卑ひ劣れつな男、いやらしく麻琴をねちねちと追い詰つめ、挙げ句くの果てにレイプしようと企くわだてていた、最低最悪の男・茂原貴たか史しが、その中にいる。

　吉香の姿に見覚えがないことも、男口調で話しているのもその証しよう拠こだ。

　怪け訝げんそうにこちらをうかがう貴史の肩を更さらに強く押しつけて、吉朗はじっとその顔を睨みつけていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　雅まさ音ねからの定期連れん絡らくを聞き終えて、千広は電話を切った。こちらをうかがっている吉香は、千広の相づちで既すでに内ない容ようを察しているはずだが、千広がゆるりと首を横に振ると、落らく胆たんした様子で肩を落とした。

　雅音の病院に入院している麻琴は、依い然ぜんとして目覚める様子がないらしい。身内も訪おとずれず、意い識しきが戻らない患かん者じやというのは、病院にとってはかなり厄やつ介かいな存そん在ざいだが、雅音の尽じん力りよくで手て厚あつい看かん護ごを受けているようだった。

「千広さん……本当にここに、何か手がかりがあるんでしょうか？」

　吉香はがらんとした境けい内だいを見渡してつぶやくように言った。

　あれから千広と吉香は連日、この神社を訪れていた。海うな上かみには和算の研究とだけ話して協力を取りつけ、荷物を整理する彼の背はい後ごで、あちらへと繫つながる何かを探さがし続けている。

　無む論ろんここには、千広が見たことのある鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけの遺い題だい以外の算さん額がくはなく、辰之輔に繫がりそうなものも見つかっていない。辰之輔があちらで女じよ郎ろう屋やに売られたということは、入れ替かわった相手は身売りしなくてはならない境きよう遇ぐうにあった女性だ。自由を得られたのだとわかれば、二度とここへ寄りつくこともなかっただろう。

　入れ替わった当時、辰之輔が持っていたと思われる書物類は、不思議な因いん果がが巡めぐり巡って写し身の千尋を経へて、今は千広の手元にある。入れ替わった女性にはなんの価か値ちもない物だから、好こう事ず家かに売られたのだろうと予よ測そくもついた。

　だから、辰之輔の線からたどるのはそもそもがお門かど違ちがいとわかっている。しかし、あちらとこちらを繫ぐ手がかりとして見えてきたのは、今のところ、辰之輔の算額一つきりだった。

「おお、今日も来とったか。感心感心」

　息を切らしながら坂道のほうからやってきたのは、海うな上かみ庸よう[image: こう]こうだった。その手には風ふ呂ろ敷しき包みが携たずさえられている。それを無造作に千広に渡すと、海上はいつものように南なん京きん錠じようを開け、さっさと中へ入ってしまう。吉香と二人、顔を見合わせながらその後を追っていくと、海上はさっそく座すわり込んで、昨日の作業の続きを始めようとしていた。

「海上さん、この包みはいいんですか？」

「あ？　ああ、そりゃあんたにと思ってな」

「僕ぼくに……？」

「もともとこの社やしろにあった文書類だよ。さすがに野ざらしにはできないから、家で保ほ管かんしていたのを思い出してな。それなら和算に関する何かが見つかるかもしれんと思って持ってきた」

　海上の言葉に風呂敷包みを開いていくと、和わ綴とじの本が数冊さつと、細長い木箱が二つ入っている。木箱の中身は蛇じや腹ばら状じように折りたたまれた紙で、表にはこの神社の名前が記されていた。

「いいんですか？」

　祀まつる者もなく、ただ朽くち果てるのを待つ神社とはいえ、その内部資し料りようをやすやすと見知らぬ人間に渡してしまってもよいのだろうか。千広を名乗っただけで、それ以外には大学で和算を研究しているということしか口にしていない。吉香に至いたっては、この近所に住んでいると言っただけだ。

「私だって、まともに目を通しちゃいないんだ。いっぺんくらい、誰かに読んでもらうのもいいだろうさ」

　そう言って海上はひらひらと手を振って、作業に取りかかった。

「わ……あ、あの、俺おれ、手伝います！」

　千広と違って、墨ぼく跡せきに馴な染じみのない吉香は、昨日までと同様、肉体労働で海上の好意に応こたえる。実じつ際さい、適てき当とうに一箇か所に積み上げられていた社の中身は、メイド業のエキスパートの手を借りることによって、随ずい分ぶんと分類が進み、片かたづいていた。

　それを見やって、千広は手元の文書類に目を落とした。この神社と石いし段だんのからくりに何か関係があるのか、それさえも今は千広の仮か説せつに過ぎない。この中にその答えがあるかどうかはわからないが、手詰まり感のあった神社での捜そう索さくに、一筋の光明が差した思いだった。

　千広は木箱の中から和紙の束を取りだして、慎しん重ちように広げ始めた。







　その記き述じゆつに気づいたのは、どれほどの時間が過すぎた頃ころだったろうか、差し込む光が足らずに随分と目を近づけていたらしく、埃ほこり臭くささが鼻先をくすぐる。

　手にしていた和綴じの本を開いたまま脇わきへ置き、先程目を通した神社の由来書を取り上げる。

　木箱の内一つは、この神社が祀っている神様の縁えん起ぎについて書かれていたが、もう一方はこの神社が建てられた経けい緯いについて記されている。それによれば、ここを訪れた女じよ性せいに神が宿り、この地に社を建てよと告げたのだという。

　初代の巫み女ことなったその女性は、神のお告げのままに神社とその境内の設せつ計けいを行い、自ら建けん築ちくの指し揮きを執とったとある。名を、海上庸よう子こと言った。

　しかし、今し方千広が読んでいた覚書と題された和綴じ本には、初代の名が海上庸よう正せいと書かれている。男性名なので、初代と言っても巫女ではなく宮司のほうだろうかと読み進めたが、その先の記述からすると、緋ひ袴ばかまを穿はいて長い髪かみを束ね、榊さかきを持って舞まったという庸正は、どう見ても女性だった。

　しかも、庸正は社の建築にも携たずさわっているというから、庸子と庸正は同じ人物のように思える。

「すみません、海上さん。お訊ききしたいことがあるんですが」

　黙だまりこくっていた千広が急に言葉を発したのに驚おどろいたのか、海上はびくりと肩を震ふるわせながら振り返った。

「なんだ？」

「初代の海上庸正と海上庸子というのは同一人物のようなんですが……」

「ああ、それか。改名でもしたのか、時々名前が入り混まじる。でも、初代は女性で間違いないはずだぞ」

「改名……」

　つぶやいて、千広は庸正の文字を指でなぞった。

　あちらの世界の写し身とは性別が違うが、名前はよく似にている。

　たとえば千広の場合、音は同じだがあちらでは千尋という綴つづりだった。吉朗と吉香、辰之輔と辰たつ子こというように、写し身は似通った名前だ。

　文書の中で入り混じる庸正と庸子という男女の名前に、どうしてもそのことが重なる。

　海上の言うとおり、間違いなく女性が初代であるとわかっているなら、わざわざ男性名に改名するのは解げせない。

　けれどもし、庸子がそもそも庸子でなく、庸正だったのだとしたら。

　神社の創そう建けんは江戸時代中期で、当時の文化から考えて、建築の知ち識しきを持った女性はそうそういなかっただろう。それを由来書では神かみ懸がかりと称しようしているが、自ら設計図を引いて監かん督とくまでする神様というのも妙な話だ。

　神懸かりはあくまで仮か面めんに過すぎず、女性であるその身に知識があることを不ふ審しんがられないために庸正が騙かたったものだったのではないだろうか。

『海上庸[image: こう]、ここの元神かん主ぬしだよ』

　そう名乗られたとき、千広の脳のう裏りで何かが閃ひらめきかけていた。

　大学でも郷里でも、海上姓せいの知人はいない。庸[image: こう]が唯ゆい一いつ知る海上姓の人間のはずだ。

　しかし、どこかで聞いたことがあるような気がする。

（絶ぜつ対たいに、どこかで聞いた──）

　心の裡うちで繰くり返していた千広は、もう一度和わ綴とじ本に目を落として、はっと息をのんだ。

（聞いたんじゃない、見たんだ）

　海上庸正というその字じ面づらを、この覚書や由来書で見るよりも遥はるか以前に、千広は既すでに目にしていた。

　もちろん、神社の初代巫女としてではない。庸子という名にはまったく覚えがないが、海上庸正の肉筆を見たのだ。

　今から四年前、この石いし段だんを転がり落ちて、あちらの世界でメイドとして働くようになった千広は、あの世界の知識を手に入れるため、館やかたにあった先々代や先代の蔵ぞう書しよなどを、暇ひまを見て片かたっ端ぱしから読破していた時期があった。

　中には、佐さ倉くら公こう爵しやく家けに関するものや、あの広大な館の設計図なども含ふくまれていた。

　いくつも紙を貼はり合わせ、折りたたまれていたその大きな設計図が、千広の脳裏で広げられていく。

　その左の下の隅すみのほうには、設計者の名が本人の手によって記されていた。

「海上……庸正」

　彼は間違いなく、あちらの世界の人間だった。







　四、厄やつ介かいな帰参者







　不ふ審しん者しや現あらわるの報ほうに、館やかた中じゆうの人間がホールへと集つどっていた。

　不審者は二人いて、しかもここにいる人間の半分が、その顔をよく知っている。

　しかし、よく知る人間は、だからこそ、彼女たちがここにいることが不思議でたまらない。

　普ふ通つうなら、二度とこの家の敷しき居いをまたげるはずがないのだから。

「まったく、なんだって今いま頃ごろのこのこと。東とう金がねさん、あんたなんか聞いてないの？」

「いえ……ただ、茂も原ばら家が療りよう養ようのために別べつ荘そうに移うつしたという噂うわさは耳にしましたが……」

　憤ふん慨がいする八や千ち代よに、執しつ事じの東金は困こん惑わく気味に答えた。

「あのう……あの二人って一体誰だれなんですか？」

　怪け訝げんそうに東とう翼よくの廊ろう下かを見やりながら、花はな見み川がわが問う。彼の周りで賑にぎ々にぎしくその正体について推すい測そくしていた三人の年とし若わかいメイドと諒りよう子こも、花見川の質しつ問もんにぴたりと口を閉とざし、東金と八千代へと目を移した。

「誰って……」

　八千代はそう言って、諒子の深しん紅くのメイド服を見やる。

「私が……何か？」

「一人は、成なり田た由ゆ紀き乃のっていって、あんたの前にその服を着てた子だよ。私の手伝いで厨ちゆう房ぼうにもよく入ってた」

「えっ!?」

　不審者の一人が自分たちと同じ佐さ倉くら家の奉ほう公こう人にんだったと知って、一同はぎょっとしたように声を上げた。

「もしかして、もう一人も元メイドとか？」

　幽ゆう霊れい騒さわぎに一番怯おびえていた光ひか里りは、どこかわくわくするような表ひよう情じようで八千代に尋たずねる。八千代は今度はちらりと吉よし朗ろうのほうを見やって、うーんと小さくうなった。

（そりゃ……言いにくいよな）

　今吉朗が入っているのは吉よし香かの身体からだで、その吉香を苦しめていた女なのだ。過か去このすべてがつまびらかとなれば、主あるじの醜しゆう聞ぶんにも繫つながるわけで、なかなか口には出しづらいのだろう。

　そのとき、東翼の一番手前にある客間の扉が開き、中からむっとした表情の春はる生きが飛び出してきた。

「あの態たい度どなんなの!?　本当、頭に来ちゃう！」

　春生はまっすぐに吉朗のところへ向かってきて、客間を指さしながら言った。

「知らぬ存ぞんぜぬで通せるわけないじゃない！　やられたほうは尚なお更さら、忘わすれるわけないのにね。吉香ちゃん、今なら縛しばってあるから殴なぐったって平気だよ。あ！　吉香ちゃんの手が腐くさっちゃうよね。今、竹たけ箒ぼうき持ってくるから──」

「ちょっ、ちょっと春生ちゃん、落ち着いて！」

　すぐさま掃そう除じ道具入れのほうへ駆かけていこうとする春生を、吉朗はなんとか押おしとどめた。

「なんで!?　吉香ちゃんが一番、殴る権けん利りあるんだよ？　もちろん、一番は真ま琴こと様だけど、今はお目覚めにならないし、そうしたら吉香ちゃんが一番怒おこっていいんだから」

「あのー、春生さんはなんであんなに怒ってるんですか？」

　春生の剣けん幕まくに押されて皆みなが黙だまりこくっている中、のんびりとした口調で尋ねたのは翼つばさだった。その翼を、春生はぎっと睨にらみつける。

「なんでって、怒るに決まってるじゃないの。あの女は、金に物言わせて真琴様と婚こん約やくした挙あげ句く、吉香ちゃんが邪じや魔まだからって殺そうとしたんだよ!?　吉香ちゃんだけじゃない、私や千ち尋ひろさんも、危あやうく風ふう俗ぞくのお店に売られるところだったんだから！　何が男だん爵しやく令れい嬢じようよ。お華か族ぞく様の考えること!?」

　主や吉香の立場を慮おもんぱかって言葉を濁にごしていた八千代と東金が、的てき確かくなダイジェストを語って聞かせてしまった春生を渋じゆう面めんで見返す。しかし春生はものともせずに、望のぞみたちに目をやった。

「前に壁かべ新聞で説明したでしょ？　真琴様の婚約の話！　第三号の目玉記事!!」

（壁新聞……？）

　なんのことだか吉朗にはさっぱりわからなかったが、望たちはそれで得心がいったようで、ああ、と納なつ得とくの吐と息いきを洩もらす。

「それじゃあ、もう一人の人が、『極ごく悪あく非ひ道どうの不細工な成り上がりで先々代もまたいで通る腐れ女』っていう、あの人なんですか？」

「ってことは、私たちが見つけたのは、『卑ひ劣れつ漢かんの名を恣ほしいままにした血みどろフリルの名ばかりメイド』だ！」

　光里と望は謎なぞ々なぞの答えをやっと見つけた子どものように、手を取り合って喜んでいる。その横で、記き憶おくをたどるように中空を見つめていた翼が、ぽんと手を打ち鳴らした。

「わかった。『仁じん義ぎなき戦いの勝利者はＥカップの清せい純じゆん乙女おとめ』っていう、あの記事だ」

　確かに、あの姉妹しまいは唾だ棄きすべき卑劣な犯はん罪ざい者しやではあったけれど、いくらなんでもそのセンスのない二つ名は同情に値あたいする。しかも、その壁新聞の見出しもひどい。

（大体、壁新聞ってなんなんだよ？）

　こっそりホールを見渡すと、反はん応のうしているのは光里と望と翼だけで、花見川と諒子はぽかんとしているし、八千代と東金は相変わらず渋面のままだ。

　怪訝な顔で春生を見ると、春生はようやく場の異い常じような空気に気づいたようで、一同を見渡した後、吉香を見やってはっと息をのんだ。

「ご、ごめんね！　吉香ちゃんには黙ってたけど、あの子たちが早くここに馴な染じめるようにって、過去に起きた事じ件けんとか壁新聞にして、説明してたの。でも、変なことは書いてないよ、本当！」

「…………」

　姉妹の二つ名も見出しも十分に変なことだと思うが、あれが変なことじゃないとすると、本文記事も推おして知るべしだ。

　返す言葉に困こまって黙りこくっていると、再ふたたび客間の扉とびらが開いて、中から千尋が顔を出した。

「吉香、ちょっと」

「はい？」

　手て招まねきされるままに近づくと、何な故ぜか春生も含ふくめて他のメイドたちも一いつ斉せいに客間へと近づいていく。押し寄せる人の波にわずかに身体からだを引いた千尋は、するりと客間を抜ぬけ出して、後ろ手にその扉を閉しめた。

「とりあえず、私と吉香で事情を訊きくから。雅まさ成なりさんには、念のために立ち会ってもらう」

「どうして吉香ちゃんなんですか!?　私がやります私が！」

　吉香を押しのけて前に出た春生だったが、上うわ背ぜいのある千尋に頭を押さえられて、客間への侵しん入にゆうを阻そ止しされてしまう。

「春生はさっきもそうやって興こう奮ふんしたからだめ。とにかく、三人で話を聞いて、それから対たい策さくを考える。八千代さんと花見川さんは厨ちゆう房ぼうに戻もどって、皆の食事をお願いします」

「あいよ。下ごしらえは済すんでる」

「東金さんは、茂原家の事情を調べてもらえますか？」

「ああ。あちらへ連れん絡らくを入れるにも、事情がわかっていたほうがいいね」

　三人はそれぞれに自分の持ち場へと戻り、諒子も千尋の意を汲くんで八千代たちを手伝うべく、厨房へと向かう。残った光里たちは、顔にはっきりと好こう奇き心しんの三文字を刻きざんで客間をうかがっていたが、千尋にその視し線せんを遮さえぎられた。

「幽ゆう霊れい騒さわぎはこれで片かたづいたんだから、光里と望はそれぞれ客間の掃そう除じと、終わったら三階の掃除。翼は諒子から指し示じをもらいなさい」

　否いなやを言わせぬ口調で指示を出され、三人は未練を残しつつ、渋しぶ々しぶ館の中へと散っていく。残った春生はまだ千尋の隙すきをつこうと右へ左へと身体を揺ゆらせていたが、すべて封ふうじられて、ほっぺたをぷっくりと膨ふくらませていた。

「午前中にできなかった仕事があるでしょう？　洗せん濯たくがたまってるんじゃなかった？」

「……はぁい」

　ぶすっとした様子でそう言うと、春生は千尋の手の下から身を引いて、吉香にだけ聞こえるように「あとでね！」とささやいた。

（あとで説明しろってことだろうけど、多分無理だよな）

「さて」

　つぶやいた千尋を見上げると、千尋は軽く肩かたをすくめた。

「春生じゃ理り解かいできそうもないからね」

「……ですよね」

　今の貴たか子こと由紀乃の状じよう況きようを正しく理解できるのは、千尋と吉朗、そして中で縛られた二人を見み張はっている雅成だけだ。

「心の準じゆん備びは？」

「さっき、もう吹ふっ飛んでますから」

　いきなり真琴の寝しん室しつで襲おそいかかってきたのが、正体不明の金きん髪ぱつ女ではなく、茂原貴たか史しだと知った吉朗は、一年前、やり場なく収おさめざるを得なかった憤いきどおりのままに、殴なぐりかかるところだった。

　由紀乃ならぬ由ゆ紀き夫おを捕とらえた報ほう告こくに千尋がやってこなければ、春生の竹たけ箒ぼうきを借りるまでもなく、ぼこぼこに殴りまくっていたかもしれない。

　しかし、千尋の姿すがたを見て、ふと我われに返った。今の吉朗は吉香の姿をしていて、吉朗の足の下にいるのは貴史だが、その身体からだは貴子のものだ。殴れば貴史にその痛いたみは伝わっても、それは麻ま琴ことを苦しめた貴史ではない。

　今はまだ、彼を許ゆるすことはできないし、おそらく未来永えい劫ごう許すことはないだろう。貴史を殴りたいという衝しよう動どうは、今も胸むねの奥おくにある。それでも今、吉香の手を借りて、貴子の姿をした貴史を殴るのは、筋すじが違ちがうと、そう感じていた。

　千尋はただ黙ってうなずいて、客間の扉を開ける。二階の客間に比くらべると随ずい分ぶんと小振りな部屋ではあったが、五人の人間がいても少しも息苦しさを感じない。

　その客間の奥おくにあるベッドに背をもたれかけるようにして、縛られた女性が二人、床ゆかに座すわっていた。

「それで、私たちをどうするつもり？　こんなことをしてタダですむと思っているの？」

　笑えみ含ぶくみの声でそう言ったのは貴史だった。先さき程ほどの捕とり物の際、男言葉を発していたことは忘わすれたのだろうか、あくまで女性として振ふる舞まうつもりのようだ。雅成と千尋に目をやると、微かすかにうなずき返したので、ここへ押し込めたときからこんな調子らしい。

「こんな風に縛り上げたこと、きっと後こう悔かいするでしょうね」

「そうよ！　お義ね姉え様の縄なわを解ときなさい！」

　尻しり馬うまに乗っかった由紀夫が乱みだれた縦たて巻まきロールを振り乱みだしながら叫さけぶと、貴史は一いつ瞬しゆん、不ふ快かいそうに顔をしかめたが、すぐに取り澄すました表ひよう情じように戻り、吉朗に目を向けた。

「あなた、私が誰だれだか知っているんでしょう？　私が男爵令嬢の茂原貴子だって。すぐに縄を解いて、相そう応おうのもてなしを──」

「もてなされるために、わざわざ館に忍しのび込んだんですか？」

「そ、それは──」

　貴史にしても由紀夫にしても、どうあっても言い逃のがれできない状況下で捕つかまっている。二人を捕らえて押し込めた後、改めてざっと客間を調べ回ってみたところ、寝具やタオル等のリネン類からバスローブにガウンにスリッパ、石せつ鹼けん、歯ブラシなどなど、あちこちから少しずつ持ち去られていることがわかった。

　そうやって持ち去った物をどこで使っていたのか、二人は黙もくして語らなかったが、外を回っていた春生と諒子が、二人の潜せん伏ぷく先さきを見つけ出したのだ。

　以前庭にわ師しがいた頃に使われていた、道具を入れるための二畳じようほどの小屋の中に、なくなったタオルやら毛もう布ふやらといったものが積み上げられ、厨ちゆう房ぼうから盗ぬすみ出された八千代お手て製せいの果か実じつ酒しゆなども見つかったのである。

　小屋のある南西角からは、かつて石いし段だんがあった斜しや面めんへと続いている。

（……もしかして、石段のことに気づいて来たのか……？）

　しかし、そこにはもう石段も神社もなく、芝しばの生えた斜面になってしまっている。おそらく、どでかい佐倉邸ていを目印にやってきた二人は、神社を見つけられず、手近にあった小屋に侵しん入にゆうしたのだろう。

「ちょっとした手て違ちがいよ！」

「ちょっとした手違いで、この家のものを持ち出されても困こまります」

　千尋がそう言うと、またも由紀夫が嚙かみついてきた。

「持ち出してなんかいないわ！　敷しき地ち内だもの。ぎりぎりセーフよ！」

　あまりに考えなしな台詞せりふに、その場の全員が凍こおりつく。そして、その脳のう裏りにはただ一つの言葉が浮うかんだのだが、一番に口にしたのは、誰あろう隣となりに座っている貴史だった。

「バカ！」

「え……な、なんで……？」

「もういいからお前はしゃべるな！」

　小声でささやくように言うが、黙だまりこくっている佐倉邸の人々の耳は一言一句逃のがさずに捕らえている。自分たちを見下ろす一同の視し線せんが微び妙みように変化したことに気づいたのか、貴史は取り繕つくろうように笑みを見せた。

「この子のことは気にしないで」

「気にしますよ、茂原貴子──いや、茂原貴史」

「え……」

「それから成田由紀夫！」

「……！　わ、私はそんな名前じゃない！　そんな醜みにくい男の名前なんかじゃ……由紀乃っていう愛らしい名前があるのよ！」

「……愛らしいって……」

　あちらでの由紀夫の姿を知っている吉朗からすれば、この由紀乃は十分に愛らしく、本来男女の別はあっても似にている写し身であるとは到とう底てい思えない。
















　しかし、さっきからのどこかピントのずれた主しゆ張ちようや今の発言が、ナルシストで重度のシスコンだった由紀乃と重なる。

「何言ってるの？　この姿すがたを見たらわかるでしょ？　男じゃなく女だって。そんなこともわからないから、男だん爵しやく令れい嬢じようであるこの私を捕まえたりするんだわ」

　実じつ際さい問題、外見が完かん璧ぺきな女じよ性せいであれば誰も中身が男だなどと疑うたがったりはしないものだが、貴史にとっては不幸なことに、ここにいる人間はすべて入れ替かわりの経けい験けん者しやであり、吉朗は現在進行形で入れ替わっている男だった。

「だったらおうかがいしますけど、男爵令嬢なら、この立りつ派ぱなお屋や敷しきがどなたの家かってことはご存ぞんじですよねぇ？」

「そんなの知るはずないでしょ！」

　遮さえぎったのは由紀夫で、縛しばられながらも貴史をかばうように上半身を前へと乗り出している。しかし貴史はうるさそうにそれを避さけ、眉み間けんの皺しわを濃こくした。

「この家がなんですって？」

「あなたの元婚こん約やく者しやの家ですよ、お嬢様」

　千尋がそう言ってにやりと笑うと、貴史は顔色を変えた。

「……婚約者……？」

「一年前まで、それはもう足繁しげくここへ通ってきて、この家のメイドや料理人たちにあれこれ注文付けたりもしてたんですけど、お忘れですか？」

　千尋を真ま似ねて、引きつりながらも笑顔を作って吉朗が言葉を重ねると、貴史の目が泳ぎ出す。

　吉朗があちらに戻もどってから一年が過すぎている。貴史と由紀夫がこちらに旅立ってからも一年ということになる。

　その間、どこでどうして過ごしていたのか知れないが、男爵令嬢と知っているのだから、茂原家のお膝ひざ元もとにいたのだろうに、佐倉家のことには誰も触ふれなかったのだろうか。

（……まあ、あんなスキャンダル話せないか……）

　おかげで結婚は破は談だんとなり、社交界からも追放され、華か族ぞくとしては存在を抹まつ消しようされたも同然の令嬢に、周囲がどんな接せつし方をするのかは想そう像ぞうに難かたくない。

　そして一方の由紀夫も、外見は男爵の庶しよ子しで元メイドという、男爵家にとっては都合の悪い人間である。

「情じよう報ほう収集や小細工のために、そちらの義妹いもうとをメイドとしてこの家で働かせていたのもお忘わすれですか？」

「……私が、この家の……メイド……!?　メイド……メイド服……フリル……ニーソックス……ガーターベルト……」

　最初こそ、その事実に衝しよう撃げきを受けたように見えた由紀夫は、まるで連想ゲームのようにメイド服のポイントを列挙していく。まるで夢ゆめ見みるような表情に、吉朗は一瞬同どう志しの匂においを感じ取るが、ふるふると首を振ふった。

（違う……ヤツは俺と同じ制せい服ふくマニアじゃねぇ！　たとえ制服マニアだとしてもニーソックスは同志じゃない！）

　由紀乃の身体からだを手に入れた由紀夫には、マニアを越こえた危き険けんな香かおりが漂ただよっている。

　二組の兄弟姉妹が入れ替わったことは、それぞれにとって相応の罰ばつになっているのではないかと考えていたけれど、そうではない人間もいたということだろうか。

　吉朗は気を取り直して一つ咳せき払ばらいをすると、主に動どう揺ようする貴史に向けて言った。

「メイドたちを風ふう俗ぞくに売り飛ばそうとしたり、ヤクザに襲おそわせようとしたり、三階の窓まどから突つき落とそうとしたりしたこともお忘れでしょうね？　そうそう、強ごう引いんに挙げようとした結婚式当日に、また人殺ししようとしたりして、石段から転がり落ちたことなんて、これっぽっちも覚えてないんでしょうねぇ」

「そんなの、私たちには関係ない！　私たちはやってないわ。一年前なら、やったのはこの身体の持ち主──」

「バカ！　本当にお前はバカ！　黙ってろって言ったろうがこのバカ！」

　馬ば鹿かの大安売りに、由紀乃は涙なみだ目めになって唇くちびるを嚙かみしめている。

「今いま更さら取り繕われても無む駄だですから、正直に話されたほうがいいと思います」

　それまで、兄弟の傍かたわらで黙だまっていた雅成が、珍めずらしく呆あきれたように言う。

　雅成自身はこの兄弟もあの姉妹にも面めん識しきはない。ただ、あちらにいるときに、吉朗と麻琴が入れ替わるに至った経緯いきさつを語るに際して、四人のことは説明している。どちらのコンビもあまりに非ひ常じよう識しきだとその存そん在ざいを疑ぎ問もん視しするほどだった雅成も、目まの当たりにしてただ呆れることしかできないようだ。

「君たちに、今彼女が並ならべ上げたことの一つも身に覚えがないというのなら、君たちは茂原貴子でも成田由紀乃でもありえない。第一、それだけのことをしでかしたその屋や敷しきに、わざわざ忍しのび込むようなことを、あの男だん爵しやく令れい嬢じようが自分に許ゆるすはずもない」

　千尋が淡たん々たんと言ってのけると、貴史は返す言葉を失って黙り込んだ。

「その上、君たちは捕とらえられてからこれまでの短い間に発した数少ない言葉で、それが事実であると過分に匂におわせている。こちらから、茂原貴史と成田由紀夫という名を出している以上、黙って話すのが君たちにとっても利になると思うのだけれど」

「……利になる？」

「たとえば、神社はどこにあるのか、とか」

「……！」

　はっきりと貴史の顔色が変わるのを見て、吉朗は自分の考えが正しかったのだと知る。彼らはあの石段を探さがして、この土地へやってきたのだ。

「神社はあそこじゃなかったのか？　石段はどこに──」

「それを知りたければ、自分のことを話しなさい。男だん爵しやく令れい嬢じようでも元メイドでもない、自分たちのことを」

「……っ」

　貴史は逡しゆん巡じゆんするように唇くちびるを嚙かんだが、既すでにごまかせる状じよう況きようではないと判はん断だんしたらしい。

「……あんたたちの言うとおり、茂原貴史というのが、俺おれの本当の名前だ。男爵令嬢どころか、男爵なんてとっくに滅ほろびたところから来た。こんなＳＦじみた状況を、どうしてあんたらが把は握あくしてるのかわかんねぇけどな」

「で、そっちは？」

　貴史に叱しかられて涙目になったままの由紀夫に千尋が水を向けると、由紀夫はおどおどと貴史を見やった後、蚊かの鳴くような声で言った。

「……成田、由紀乃です……」

「え？」

「しょ、正真正しよう銘めい、女の子の、成田、由・紀・乃、です……」

　館の使用人らが顔を見合わせている間も、由紀夫は「ゆき・の！　ゆき・の！」と小さくつぶやき続けている。

（……いよいよ、あいつヤバイな）

　絶対に同志であると認みとめたくはないけれど、吉朗も初めて吉香と入れ替かわったとき、メイド服姿の自分に心ときめき、鏡の前でポージングをしたという過去がある。これは麻琴にも話していないが、下着姿で「ご主人様……」とつぶやいてみたことさえある。今となっては、粉こな微み塵じんにした上で焼き捨すてて、夢ゆめの島に撒まいてしまいたい記き憶おくだ。

　憧あこがれていたものを手に入れたとき、人は簡かん単たんにリミッターを外してしまう。元の世界の由紀夫を知っているだけに、吉朗には由紀夫の思考が手に取るようにわかった。

　だが、そんな妄もう想そうにいつまでも浸ひたらせてやるほど、こちらも甘あまくはない。ここに侵しん入にゆうした理由とその経緯を話してもらわなければ、先に進めない。

「へー、あくまで由紀乃だって言い張はるんだ。ってことは、残念だけど神社のことは教えられな──」

　吉朗が皆まで言う前に、貴史が実力行使に出た。

　貴史は縛しばられた状じよう態たいのまま飛び上がり、由紀夫に頭ず突つきを喰くらわせたのだ。ごいん、と鈍にぶい音がして、加か害がい者しやである貴史まで涙を滲にじませていたが、由紀夫は義あ兄にの怒いかりを感じ取り、痛みを覚える隙ひまもなかったようだ。

「お前が下らないこと言ってっと、話が進まねぇんだよ！」

「ご、ごめ──」

「いいからとっとと名乗れ！」

「あ……な、成田、由紀……由紀……」

　ちろりと貴史を見やった由紀夫は、貴史の憤ふん怒ぬの形相に文字通り飛び上がり、「お！　お！」と取ってつけたように名乗りを終えた。

「それで、茂原貴史と成田由紀夫が、この館やかたにやってきた理由は？」

「……思い出したんだよ。俺らがここで見た、最初の光景を」

「思い出した？　それまで、君たちは一体どこに？」

「あんたらの言う男爵様の別べつ荘そうだ。それも、軽井沢みたいに別荘が並んでるような避ひ暑しよ地ちじゃなくて、鬱うつ蒼そうと茂しげった森のド真ん中、コンビニどころかそこに通じる舗ほ装そう道路すらないようなド田舎いなかに、こいつと二人、軟なん禁きん状態にあった」

　あちらの世界でさんざっぱら悪事を働いてきた兄弟は、あちらで刑けい務む所しよに入ることからは逃のがれられたけれど、結局同じような目に遭あっていたのだ。

　貴史と由紀夫がどこまで貴子と由紀乃を当初から演えんじられていたのかはわからないが、しくじっていれば、茂原家は「わけのわからないことを言う気が狂ふれた娘むすめ」をうかつに外に出すわけにはいかなくなる。佐倉家で犯した罪を隠いん蔽ぺいするためだけでなく、世せ間けん体ていも考えて、山奥の別荘に軟禁したのだろう。

「何度か脱だつ出しゆつしようとしたけれど、私たち二人、そのたびに捕まってしまって……一いつ旦たん大人しくすると見せかけて、お義ね姉え様と脱出計画を練ねり直し、手を取り合ってとうとうあの別荘を出ることができたんです」

　由紀夫と名乗ってもなお、女らしくあることを止やめない由紀夫に、一同は冷たい視し線せんを送るがものともせず、きらきらと輝かがやいた目で貴史をうっとりと眺ながめている。

　とうの貴史はちっと舌した打うちして、あからさまに目を逸そらす。

「それで、どこへ行こうかって話になったとき、神社のことを思い出した。こっちに来て最初に見た神社と──あっちで最後に見た神社を」

　貴史は人としては最低最悪のクズだが、頭は悪くない。というよりも、下へ手たに頭が回るからこそ、あちらの世界でしたい放題やってきて、捕まりもせずにいたわけだが、その無む駄だ遣づかいされている頭は、入れ替わりと神社に何か関連があると弾はじき出したのだ。

「ちょっと違うけど、俺おれらの世界と地理も似に通かよってるから、あっちの神社があった場所をこっちに当てはめて来たら、肝かん心じんの神社がねぇ。だから、周りを調べるために、ここを拠きよ点てんにしてたってわけだ」

「……よりによって、この家を選ばなくても」

「知らなかったんだからしょうがないだろ!?　でも、こんだけでかいんだから、俺ら二人置いとくくらい、別にいいんじゃねぇか？」

　なぁ？　と義弟に賛さん同どうを求める貴史の顔には、薄うすら笑いが浮かんでいた。貴子の顔ではあったけれど、その表情は、吉朗が見たことがある、茂原貴史そのものだ。

　一度どこかへ吹っ飛んでしまったはずの怒いかりが、吉朗の中に湧わき上がってくる。だん、と大きく足を踏ふみならして一歩前へ出ると、吉朗は声を上げた。

「冗じよう談だん言うな！　さっき言ったこと聞いてなかったのか!?　男だん爵しやく令れい嬢じようとその義妹いもうとは、この館やかたの人間にものすごい迷めい惑わく掛かけたんだよ。この館の主あるじだって、それでどんだけ苦労したか……」

「だから、それは俺らじゃなくて、この身体からだの持ち主だってこと、お前らが説明すればいいだろうが。中身が違ちがう人間になってるってわかってんだからよ」

「余計にお断ことわりだ！　ふざけんな！　お前がまあちゃんにしたこと、俺は絶ぜつ対たい許さない。どれだけまあちゃんが怖こわい思いしたか……お前にも同じ思いをさせてやりたいよ」

「……まあちゃん？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた貴史に、吉朗ははっと息をのむ。しかし、時既すでに遅おそし、貴史は小さくうなずいた。

「お前、佐倉麻琴と一いつ緒しよにいた、あのガキだな！」

「そ、そうだ！　たしか、い、石川、吉男」

「市いち川かわ吉朗だ！」

　我が慢まんできずに訂てい正せいしてしまった吉朗に、千尋が小さく「馬鹿……」とつぶやく。それを耳にするまでもなく、吉朗も内心で自分を激はげしく責せめ立てたが、後の祭りだ。

「俺自身、女の身体になってるこの事じ態たいをまだ把は握あくしきってないのに、どうしてこんなに通りがいいのか、やっとわかった。同じ状じよう況きようの人間がいたからなんだろ？」

「…………」

「お前、あっちじゃさんざん俺おれの邪じや魔ましてくれたよなぁ？」

「あ、あれは」

　実じつ際さいには邪魔する前にこちらに来てしまったので、貴史に対しては何一つできないままだったから、貴史が言っているのは吉香のことなのだが、それを言っても仕方がない。

「そうか……まだ俺を逆さか恨うらみしてやがんのか、このクソガキが！」

「逆恨み!?　正当な恨みだろ！」

「俺の女を俺の自由にしてどこが悪いんだよ。お前のほうが横よこ恋れん慕ぼしてたんだろうがよ。で、お供ともを引き連つれて、俺らに復ふく讐しゆうしようって腹はらか、ええっ!?」

「復讐って──」

「端はなから神社のことなんて教える気なんかない、それどころか、お前のことだから噓うそを教えて、俺たちのことを追っ払ぱらうつもりかもしれないな。危あぶねぇ、だまされるところだった」

　貴史はそう言ってぷいっと横を向いてしまう。

　由紀夫はおろおろと吉朗と貴史の間で視し線せんをさまよわせていたが、やがて、貴史と同じようにぷいっと横を向いた。

　貴史にしてみれば、あちらへ戻れないことは十分に復讐になるのだろう。吉朗がそれを仕掛けたと思っているのだ。

　しかし、ただ神社に行っただけで入れ替われるわけでなし、ましてや今は、肝かん心じんの石いし段だんも失われて久ひさしく、吉朗自身、無事に戻もどれるかどうかもわからない状況である。貴史に神社の跡あと地ちがすぐそこにあると教えたところで、痛いたくも痒かゆくもない。

　それでも、恨まれているという自覚のある貴史は信じられないのだろう。完全に黙もく秘ひの構かまえで、由紀夫と二人、エジプトの絵画のように真横を向いたまま動こうとはしなかった。

「千尋さん……」

「仕方ない。お互たがい、少し頭を冷やしたほうがいいだろう。雅成」

「はい」

「二人をそこの椅い子すに座すわらせて、縛しばりつける。手伝ってくれ」

　雅成は先さき程ほど二人を縛ったロープの残りを取り上げて、手近な椅子を二つ、二人の前まで運ぶ。まずは千尋が貴史を椅子に引っ張り上げると、雅成は慣なれた手つきでぐるぐると椅子に縛りつけていく。

　由紀乃は抱かかえ上げられたときに激はげしく抵てい抗こうしたが、結局は大人しく縛りつけられることとなった。

　最後に千尋は、二人を向かい合わせるように椅子を配置すると、部屋の中を点てん検けんし、雅成と吉朗を連れて廊ろう下かへと出て行く。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　どこか不安そうな様子の雅成に、千尋は軽く肩かたをすくめながら、しっかりと客間の扉とびらを施せ錠じようする。

「二重に縛ってあるし、見たとおり、鍵かぎも掛かけた。幸い、他の娘こたちも興きよう味み津しん々しんのようだから──」

　言って千尋は、ちらりと西せい翼よくの廊ろう下かのほうへ目をやる。その途と端たん、いくつかの頭が厨ちゆう房ぼうやリネン室へと消えていった。囚とらわれの反はん逆ぎやく者しやたちが気になって仕方ないらしい。

「──簡かん単たんには逃げられない」

「それもそうですね」

　吉朗はただ施錠された扉をじっと見つめていたが、いまだ胸むねの裡うちには燻くすぶっているものがあり、あの二人をどうしたいのか、答えは出ない。

「吉香、とにかく今は、頭を冷やしなさい」

「……はい」

　千尋に促うながされるままに、吉朗は真琴の眠ねむる寝しん室しつへと向かった。

　その傍かたわらで過すごす時間が、たった一時間で断たち切られるとは、夢ゆめにも思わずに──







「……やられた」

　しっかりと鍵を掛けてあった客間のドアは開かれ、二人を縛っていたはずの縄なわは絨じゆう毯たんの上でとぐろを巻まいている。そのための道具を探さがしたのか、小さいながらも快かい適てきに使えるように整えられていた客間は、嵐あらしが通り過ぎた後のように荒らされてしまっていた。

「軟なん禁きん場所の別べつ荘そうから脱だつ出しゆつしたというのは、こういうことか……」

　千尋は感心したように、解錠されたチェストや扉をしげしげと眺ながめている。

「戸と締じまりしていたこの館やかたに連日忍しのび込こんでいたんですから、もっと警けい戒かいすべきでした。申し訳わけありません」

　そう言って、雅成は千尋と吉朗に深々と頭を下げた。

「いや、あなどったのは私だ」

「雅成さんのせいでも千尋さんのせいでもないよ。あいつら、目的のためには手しゆ段だんを選ばないから」

「……確かにそうだ。それに今は、責せき任にんの所在をどうこうしている場合じゃない。とにかく二人を捜さがして捕つかまえないと、どんな騒そう動どうを起こすかわからない」

「そう、ですね」

　二人はいまや、自分たちが置かれている立場を正確に把は握あくしている。この館には味方どころか中立の人間すらいない、敵てきばかりなのだと弁わきまえている。

　ただ人目を逃のがれて隠かくれてくれていればいいけれど、敵と認にん定ていして他のメイドたちに襲おそいかかりでもしたら──

「まだ屋内にいるのか、外に出たのか……」

「どっちにせよ、彼らはここから離はなれられはしない。あちらへ戻もどる最後の手がかりが、この近くにあると確かく信しんしているのだから」

「まずは中から手分けして捜しましょう。二人一組……いや、三人一組がいいですね。今、お屋や敷しきの見取り図を持ってきます」

「それじゃあ吉香は、みんなを集めてきて」

「はい！」

　指し示じされたとおり、東翼をうかがっていた使用人たちをホールに集めると、千尋は雅成が持ってきた邸てい内ない図ずを一同に向けて広げ、事情を簡かん単たんに説明した。

「彼らは逃とう亡ぼうした。野放しにはできないので、これから手分けして捜すことにする。一班は──」

　千尋の指示に従したがって、集まっていた使用人たちは班分けされていく。そして、そのたびに千尋は手にしている図で捜そう索さく範はん囲いを示しめし、即そく座ざにその場所へと向かわせた。とにかく、一いつ刻こくも早く彼らを捕まえねばならない。

　最後に残ったのは、事情を知る千尋と雅成と吉朗の三人だけとなる。一階から三階までは既すでに先発隊に割わり振ふってある。三人は東翼端の階段から、地下へと向かった。

「そういえば……」

　階段を下りかけた雅成が、折りたたんだ邸内図を振りながら言う。

「このお屋敷に来てすぐ、この邸内図を見ながら、隅すみから隅まで歩き回ったのですが、どうもおかしなところが幾いくつかあるんですよ」

「おかしなところ？」

「廊ろう下か側から見ると、もっと広いはずなのに、中に入ると狭せまい部屋だとか、クローゼットの奥おくに妙みようなでっぱりがあったりとか」

　数え上げていく雅成に、千尋が楽しげに訊きいた。

「隠し部屋があるとでも？」

「多分、そうだと思います。華か族ぞくのお屋敷では割わりとよくあることですし」

「そうなの？」

「ええ。資し産さんをお役所から隠したり、愛人をかくまったり、遊びで作られる方もいると聞きますよ」

「そういうのも、執しつ事じの学校で習うんだ」

「心得の一つですから」

　どこまで本当かわからないが、雅成はにっこり笑ってうなずく。しかし、すぐに厳きびしい表情へと変わった。

「千尋さんが知らないようじゃ、多分、そう簡単に見つけ出せないとは思いますけど、もし、彼らが気づいてしまったら、少し捜すのが厄やつ介かいになりますね」

「確かに……」

　地下の廊下には明かり取りの窓まどがないから、昼でも暗く闇やみに沈しずんでいる。隠れるには絶好の場所のような気もしてくる。

　吉朗はすぐに電気をつけて廊下を照らすと、ほっと息を吐ついた。とりあえず、廊下には誰もいない。

「手前から順に行こうか。鍵かぎが掛かってても、安心はできないからね」

　千尋は一番手前の納なん戸どの扉とびらに鍵を差し入れると、ゆっくりと回した。
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　千広の記憶の中にある佐倉邸の設せつ計けい図ずは随ずい分ぶんと古かったが、往おう時じの測そく量りよう技ぎ術じゆつや設計の水すい準じゆんの高さを感じさせる緻ち密みつな物だった。

　あの広大で優ゆう美びな館を設計した海うな上かみ庸よう正せいは、確か、佐倉邸に隣りん接せつするあの神社の設計も手がけていたはずだ。

　そちらの設計図は見ていないが、神社は館と同時期に発注されて建てられたという話を、真琴から聞いた覚えがある。

　洋館と神社建築の両方をこなせる庸正の建築技術の素す晴ばらしさには脱だつ帽ぼうするより他はないが、彼の才能は建築だけに留とどまらなかったようだ。

　千広は膝ひざの上の風ふ呂ろ敷しき包みにそっと手を当てて、息を吐いた。

　昨日一ひと晩ばんと言う約束で、海上から由来書と覚書を借り受けた千広は、吉香とともに吉朗の家に泊とまり込み、徹てつ夜や覚かく悟ごでその解読作業に当たっていた。

　吉香は筆文字が読めないので、解読そのものは千広が単たん独どくで行っていたのだが、休きゆう憩けい中に覚書を覗のぞきこんだ吉香が、それに気がついたのだ。

「ここ……何か記号みたいに見えませんか？」

　吉香が指していたのは、カタカナのレに似にた点で、文字とは違ちがい薄うす墨ずみで描えがかれていた。

　それまで随分と読み進めていたのに、千広がまったく気づかなかったのは、その点が文字の左下隅すみに重なるように描かれていたからだ。

　文章は漢文ではなく、ひらがなにもつけられているから返り点ではない。汚よごれかとも思ったが、点は皆文字の左下隅につけられており、例外は一つもない。丸みを帯びた流りゆう麗れいな蹟あととは相反する角張った点は、一度気がついてしまえば、みるみるうちに覚書の中から浮うかび上がってきた。

　それでもまだ、さほど重要な物とは思っていなかったが、解読作業の疲つかれもあって、千広は気分転換にその点を拾い上げてみようと吉香に提てい案あんした。

　それまで、解読を手伝えずにいた吉香は一も二もなく賛さん成せいし、千広が見み逃のがしそうな点も余あますことなく拾い上げた。そうして覚書から拾った文字を、レポート用紙に並べていくと、今まで読んでいたあの神社に関する記き述じゆつとは全く異ことなる文章が、そこに現れたのだった。

「ちょっと早すぎましたね」

　声を掛けられて顔を上げると、吉香が伸のび上がって坂道のほうへ目をやっている。海上が来るのは、たいてい午後も二時を回った頃ころだから、まだ三十分もある。

　結局、本来の解読作業と記号の読み解き作業とで、二人はそのまま朝を迎むかえてしまったのだが、記号発見の高こう揚よう感からか仮か眠みんを取ることもなく、昼食をとると散歩がてらこの神社まで来てしまったのである。

「あの記号のこと教えたら、海上さんびっくりするだろうな」

「教えないということで合意したんじゃなかったっけ？」

「それはそうですけど……」

　神社にまつわる覚書に取り混ぜて記されていたのは、海上庸正自身の覚書だった。

　海上庸よう子こという初代の巫み女この中身は、佐倉邸を設計した海上庸正に間違いなかった。あちらで佐倉邸及び隣接する神社の設計をした庸正は、自身の作った石いし段だんを転がり落ちてこちらの世界にやってきてしまったらしい。

　もともとあちらの世界では、あの斜しや面めんでごく稀まれに入れ替かわりが起こっていたようだ。それが、石段を作ってより後、かなりの確かく率りつで入れ替わりが起こるようになり、石段がその現象を固定化してしまったのだろうと、庸正は考えた。

　そして、才気溢あふれる庸正は、己おのれの仮か説せつを立りつ証しようせずにはいられなくなったのだ。ある日、石段を転がり落ちた庸正は、入れ替わりを果たして海上庸子となったのである。

　庸正はあちらの世界とこちらの世界を繫つなぐものを〈門〉と呼よび、その〈門〉を固定するためにはこちらの世界にも石段が必要だとして、神かみ懸がかった巫女を装よそおって神社と石段を設計したと、隠し文書には記されていた。

　そうして二つの世界に神社と石段を作り、〈門〉を固定した庸正は、無事、元の世界への帰き還かんを果たした。

　だが、そこで終わっていれば、この覚書上の隠し文書は存そん在ざいしないのである。

　庸正はその後もう一度、こちらの世界へやってきている。記述からは故こ意いであったことが察せられたが、その理由は最後まで語られることはなかった。元の覚書には、庸子がその後子を生なしたという記述があり、その一文にも庸正の記号が隠されていた。

　タイミングが合わなかったのか、それともそれも故意だったのか、庸正が建築家として大成した世界へ戻ることはなかったようだ。二代目が書き継ついだ覚書には、庸子は三人の子の母として生しよう涯がいを終えたとあるが、その中身は庸正のままだったのかもしれない。

「二つの世界がこの石段で結ばれているなんてことを信じられるのは、実じつ際さいに行き来した人間だけだからね。それに、神社としても建築家が設計して建てたという話よりも、神懸かりでというほうが、まさに霊れい験げんあらたかな感じでいいだろうし」

「そうですね。でも、大発見なのに、なんかもったいない気もします」

　残念そうに言う吉香に、誘さそわれて笑えみがこぼれた。

　千広も、かつて同じ想おもいを味わったことがある。

　千広が追い続けている鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけという和算家は、この石段から落ちて、あちらの世界へと渡わたった。そうして女の身になってからもしばらく、彼は和算家としての自分を貫つらぬき、新たな遺い題だいを作っていた。

　奇き縁えんからそれを目にすることになった千広だったが、それをこちらの世界で論ろん文ぶんにして発表することなどできない。彼の肉筆は世界をまたぐことができないし、そもそも入れ替かわり自体を証明することが難むずかしいからだ。

　千広本人にとっても日本数学界にとっても、世紀の大発見と言えたが、鋸南辰之輔の遺題が日の目を見ることはなく、今はただ、千広一人が知るのみである。

　もし、入れ替わりを証明できたとしても、あちらの世界の石段は既すでに失われており、〈門〉は不安定な状じよう態たいになっている。こちらの取り壊こわしが終わってしまえば、庸正の願いも空むなしく〈門〉は更さらに不安定になり、行き来することは叶かなわなくなるかもしれない。

　暗号を発見した高揚感がいまだに持続しているのは、〈門〉が消失するかもしれないという不安から気を逸そらすためだ。

　庸正の言とて実証は難しく、仮説の一つと言えなくもない。しかし現状、〈門〉が不安定であることは、いまだに眠ねむり続ける麻琴が証明している。

　得られた手がかりは、この石段が〈門〉の固定に必要不ふ可か欠けつであるということで、吉朗と吉香を本来の居い場ば所しよへ戻し、麻琴を目覚めさせるためには、石段の取り壊しが始まる前に、すべてを終えなくてはならない。

　入れ替かわりが起こってから一週間、取り壊し工事が始まるまであと三日しかない。

　吉香と麻琴をすぐにでもこの石段から転落させたほうがよいのかもしれないが、成功しても失敗しても、二人が動けないような怪け我がを負った場合、救急車を呼ばざるを得なくなる。そうすれば、近きん隣りん住じゆう民みんはそれ見たことかと監かん視しをつけて侵しん入にゆうできないようにしたり、最悪その三日を潰つぶして工事を早める可か能のう性せいだってなくはない。

　入れ替わりが成功していればよいが、失敗してしまったら、もう次は試ためせない状じよう況きようになるかもしれないのだ。

　チャンスは一度きりと考えると、もう少し手がかりが欲ほしい。

「あれ……？」

「どうした、吉香」

「あそこ……ほら、あっちの木の陰かげに」

　吉香が身体からだの陰かげで小さく指さしたほうを見やると、坂道の上がりくち近くにある大きな楠くすのきの陰で、二人の男性が向き合って何か話している。

　千広は吉香に目線で合図し、二人して社やしろの陰に移い動どうする。そこからなら、楠も石段も見えるが、あちら側からは見えないはずだ。

　男たちはなお何か話し合っていたようだったが、やがて一人が会話を打ち切ると、木陰から飛び出して、千広たちが潜ひそむ社のほうへと近づいてきた。残された男もあたふたとその後を追ってくる。

　辺りを見回しながら、広い境けい内だいを忍しのび足で歩く姿すがたはなんとも間ま抜ぬけだが、本人たちの強こわばった表ひよう情じようを見るとどうやら真しん剣けんらしい。

　ついに階きざはしに足をかけたとき、吉香が小さく千広の服の裾すそを引いた。

　なに、と問うように振ふり返った千広に、吉香は先に立って歩いていた男を指さした後で、石段を指さし、ぱくぱくと口を動かした。

（も・ば・ら・た・か・し……？　あれが？）

　あらためてその顔をじっくりと検けん分ぶんすれば、確かに頻ひん繁ぱんに佐倉邸ていに押しかけてきていた茂原貴子の面おも影かげがある。連れの男はゴシック調の黒い衣い装しようと変わったデザインの眼鏡めがねで惑まどわされそうだが、よくよく見ると、前を行く貴史の顔立ちとよく似にている。

（まさかとは思うけど……成田由紀夫か？）

　由紀乃の写し身である由紀夫は、十人が十人「太った」と形けい容ようする、なによりもまずその体型が目につく男だったと聞いている。その陰いん湿しつな内面はともかく、外見には由紀乃を思わせるようなところは何一つなかったという。

　しかし、今神社を覗のぞきこもうとしているあの二人は、茂原貴史と成田由紀夫ではなく、入れ替わった茂原貴子と成田由紀乃のはずである。

　吉朗たちが戻った一年前、あちらの世界では男だん爵しやく令れい嬢じようの醜しゆう聞ぶんを怖おそれた茂原家が、貴子と由紀乃を回かい収しゆうしてばたばたと立ち去り、以後は弁べん護ご士しを通じて様々な処しよ理りを行い、貴子たちが佐倉邸ていを訪おとずれることは二度となかった。

　こちらの世界ではもっと深しん刻こくで、貴史と由紀夫は麻琴に対するストーカー行こう為いのみならず、吉朗と麻琴二人への傷しよう害がいの現げん行こう犯はんで逮たい捕ほされている。しかし、二人は自分たちが男爵令嬢であり、その義妹いもうとなのだと主しゆ張ちようし続けたため、心神喪そう失しつ状態と認にん定ていされ、鉄てつ格ごう子しのついた病院へ収容された。

　つまり、あの事件以後、二組の兄弟姉妹が石段を訪れることすら困こん難なんな状況だったわけで、今でも二組は入れ替わったままのはずだ。

　貴史と入れ替わった貴子はともかくとして、由紀乃ならそんな体型の自分に我が慢まんができないだろうから、一年かけてダイエットし、自分好みの服を身につけるくらいのことはしそうだ。

　ともあれ、問題はそこではなく、何な故ぜ今あの二人がこの神社にいるか、である。

　千広は社の陰から出て、階へと向かう。

「千広さん……!?」

　ささやくような声で呼びかける吉香にうなずいて見せて、神社の扉とびらに張はりついて中を覗きこんでいる二人の後ろに音もなく忍しのび寄よると、千広は二人の頭の間に顔を寄せた。

「こんなところでお会いするとは奇き遇ぐうですね、貴子様」

　急に声を掛けられた貴子は驚いて飛び上がり、ついで貴子と呼ばれたことで目を白黒させている。隣となりに立つ由紀乃も動どう揺ようしているようだったが、すぐに貴子をかばうようにして、千広の前に立ちはだかった。

「これはこれは、由紀乃も一いつ緒しよだったの。メイド服にフリルはまだしも、男でそこまでのフリルはどうかと思うけど」

　千広がにっこり笑ってそう言うと、由紀乃は顔色をなくし、すがるように貴子を見上げた。貴子も少し青ざめてはいたが、それでも男爵令嬢という矜きよう持じからかパニックで騒さわぎ出すようなこともなく、険のある表情で千広を見やった。

「……あなた、誰だれ？」

「今は一いつ介かいの大学生ですが、以前さるお屋や敷しきでメイド頭がしらをしていたことがございます」

「メイド頭!?　あなたまさか……真琴様の家にいた、あの……!?」

　凹おう凸とつの少なかった佐倉邸のメイド頭は、顔立ちも中性的で、それはこちらの世界の千広とよく似にている。男女差が現れる写し身たちの中では、一いち卵らん性せいの双ふた子ごと言ってもいいくらいだろう。

　さすがにあれだけ通い詰つめれば、メイドの顔も覚えていたらしい。

「うそ……千尋さん!?　ってことは、ここってもう元の世界なの!?」

　低いけれど黄色い雰ふん囲い気きの声を上げたのは由紀乃で、半笑いの表情で辺りを見回している。いまだに男性の姿をしていて、佇たたずまいの異ことなる神社を見上げながらそんなことを考えられる辺りはいかにも由紀乃らしかったが、貴子はそんな義妹の浅はかさに小さく舌した打うちすると、まじまじと千広を見やった。

「私の考えは、間違っていなかったようね」

「考え、というと？」

「ここが、あちらへ戻るための鍵かぎになる場所だということよ。私のことを知っている人間が、今ここにいるのは何よりの証しよう拠こだわ」

　得たりといった表情で、貴子はうなずいた。

　貴子も、ただ一年を無む為いに過すごしたわけではないらしい。

　あちらでは男爵令嬢としてちやほやされていたのに、こちらでは端はなから頭のおかしい犯はん罪ざい者しや扱あつかいだから、元の世界へ帰りたいと思う気持ちは人一倍だろう。

（……あっちへ帰っても、社交界には戻れないけど）

　千広が戻ってきた時点で、既すでにスキャンダルは下火となっていて、茂原貴子という名前は華か族ぞく界から消え去っていた。貴子が取り戻せるのは女性としての自分だけになるだろうが、それでも今の状況よりはましなのかもしれない。

「千広さん」

　後を追ってきた吉香が階の下から、小さく声を掛けてくる。そちらを見やると、貴子と由紀乃もつられたように吉香を見る。

　一いつ瞬しゆん、ぎょっとしたように身を硬くした吉香に、貴子はふと何かを思い出すような表情になる。一いつ拍ぱく後、みるみるその眉まゆは吊つり上げられて、目は大きく見開かれた。

「お前……あの女ね？　お前のせいで私はこんな目に……っ！」

　言うなり吉香に飛びかかろうとした貴子は、そこが神社の階だったことをすっかり忘れていたらしい。ぐらりとバランスを崩くずして、すぐ横に立っていた由紀乃を巻き込んで転がり落ちていく。

　しかし、すぐにがばりと起き上がると、再ふたたび吉香を睨ねめつけた。

「メイドの分ぶん際ざいで、私の真琴様に……！」

「メイド？　もしかして──」

　貴子の言葉を耳にした由紀乃は、立ち上がりかけた貴子の肩かたを手がかりに立ち上がる。「きゃあ」と小さく悲鳴を上げて押し潰つぶされた貴子にも気づかず、吉香の目の前に立つとまじまじとその顔を見つめた。

「うそ……吉香なの!?　ってことはやっぱり、ここってもう元の世界なの!?」

「…………」

　どこからどう見ても貴子も吉香も男の姿で、由紀乃自身が発した声も低い男声だというのに、その幻げん想そうを捨すてきれないらしい。

　吉香は困こまったように千広に視し線せんを寄よ越こすが、千広は小さく首を横に振ってみせる。

　貴子の狂きよう乱らんぶりと、由紀乃の妄もう想そうぶりからして、吉朗の中にいるのが吉香だと知れるのは得とく策さくではない。

　今は病院で眠ねむる真琴をあちらへ帰す段になって、貴子たちがやってきた場合、彼女が吉香だと知れれば、一緒に帰すものかと妨ぼう害がいに走るに違いない。ただでさえ、石段を転がり落ちるチャンスは限かぎられているのに、そんなことをされては吉香を帰し、吉朗をこちらへ戻すことができなくなる。

　そうした千広の意図をどこまで察したものか、吉香は瞬まばたきで返すと、由紀乃に対して首を振った。

「わ……俺おれは、吉香、でもメイドでもない」

「え……？」

「市川吉朗。大学生、です」

「……本当に？」

　吉香は羽は織おっていたジャケットを開いて、胸むねを突つき出す。当然のことながら、Ｆカップの胸はあちらの世界に置いてきてしまったし、とりたてて鍛きたえているわけでもない吉朗の大だい胸きよう筋きんは発達していない、ただひたすらに扁へん平ぺいな胸である。

「男にメイドなんてできますか？」

　そう言って、一瞬ほっとした表情を見せた吉香だったが、傍はたで聞いていた千広は微かすかに眉をひそめた。

　目の前にいる二人は、外見が男でも中身が女という実証例だ。たとえ胸がなくても、中身が吉香である可か能のう性せいはゼロにはならない。

　だが、千広が考える以上に、吉香の胸というのは同性である貴子と由紀乃に強いインパクトを与えていたらしい。扁平胸をじっと見つめていた二人は気が抜けたように肩を落とし、千広に目を移した。

「それで、お前たちはここで何をしているの？」

「この神社と石段が取り壊こわされると聞いて、ちょっと見物に」

「……壊される!?」

「ほら」

　千広が指さしたのは、石段の上に設置されている看かん板ばんだ。そこに書かれた文字を一言一句たどっていった貴子は立ち上がると、呆ほうけた様子の由紀乃を引っ張り、石段の上へと向かった。

「さあ、早くお行きなさい」

「え!?　でも、お義姉様──」

「お前が無事だったら、私もすぐに後を追うから」

「え、あの、でも、これ」

　由紀乃はゴスな外観とは裏うら腹はらに、握にぎりしめた拳こぶしを口元に当てて、潤うるんだ目でふるふると首を振り続けている。怯おびえる由紀乃を今にも蹴けり飛ばしそうな貴子の様子に、千広は慌あわてて二人の側へ駆け寄ると、貴子と由紀乃を引き離はなした。

「何をなさるの！」

「何って、今ここで転がっても、元に戻ることはできませんよ」

「なんですって？」

　可能性はゼロではないが、今二人にここで池田屋騒そう動どうを演えんじられては、間違いなく救急車を呼ぶ騒さわぎとなり、工期を早められてしまうかもしれない。それだけはなんとしても避さけたい千広は、手にしていた風ふ呂ろ敷しき包みを貴子に向かって掲かかげた。

「ここの神社の関係者に借りた古文書です。それによると、入れ替わりができるのは十二夜の日だけと書かれています。もちろん、今日は十二夜ではありません。あと数日待てば入れ替われるのに、今お試ためしになるのはどうかと……」

「それは、本当なの？」

「ええ」

　口の端はしで笑えんでそう言ったとき、坂道をえっちらおっちら上ってきた海上が、「おおい」と声を掛けてきた。

「なんだ、今日は随ずい分ぶんと早い──ああっ！　お前らこの間の」

　海上は貴子と由紀乃を見つけるやいなや目を吊つり上げるが、千広がさりげなくその視線を遮さえぎり、風呂敷を差し出すと、幾いく分ぶん表情を和やわらげた。

「僕からも今言って聞かせていたところです。それよりもこれ、ありがとうございました。面おも白しろかったです」

　海上はそれでもなお、貴子たちを気にしていたが、風呂敷包みを受け取ると、いつものように神社の階きざはしを上がり、南なん京きん錠じようを開ける。その様子を黙だまって見ていた貴子は、最初は怪け訝げんそうにしていたものの、納なつ得とくいったようにうなずいた。

「……関係者に借りた古文書というのは本当のようね」

「な、内容も、本物ですよ！」

　さっきまで、吹ふき出しそうなのを必死に堪こらえていた吉香も、ここぞとばかりに援えん護ご射しや撃げきをしてくる。海上のタイミング良い登場と、吉香の肯こう定ていとで、貴子も百パーセントではないが、信じたようだ。

　石いし段だんの上で震ふるえている由紀乃を引っ張ぱってくると、傲ごう岸がんにも顎あごを反らし、千広に言った。

「詳くわしい説明を聞いてあげてもいいわ」

「……仰おおせのままに、お嬢じよう様さま」

　千広は苦く笑しようしながらそう言うと、口から出で任まかせの十二夜話を、頭の中で膨ふくらませ始めた。







　五、いざ探たん索さく行こうへ







　ロールプレイングゲームなどでは、隠かくし部屋はもはや定番となっていて、そういう場所にこそ、レアアイテムが隠されていたりする。

　上から三番目、左から五番目の本を引き抜ぬくと本ほん棚だなが動いて部屋が現あらわれるとか、暖だん炉ろのレンガの一つを引き抜いて鷹たかの模も様ようの指輪をはめ込こむと、地下へと通じるはしごが現れるとか、一見何もなさそうな壁かべにぶち当たってみたら突つき抜けて、実は部屋があったとか、そんな仕し掛かけに満ちた部屋ばかりだった。

　そんな隠し部屋を、吉よし朗ろうは現げん実じつには見たことがなかった。一いつ般ぱん家庭では隠し部屋を作るほど敷しき地ちに余よ裕ゆうはなく、できても人が入れぬデッドスペースくらいのものだ。

　しかし佐さ倉くら邸ていはさすが華か族ぞくのお屋や敷しきだけあって、端はなから納なん戸どとして作られた部屋であっても、吉朗の部屋より広い。敷地にゆとりがあり、資金に遊びのある華族ならば、隠し部屋の一つや二つ作ったところで、痛いたくも痒かゆくもないのだろう。

　そして、吉朗にとって生しよう涯がい初めての隠し部屋は、地下の一室で見つかった。

　主に修しゆう理りのための工具類をしまっている物置は、隣りん接せつする納戸のサイズからすると、もう少し広くてもおかしくはない。扉とびらの位置から考えても、納戸と物置の間の壁が一メートル近くある計算になってしまう。

　三階建ての地下だから、壁が厚あつくなることに不思議はないが、一メートルは厚すぎる。その疑ぎ惑わくの壁をぺたぺたと触さわりまくっていた吉朗は、不意に壁の抵てい抗こうを失って、前へと倒たおれ込んだ。

「うわぁっ！」

　受け身を取るように転がり込んだスペースは埃ほこり臭くさく、窓まどもないので真っ暗である。どこからどう入ってしまったのかもわからない吉朗が、おそるおそる手を伸のばしてみると、自分のいるスペースはさして広くないのだと知れる。

「これが……隠し部屋……？」

　つぶやいたとき、その暗くら闇やみを切り裂さくようにまぶしい光が飛び込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい！　あの、ここ……」

　光の正体は懐かい中ちゆう電でん灯とうで、千ち尋ひろはそれを吉朗に手渡すと、新たにもう一つ懐中電灯を取り出し、中を照らし出した。

「なるほど……どんでん返しの隠し部屋か」

「そのようですね。部屋と言っても、この高さでは立ち上がれませんし、人が暮くらすのは厳きびしいですが、このスペースなら美び術じゆつ品ひんは十分に隠せますから」

「今は空っぽみたいですけど……」

　吉朗はそう言って、這はうように奥おくへ進むと、懐中電灯で四方八方を照らしてみた。

　立ち上がることはできなくても、寝ねそべる分には十分な広さがある。けれど、光こう源げんもなくどんでん返しの扉一つで暗くら闇やみになるこのスペースは、まるで棺ひつぎのようでぞっとしない。

「……あれ？」

「どうしたの？　何か見つかった？」

「いえ……ここに何か……」

　吉朗は体たい勢せいを変え、仰あお向むけに転がって天てん井じようへ懐中電灯を向けた。汚よごれにしては奇き妙みように連続しているそれは、文字のように見える。

　崩くずし字なのか、なんとなく「し」や「の」に似にたものは見て取れるが、算さん額がくの文字も読めなかった吉朗には判はん然ぜんとしない。ただ、四行にわたって書かれたその文字列は、すべて頭の位置が揃そろっていて、詩か何かのように思えた。

　よく見ると、そこから少し離はなれた場所に、四文字ほど書き記されている。詩のように見える文字列以上に流りゆう麗れいなタッチは、吉朗にとっては文字というより模も様ようのようだったが、かろうじて「上」という文字が読み取れる。

　体勢を元に戻もどして入り口まで戻った吉朗は、懐中電灯で奥の天井を照らし出す。

「あの奥のところ、何か文字みたいなのが書いてあるんですよ。千尋さん、ちょっと見てもらえますか？」

「文字……？」

　訝いぶかりながらも、千尋は中へ入り、先さき程ほど吉朗がしていたように仰向けに転がって、懐中電灯をかざす。それきり、千尋はぴたりと動きを止めて、ただ天井に見入っている。

「やっぱり、文字なのかな……」

「どんな感じでした？」

「漢字と仮か名なで四行書いてあって、その横に、多分名前だと思うけど、四文字何か書いてあった。俺おれには『上』しか読めなかったけど」

「……上？」

　聞いた途と端たん、雅まさ成なりは邸内図を広げる。忙せわしなくその図の上に目を走らせていた雅成は、その一角に目を止め、指さした。

「吉朗さん、ここを見て下さい」

「カイジョウ……ヨウ、セイ？」

「海うな上かみ庸よう正せいです。今から三百年くらい前の有名な建けん築ちく家かで、この館やかたを設計した人物ですよ」

「三百年!?」

「華か族ぞくのお屋や敷しきなら築ちく三百年くらいはざらにありますよ。もちろん、折々に補ほ修しゆうしたり、増ぞう築ちくや改築はしますから、純じゆん粋すいに建築当時の姿すがたというわけではないですけど」

「そうなんだ……」

　吉朗の世界で言えば、江戸時代の中なか頃ごろになるだろうか。

　その時の流れにくらくらくるが、考えてみれば、法ほう隆りゆう寺じや銀ぎん閣かく寺じなど、歴史に登場した寺社には数百年から千年を超こえる建築物もあるのだから、これだけ日々の手入れにこだわった城じよう館かんならば、三百年くらいは軽く保もつのかも知れない。

「奇き才さいとして知られた庸正が手がけた建築物というのは、実はそう多くはないんですが、こういう城館から寺社仏ぶつ閣かくまで、建築物であればありとあらゆるものを設計したという逸いつ話わが残っています」

「ってことは、ここはその人が設計したんだ？」

「この図に署しよ名めいがありますから」

　そのとき、埃にまみれた千尋が隠かくし部屋からずるずると這い出してきた。元の通りどんでん返しを戻してしまえば、そこに隠し部屋があるとは一見して知れない。

「千尋さん、読めました？　雅成さんが、あれは海上──」

「海上庸正？」

「そう、それ……って、やっぱり!?」

「ええ。名前のほうに確たしかにそう書いてあった。でも、どうしてここに海上庸正が……」

　訝る千尋に、雅成は邸内図の署名を指さしてみせる。

「この館やかたは庸正が設計したものですから」

「……この館が？　神社建築だけじゃなかったの？」

「神社？」

「あそこから引き上げてきた資し料りように、海上庸正の名前があった。それによれば、神社と石いし段だんを作ったのは彼」

「あの神社も……」

「でも、そのことよりその前に書かれていた文章のほうが気になる。意味ありげで」

「一体、なんて書いてあったんですか？」

　吉朗が問うと、千尋はすらすらと暗唱して見せた。


「時同じくして落ちゆく陽ひを眺ながめ

　振ふり返りて伸のばした背せを眺め

　左手の先が摑つかむその奥に

　桜さくらの欠片かけらが舞まい落ちる」



「……なんですか、それ？」

「ただの詩にしては、妙みように具体的というか……詩としては美しくないし。そもそも、こんな隠し部屋にわざわざ書き残したくらいだから、やはり、何か意味があるとしか思えない」

「暗号、とか？」

　ゲームの世界では、意味ありげな文章の羅ら列れつは次の目的地へ繫つながる手がかりとなる暗号と相場が決まっている。

　それを踏ふまえた上での半ば冗じよう談だんのつもりだったのだが、千尋は目を見開いた。

「なるほど、暗号か」

　言うが早いか、千尋は物置から飛び出して行ってしまう。吉朗と雅成は顔を見合わせて後を追っていく。

　千尋はそのまま東とう翼よく端はしの階かい段だんを二階まで駆かけ上がり、二階の廊ろう下かを西に向かって一直線に駆け抜ぬけていく。そんな勢いきおいでも足音を立てないのはさすがだが、雅成はともかく、吉朗は追いついていくのと、前よりも大きくなった胸むねによるバランス変化に対たい応おうするのに必死で、足音を消す余よ裕ゆうもない。何ごとかと飛び出してきた春はる生きに腕うでを摑つかまれて、その足を止めた。

「どうしたの!?　見つかったの、あいつら？」

「ち……ちがう、そうじゃ、なくて」

　隠し部屋や暗号のことを安あん易いに話して良いものか逡しゆん巡じゆんしていると、少し先を行っていた雅成が引き返してくる。雅成が吉よし香かの隣となりに立った途と端たん、春生は摑んでいた腕を放し、もじもじと後ろ手に組み直した。

「ま、雅成さんまで、えっと、どうかしたんですか……？」

「春生さん、お願いがあるのですが」

「は、はい！」

「ここが終わったら、地下の見回りもお願いできますか？　二重に見たほうが確かく実じつですから、私たちはこれから二階を回ります」

「はい、わかりました……！」

　顔を赤らめて、元気いっぱいに返事をした春生は、飛び出してきた部屋の中へと戻もどっていく。面めん倒どうな説明から解かい放ほうされた吉朗はほっと息を吐つくと、雅成を見やる。

「随ずい分ぶんと彼女の扱あつかいに慣なれてますね」

「え……あ、そういうわけでは……今はその、千尋さんを追いかけるのが先決かなと……」

　急にしどろもどろになり、こちらも春生に負けず劣おとらず赤くなってしまった雅成に、その道には人一倍鈍にぶいと各方面からお墨すみ付つきをもらっている吉朗も、さすがに気づいた。

「……ああ、なるほど！」

「何がなるほどなんでしょうか」

「そっか……なるほどねぇ……」

「だから何がなるほどなんですか!?」

「今は千尋さんを追いかけるのが先決なんじゃなかったでしたっけ」

「……っ」

　雅成は自身の言葉を返されて、困こまったように口をつぐむと、千尋の向かった西翼へ駆かけ出していく。ついにやにやしてしまう口元を引き締しめて、吉朗もその後を追った。

　既すでに廊下に千尋の姿すがたはなかったが、閉とざされた扉とびらが並ならぶ中、一部屋だけ開け放たれたままの扉があった。西翼端にある白銀の部屋の北側の扉だ。

　中へ入っていくと、千尋は部屋に作りつけられているクローゼットに手を伸のばしているところだった。

「千尋さん……？」

「ちょっと待って」

　吉朗と雅成は顔を見合わせて、千尋を見つめる。千尋はクローゼットを開くと、今はがらんとしているその中に入り込こんで、しげしげとその壁かべを見つめていた。

　クローゼットが作りつけられた壁は廊下に面しており、地下室で見たような隠し部屋を作る余裕はない。一体何を探さがしているのだろうと訝りながら見ていると、ついに千尋の手が動いた。

「これだ」

　千尋のつぶやきに誘さそわれるように、吉朗は雅成と二人、クローゼットに近づき、千尋の手の先を見やる。クローゼットの奥おくは艶つやのある木の板が張はられていたが、千尋の手がかかっているところだけ、微び妙みように色が違ちがっている。

　よくよく見ると、板の一部に十センチ四方の別の板がはめ込まれている。その四辺を探さぐっていた千尋の指が何かを見つけて止まり、一いつ拍ぱく後、ぽこりという音とともにその板を浮うき上がらせた。

「……蓋ふた？」

「まあ、そんなものかな。海上庸正の暗号を覆おおい隠かくす、蓋」

「また暗号ですか!?」

「みたいだよ、ほら」

　千尋が板を外したその下には、吉朗が隠し部屋で見たような流りゆう麗れいな文字が並んでいる。そして一番最後には、海上庸正と読むのだろう四つの漢字が書かれていた。

「いったい何なんですか、これ？　それにどうして千尋さん、これを……？」

「そんなにひねった暗号ではないんだよ、あれは」

　そう言うと千尋は、部屋の隅すみにあるライティングデスクから紙とペンを取り上げ、先さき程ほど諳そらんじた四行詩を書いて吉朗に手て渡わたした。

「『時同じくして落ちゆく陽ひを眺ながめ』──日が沈しずむのは西で、西側に窓まどがある部屋を指しているのだとわかる」

「でも、それだったら一階のメイド部屋も、みんな西側に窓がありますよ？」

「確たしかにそうだけど、『時同じくして』というのが、そうではないと示しめしている。つまり、西に窓を二つ持つ部屋──続き部屋になっているこの白銀の部屋以外にはない」

「あ……」

　この館には、続き部屋は幾いくつかあったが、西側に窓を持つ部屋が二つ続いているのは、この白銀の部屋をおいて他ほかにはない。

「『振ふり返りて伸のばした背せを眺め』というのは、窓を向いていて振り返るのだから、その対面の壁、自分の背が映うつる場所といえば？」

「クローゼットの扉にある鏡だ……」

「その通り。『左手の先が摑むその奥に』という指し示じ通り、左側の扉を開けて奥を探してみたら、これがあったというわけ」

　千尋は手に持ったままの外した木の板を振ってみせる。それを見つめていた雅成が、ああ、と声を上げた。

「なるほど！　『桜さくらの欠片かけらが舞まい落ちる』──それは桜の木なんですね」

　雅成の指し摘てきに千尋はうなずいてみせる。

「あの場所だけ、他とはわずかに色味が異ことなっているからね。それでここにたどり着いたというわけだ。あの隠し部屋の奇き妙みような文章は、庸正が明めい確かくな目的を持って書き記したものということになる」

「明確な目的？」

「誰だれかに何かを見つけさせるためのものだと思う。ただ、暗号は平へい易いな割わりに、隠し部屋とかここのクローゼットみたいに、普ふ通つうに使っていればまず気づくことがないような場所に書かれている」

　これがゲームならば、隠されているのは大金かレアアイテムか次のフィールドへ繫がる扉といったところだろう。

　しかし、暗号を記しているのが佐倉家の当主ではなく庸正という時点で、大金やお宝たからという可か能のう性せいは低い。わざわざ大切な物を、その後出入りするかどうかもわからない人の家に隠すというのは考えにくいからだ。

「つまり、いつか見つけてほしいけど、そう簡かん単たんに見つかっては困こまるようなもの、ってこと？」

「多分。私にはそれが、神社や石いし段だんに関係しているもののような気がしてならない」

「石段？　どうしてですか？」

「神社も石段も、そしてこの家も、庸正が設せつ計けいして建てたもの。それに、三階に置いてあるあの資し料りようの中に、少し妙な記述を見つけて、気になっていたから」

「妙な記述？　あの算さん額がくの中にですか？」

「いや、算額じゃなくて、神社の創そう建けんに関する書き付けみたいなもの。そこに、和算らしき図がかき込んであった」

「それって、あの鋸きよ南なんとかいう人がかいたんじゃないですか？　こっちへ来たときに見つけて」

「時代がゆうに百年はずれてる。辰たつ之の輔すけより早いんだよ。和算の中では有名な問題で、適てき当とうに落書きして似にてしまうようなものとは思えない。つまり──」

　千尋はためらうように一いつ旦たん口をつぐむが、やがて手の中の板を見やりながら言った。

「海上庸正は、入れ替わりの経けい験けん者しやなんじゃないだろうか？」

「え……っ!?　それって、庸正があっちから来た女の人ってこと？」

「……そこが引っかかるところでね。だからあえて経験者、と言ったんだけど、あの時代、こちらの世界でこれほどの城じよう館かんを設せつ計けいできる人物は、文化的にありえないでしょう？」

「江戸時代だし、男だったとしても、こんな洋館はまず無理だよね」

「だから、行って帰ってきたんじゃないかと思う……私みたいに」

　二百年前にあった入れ替かわりが、その更さらに百年前になかったとは言えない。

　庸正の登場によって、立りつ派ぱな城館と同時に、あの神社と石段が建設されたのだから、石段を通じた入れ替わりは十分に起こりうる。

　入れ替わりは精せい神しんのみだから、双そう方ほうの世界の物品を持ち込むことはできないけれど、千尋のように知ち識しきの持ち込みは可能だ。こちらの世界では存そん在ざいしないはずの和算が、解げ題だいと名を変えてこちらの世界の歴史にうっすらとその足そく跡せきを残したのも、あちらから来た遊歴算家の知識によるものだった。

　元々こちらの人間である庸正が、石段ができた後であちらへ渡わたり、和算を見た後で戻もどってきたということは考えられる。

「その庸正がこんな風に残した暗号だから、どうしても結びつけてしまって。もしかしたら、あの石段に関して何か手がかりが得られるかもしれない」

「そうですね……。入れ替わりに関することは、確たしかにおいそれと知られてはまずいものですから」

「石段の……手がかり」

　何もできないまま一週間が過すぎてしまい、刻こく一いつ刻こくとあちらの世界の石段の取り壊こわし期き限げんは近づいてくる。焦あせる心の中に、暗くら闇やみで座すわり込む麻ま琴ことの姿すがたが重なり、吉朗は居いても立ってもいられなくなった。

「千尋さん、その暗号追っかけたらだめですか？」

　今は逃にげた貴たか史しと由ゆ紀き夫おを見つけるのが先決だとわかってはいる。わかってはいるけど、手がかりに繫つながるものを目の前にして見なかったことにできるほど、吉朗には余よ裕ゆうがない。

　最終的にたどり着いたところにあるのが手がかりとは限かぎらない。『はずれ』と書かれた文字かもしれない。でも、一パーセントでも可能性があるのなら、探さがしてみたい。

「お願いします！　俺おれ一人でやりますから！」

　祈いのるような気持ちで頭を下げた吉朗だったが、その頭にぽん、と軽く手を乗せられて、うかがうように目をやると、千尋も雅成も笑えみを浮うかべてうなずいていた。

「隠かくし部屋も、元々捜そう索さく対象ですからね」

「吉朗一人じゃ、まずこの部屋から出ることもできないだろうし」

　言って千尋は、桜の板を元の所にしっかりとはめ込んだ。

「次は三階の東とう翼よく端はしの物置だ」

「……はい！」

　吉朗もにっこりと笑って、三階へと続く階かい段だんへ向かった。







　暗号は、千尋の言うとおり、吉朗一人では解とけないものばかりだった。

　雅成が先に解いてしまうこともあり、暗号としては確かに平へい易いなものであるようだったが、それでも吉朗には解けない。

　メイド頭がしらである千尋は、三年間写し身に成り代わって、日本で一番の大学に通っていたことがある。

　執しつ事じ見習いの雅成は、医者になることを嘱しよく望ぼうされるほど優ゆう秀しゆうで、進路変へん更こう後ごも執事の養成機関を首席で卒業している。

　毎朝四時から深夜まで必死に勉強して、やっと都内の二流大学に進学した吉朗とは、そもそも頭の出来が違ちがうのだ。

（……さすがだな……）

　あまりにも出来が違いすぎて、ひがむ気も起こらない。胸むねにあるのはただ称しよう賛さんの二文字だけだ。

　三階の物置の窓まど枠わくの下から次のヒントを見つけ出し、そこから今度は一階に下りて居間のサンルームの柱の一つに仕し込こまれた仕掛けを作動させると、食堂との間に人一人がやっと潜もぐり込めるほどのスペースが現あらわれた。その床ゆかに刻きざまれていた文字から再ふたたび三階へ上がり、今は物置になっている一室へ入ると、三人がかりで椅い子すやらチェストやらを動かして、塞ふさいでしまった暖だん炉ろの中から、新たな暗号を見つけた。

　次から次へと部屋をたどっていくそのやり方は、どれか一つを見つければ必ず正しい道みち筋すじへと引き込まれ、ゴールへと導みちびかれることになる。

　庸正という人物が慎しん重ちようだったのか、それとも遊び心でそうしたものなのか、三百年後の今は知る由よしもないけれど、三人は地上三階地下一階の広い佐倉邸の中を行きつ戻もどりつしながら、五つの暗号をたどり、そして今、二階の東翼にある一室に到とう達たつした。

「……なかなか……終わりが……見えま……せんね……」

　メイドとして鍛きたえ上げられた吉香の肉体も、さすがに悲鳴を上げ始め、吉朗は膝ひざに手をついて息を整えるべく深しん呼こ吸きゆうを繰くり返した。

　しかし、その隣となりでは、吉朗と違って頭も使っている千尋と雅成が、涼すずしい顔で扉とびらを開けようとしている。

「君は、力みすぎなんだと思う。足音を聞けばわかる」

「確たしかに、全力で走ってるみたいですからね」

「…………」

　そう言えば、二人の足音は相変わらず気にならないが、元々気配を消し切れていなかった吉朗の足音は、疲ひ労ろうとともに大きくなっていった気がする。

「……次は、気をつけます……」

「それとも、ここで答えが出ることを祈っておいたほうがいいかも」

「そうですね……そろそろ二時間が経けい過かしますから」

　雅成は時計を確かく認にんすると、どの部屋でもそうしているように、辺りに素す早ばやく目を走らせた。

　今のところ、本来の目的である貴たか子こも由ゆ紀き乃のも見つかっていない。館かん内ないをかけずり回りながらすれ違う別働隊からも、捕とらえたという報ほう告こくは上がっていないのだ。

　たくさんの人間が動き回っていれば、彼らもおいそれとは動けないと思うのだが、脱だつ走そう者しやは身を隠すスキルも高かったらしい。

　吉朗たちが入ったこの部屋は、日々きちんと手入れされてはいるけれど、誰だれも使うことがなくなってから一年半が過すぎた。

　南側にバルコニーを設もうけた大きな窓からは明るい陽ひが差し込んで、涼しくなってきた今のこの時期でも、ほんのりと温ぬくもっている。館やかたの中では一番上等であるこの部屋は、佐倉家の先々代当主であり、現げん当主・真琴の祖そ父ふである秀ひで麿まろの部屋だった。

　息子むすこである先代夫ふう婦ふを事じ故こで亡なくしてすぐ、秀麿は使用人のほとんどを半ば強ごう引いんに引き連れて、別べつ荘そうへと移うつり住んだ。以来一年半、一度もこの本ほん宅たくに帰ることなく、隠いん居きよ生活を満まん喫きつしている。

　それでも真琴は、いずれ戻ってくることもあるだろうと、当主として自分が移ってくることもなく、空けたままにしてあった。

　隠居する際さい、お気に入りの調度品や美び術じゆつ品ひんを根こそぎさらっていったため、作りつけの家具の他は天てん蓋がい付つきの大きなベッドと椅い子すが二つばかりあるだけで、唯ゆい一いつ飾かざられている壁かべの風景画は号数も小さく、かえって部屋を寂さびしい印象に見せていた。

「ええっと、それでなんでしたっけ？　暗号の後半は」

　前半は、この館で一番広く、一番陽が差し込むこの部屋を暗あん示じしたもので、後半の二行が次の暗号を示しめす文になっている。

「『その陽を受けし廂ひさしの上に、緑の野は春を描えがき出す』」

「廂……って屋根の上じゃないですよね」

「バルコニーでしょう」

　こともなげにそう言うと、南側の窓を大きく開いて、内庭を見下ろすバルコニーへと歩み出た。一階の部屋から見れば、このバルコニーは確たしかに廂に当たり、廂の上はバルコニーの床ということになる。

　しかし、タイル貼ばりのバルコニーには観葉植物の類たぐいは一いつ切さい置かれていない。そのタイルが緑と言えば緑だが、バルコニー全体に貼はられているから、それだけでは今までの暗号のありかのように、はっきりどこかとはわからない。

「ここだけタイルなんですね」

「あ……そう言えば、他の客間のバルコニーは石だったよね。先々代の趣しゆ味みかな」

「そうかもしれませんが……」

　疑うたがわしそうに、雅成はタイルに顔を近づける。地は緑なのに、引いてみたときにあまり緑に見えないのは、そこに模も様ようを描き出す線が少なくとも七色はあるからだ。タイル一枚まい一枚模様が違ちがっていて、バルコニー全体で一つの模様を描き出している。

　しかし、花や鳥が描かれたそれは、先々代の趣味にしては少々可愛かわいらしいような気もする。一度も会ったことがないので確かく実じつとは言えないが、漏もれ聞く噂うわさからすると、やはり似につかわしくない。

「……緑、か」

　千尋のつぶやきに、吉朗も目を眇すがめてタイルを見やる。虹にじと同じ七色の線は複ふく雑ざつに絡からみ合って美しい模様を描き出していたが、よくよく見ると、緑色の模様は見あたらない。地が緑なだけに目立たないのだろう。

「……あれ？」

　色ごとに線をたどっていた吉朗は、妙みようなことに気づいた。

「何か見つけたか？」

「……うん、っていうかこの緑の線だけ見ると、あれに似てるような……」

「あれ？」

　千尋は吉朗のすぐ横にしゃがみこんで、緑の線を指でたどっていく。そしてその手を止めると、バルコニーの手すりに手を掛かけて、ひらりとその上に飛び乗った。

「ちょ、ちょっと千尋さん、危あぶない！」

「大だい丈じよう夫ぶ。高所恐きよう怖ふ症しようではないから」

　そう言って千尋は、バルコニーを見下ろしている。同じように指でたどっていた雅成は吉朗と一いつ緒しよに、邪じや魔まにならぬように部屋の中へと引いた。

「吉朗さん、あれって何ですか？」

「ああ、ほら、三階にあったあの──」

「……もしかして、算さん額がくとかいうあれ、ですか？」

「多分……」

　吉朗も実物は三階の一室にまとめ置かれたものを一つ二つ見ただけだから、確かく信しんはないけれど、他の色が描き出す花や鳥とは明らかに違い、緑の線は飾り気のない円やら正方形やら直線やらばかりだった。

「甲こう円と交こう錯さくする乙おつ円か……」

　音もなく下りてきた千尋は、ぶつぶつとつぶやきながら宙ちゆうに何かを描いている。そして不意に部屋を飛び出し、ややあって戻もどってくると、その手には一枚の紙が握にぎられていた。

「千尋さん……？」

「ここはデスクがないから、隣となりで描いてきた」

　はい、と差し出された紙を覗のぞきこむと、図形が二つ、横よこ並ならびに書き込まれている。左は幾いくつもの円やら四角やらが複雑に交じり合ったもので、右はそれとは対照的に実にシンプルな絵だ。

「本当に、あの算額みたいな絵ですね、こっちは」

　雅成も感心したようにその絵を見やっていたが、右の絵を見ると首を傾かしげた。

「これも、タイルにあったんですか？」

「左の問題を解といて出てきたのが、こっちの絵。何に見える？」

「…………………………壺つぼ？」

「やっぱり、そう見えるか……」

　ほっそりと優ゆう美びに立ち上がったその壺は、首の辺りが若じやつ干かん長めにくびれていて、口には厚あつみがある。真ん中辺りに一つ円が描かれていたが、それが模様のように見えて、なおさら壺以外には見えなくなる。

「これって見たまんま？　でも、こんなのどこの部屋かわかんないよ」

　壺のような形をした部屋などないし、壺と関連づけられている部屋もない。壺そのものなら、館やかたのあちこちで飾られていたし、先々代も少しは壺をこの館に置いていったが、壺の保ほ管かん用に作られた部屋はなかった。

「……もしかして、これで終わりということはないですか？」

「私もそう思う」

「ってことは、壺が答え？」

「あるいは、壺を収おさめた箱に何かがまぎれているとか……そんなところだろう」

　そう言う千尋から、雅成は絵の描かれた紙を取り上げて、じっくりと眺ながめる。

「何か気になる点が？」

「ただ壺というなら、もっと簡かん単たんな線でもいいのに、随ずい分ぶんと特とく徴ちよう的ですよね。この口とか首のあたり」

「……確たしかに」

「こういう形の壺があるんじゃないでしょうか？　現げん在ざい、客間やホールなどに飾られている中にはないですが」

「まず、三階の物置にある壺を調べて、その後で館中の壺を調べる。それで見つからなければ──」

「……先々代の別べつ荘そう、ってことか……」

　もし、鍵かぎとなる壺を先々代が持ち出していれば、庸正の意図を確たしかめるこのクエストもここで終しゆう了りようとなる。確かく証しようもないのに別荘まで行って戻ってくるには、残り時間が少なすぎる。

「とにかく調べてみましょう、吉朗さん。きっとこの館の中にありますよ」

　雅成に励はげまされ、吉朗たちは今日何度目になるかしれない三階へと足を運んだ。

　先々代がいた頃ころは、今の何倍も使用人がいたので、この三階を使用人たちの部屋にあてていたらしいが、今、居きよ室しつとして使っているのは光ひか里り・望のぞみ・翼つばさの三人だけである。そのほかの部屋は、使われていない家具や、書画骨こつ董とうなどの美び術じゆつ品ひんを保管する物置となっていた。

　その内の一つに入った三人は、一画にまとめられた木箱を見やる。先々代がめぼしいものをあらかた持って行ってしまったため、公こう爵しやく家けにしては少ないと思われたが、それでも軽く三十は超こえている。

「手前にあるものは無む視ししていい。見たことがあるけど、形が違ちがう」

「じゃあ、奥おくから出しますね」

　三人は手分けして指し示じされた手前の木箱を窓まど際ぎわに追いやると、奥にあった木箱を一つずつ手にとって、座すわり込んだ。

「本当に、この中に石いし段だんの手がかりが入ってんのかな……」

「壺そのものよりも、こういう裏うら書がきとか由ゆい緒しよ書がきのほうがあやしいですよね」

　雅成は取り出した壺を収め直し、木箱の蓋ふたや同どう封ふうされていた紙を広げ、文字を目で追っていく。

「実じつ際さい、どんなことが書いてあるんだろう。帰り方、とか」

「行って帰ってきた人間なら、石段そのものに関する記き述じゆつもあるだろうし、それもまた暗号になってるかも」

「止やめて下さいよ、千尋さん！　せめて手がかりくらい、ストレートに書いてもらわないと、あと三日しかないんですよ！」

「しかも、私にも解とけない和算だったりして」

「千尋さんってば！」

　冗じよう談だんに気がゆるんだ、その瞬しゆん間かんだった。急に横から強い衝しよう撃げきを受けて、吉朗は倒たおれ込こんでしまう。何が起こったのかと目を上げると、さっきまで隣となりに座っていた雅成も同じように倒れていて、千尋の上に由紀夫が馬乗りになっていた。

「千尋さん！」

　叫さけんだ途と端たん、後頭部を思いっきり殴なぐられて、一瞬意い識しきが飛んだ。次に目を開けたときには目の前の光景は変わっていて、由紀夫の下には何な故ぜか雅成が横たわっていた。

「な、に……？」

「うるせぇな、黙だまってろ！」

　今度は頰ほおを張はられて、勢いきおいでくるりとひっくり返ってしまう。見ればそこには、由紀夫とともに逃とう亡ぼうした貴史が立っていた。

「ったく……面めん倒どうくせぇな！」

　言って貴史は手の中の紙を床ゆかに放ほうり出していく。そして、次から次へと壺の収おさめられた木箱を開けていくと、中に入っている紙を引っ張り出しては眺ながめて放り出すという作業を続けた。

（こいつら……さっきの話聞いてたのか……？）

　三人でこの部屋へやってきたとき、皆みな壺のことで頭がいっぱいだったせいか、それまでしてきたように部屋の中に貴史たちが潜ひそんでいないかどうか、調べるのを忘わすれてしまっていた。おそらく、そのとき既すでに彼らはこの部屋の中にいて、吉朗たちの会話を聞いていたのだろう。

　石段の手がかりという、その言葉にすがって、貴史は木箱から由緒書を取り出し続け、最後の箱を覗のぞきこんで小さく舌した打うちすると、床に散らばった紙束をかき集めて立ち上がった。

「返せ！」

　倒れていた吉朗は、一気に飛び上がって貴史に摑つかみかかるが、貴史はひらりとそれを避よけて、由紀夫に紙束を渡わたしてしまう。吉朗は椅い子すへのダイブを危あやういところで回かい避ひして、由紀夫のほうへと向き直った。

「それをこっちへ渡せ！　どうせお前らには読めないんだから、持ってたって仕方ないだろ！　千尋さんなら読めるし、読んだらちゃんとお前らも帰れるようにしてやるから、だからそれを──」

「帰る……？」

　千尋たちの上でぽつりとつぶやいた由紀乃は、紙の束をしげしげと見つめていたが、不意に立ち上がると一目散に部屋を飛び出していった。

「え？　お、おい由紀夫!!」

　しかしそれは貴史の意図するところではなかったらしく、慌あわててその後を追って出て行ってしまう。

「私たちも、追いかけないと……」

　痛いたみに顔をしかめながらそう言って立ち上がった千尋は、すぐに駆かけ出していく。雅成と一いつ緒しよに追いつけるだろうかと部屋を出ると、西せい翼よくの階かい段だんのほうから「待ちやがれ由紀夫───っ!!」という怒ど号ごうが響ひびいてきた。

（貴史から逃にげるってどういうことだ……？）

　あちらの世界では、恐おそろしいくらい貴史に忠ちゆう実じつで、ここで最初に捕とらえたときもそれは変わらないように見えていたのに、何が由紀夫を走らせているのか。

　一いち抹まつの不安を覚えながら一気に一階まで駆け下り、ホールで腰こしを抜ぬかしている光里を尻しり目めに勝手口から庭へと飛び出していくと、前庭へと通じる石いし畳だたみの途と中ちゆうで、由紀夫と貴史が睨にらみあっていた。

「何してんだよお前、急にこんなとこまで」

「……ない」

「はぁ？」

「……たく、ない」

　軋きしるようなつぶやきは、近くに寄ってもはっきりとは聞き取れない。なんとか隙すきをついてあれを取り戻もどさなければと由紀夫を注ちゆう視ししていると、由紀夫が不意にポケットに手を突つっ込んで、何かを取り出した。

「……なに、あれ？」

「さあ……」

　手の中に握にぎり込んでいるので、それが何なのかはよくわからない。けれど由紀夫はにんまりと笑うと、紙束をくるりと丸め、手の中に握ったものをごそごそと扱あつかい始める。

「……まずい」

　その正体にいち早く気づいたのは千尋で、地面を蹴けって飛び出そうとしたが、わずかに間に合わなかった。

　由紀夫の手の中で、紙の束は松明たいまつのように燃もえ始めたのである。

　吉朗を始め、由紀夫を見つめる一同はあまりのことに言葉を失っていたが、燃えさかる松明が石畳の上に放り出された瞬間、貴史が絶ぜつ叫きようした。

「うわああぁぁぁぁ！　ちょっ、お前何してんだよっ!!」

「だ、だって……だって……」

　あまりの剣けん幕まくに笑え顔がおを引っ込め、壊こわれたレコーダーのようにだってを繰くり返していた由紀夫に、ブチ切れた貴史が更さらに畳たたみかけるように言った。

「だってなんだよ言ってみろこの豚ぶた野や郎ろう！」

　豚野郎という罵ののしりを耳にした途と端たん、由紀夫がふと口をつぐんだ。そして、今は乱みだれてしまった縦たてロールの名残なごりを指に巻まきつけると、もう一方の手でスカートの裾すそを整える。いよいよわけがわからず、啞あ然ぜんとするしかない吉朗たちを尻目に、由紀夫は高らかに笑い出した。

「あはははははははは！　豚野郎ですって！　今のこの私のどこが豚野郎だっていうの!?　豚でもなければ野郎でもない、どこに出しても恥はずかしくない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女じゃないの！」

　吉朗より年上では少女の範はん疇ちゆうを超こえているような気もするが、由紀夫はもう一度高らかに宣せん言げんした。

「私は美少女なの！　縦ロールとフリルが似に合あう、史上最強の美少女！　──ここにいる限かぎりはね」

「ここにいる限りって、まさかお前……」

「私は最初から、帰りたくなんかなかった。別べつ荘そうだって出たくなかった。自由はなくても、あそこならきれいな服を着て、毎日鏡を見ていられたんだから。でも、お義ね姉え様が憐あわれだから、ここまで来たのよ」

「お義姉様って誰だれだよてめぇ！　憐れってのはなんなんだコラァ！」

「ほら、私に嫉しつ妬としているんでしょう？　お義姉様より私のほうがきれいだから。あちらへ帰りたくなる気持ちも理り解かいできるもの。その程てい度どの顔なら、男でいたほうがましだものね」

「…………」

　事ここに至いたり、貴史は義弟おとうとのドリームが精せい神しんの奥おく深ぶかいところまで食い込んでいたことにようやく気づいたらしい。

　あのとき感じた怖おぞ気けは間ま違ちがいではなかったのだと、吉朗も背せ筋すじを震ふるわせていた。

「……どうしましょうか」

　雅成に問われて、石畳の上の燃えかすを見やっていた千尋は、軽く肩かたをすくめた。

「とりあえず、簡かん単たんに逃げられないように縛しばって閉とじこめるしかない」

「そうですね」

　当初の目的は果たせたのだから、その点においては満足していいのだが、半日も館やかた中じゆうを駆かけ回ってついに手に入れた成果が灰はいになってしまったことで、吉朗はとてつもなく徒労感を覚えていた。

「そこで見てるなら手伝って」

　千尋が声を掛けると、館の陰かげからメイドたちがぞろぞろと現あらわれる。先さき程ほどはホールで腰こしを抜ぬかしていた若わかいメイドたちは、好こう奇き心しんを抑おさえきれずに出てきて、ここで様子をうかがっていたらしい。しかし、その欲よく望ぼうは満たされずに、皆みな怪け訝げんそうな表ひよう情じようをしていた。

「……あれって本当に男だん爵しやく令れい嬢じようなの？」

「確たしかにきれいだけど……ちょっとイっちゃってるよねぇ」

「何燃やしてたんだろう」

　小鳥のようにささやきながら、少女たちは千尋の指し示じに従したがって、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ貴史を縛り上げ、なお高笑いを続けている由紀夫をぐるぐる巻きにした。

　ぼんやりと見やっていると、貴史と由紀夫を連れたメイドの群むれは、館へ戻もどるのではなく、庭を横切っていく。

「あの小屋に戻らせることにした。下へ手たに館内に置いておくほうが危あぶない」

「……それもそうですね」

　二人の元の潜せん伏ぷく場所である小屋は近年建てられたもので、庸正は関かかわっていないから、隠かくし部屋やからくりの心配はない。扉とびらには簡単な錠じようしかついていないが、閂かんぬきに差す南なん京きん錠だから、あの二人がピッキングの技ぎ術じゆつを披ひ露ろうすることもできないだろう。

「燃えちゃいましたね……」

「でも、まだそこに手がかりがあったと、決まったわけじゃない。彼が開けた木箱に入っている壺つぼの形も、確かめていないからね」

「それは、そうだけど……」

「とにかく、それだけ確かく認にんしましょう。なければ、あの灰には何の価か値ちもないんですから」

　肩を落とす吉朗を励はげますように雅成が言うと、千尋はちらりと燃もえかすを見やった。

「そうそう。壺の価値は大分落としてしまったけれど」

「……あー、真琴様に怒おこられそうですね」

「あのくらい、真琴様ならいずれ十個だって二十個だって、買えるようになる」

　館中、上を下への大おお騒さわぎをしていても、真琴が顔を出すことはなかった。今もまだ、真琴は変わらずに眠ねむり続けている。

　取り壊しの日までに目覚めることはあるのか、あの闇やみをさまよう麻ま琴ことをこの手に取り戻すことはできるのだろうか。







　千尋と雅成、吉朗の三人は、再ふたたび壺を収おさめてある三階の物置へと戻ってきた。

　木箱はどれも開け放たれたまま放置されている。手近な箱から一つずつ壺を取り出し、千尋が描えがいたあの絵と三人で見み比くらべていくが、どれもあの特とく徴ちよう的な壺のデザインと合がつ致ちせず、似ているものすら出てこない。

「壺っていうのがそもそも違うとか？」

「あの図に壺以外の解かい釈しやくがあるとしたらなんだろう？　ただ、庸正のこれまでの暗号からすると、そのままに捉とらえていいと思うけど」

「やっぱりこの絵は壺にしか見えませんね……」

　もう一度すべての壺を取り出して、三人でためつすがめつしていると、ノックの音が響ひびいた。

「はい」

　反はん射しや的に吉香が答えると、扉とびらは勢いきおいよく開かれ、春生が飛び込んでくる。

「良かったぁ！　あんな騒そう動どうの後なのに、三人とも見あたらないから、何かあったんじゃないかと思った」

「ごめん、なさい」

「何もないならいいんだけど……えーっと、今何してるの？」

　物置の片かた隅すみに座すわり込んだ三人の周りには、壺と木箱が散らばっている。これが虫むし干ぼしの日ならさほどおかしなことでもないが、大がかりな捕とり物の後に三人がかりですることには見えない。

「あー……ちょっと、探さがしてる物があったのを思い出して」

「今……？」

「ほ、ほら、忘わすれてたくらいだから、思い出したときにやっちゃわないと、ね？」

　しどろもどろになっている吉香を訝いぶかしむように見やっていた春生だったが、千尋と雅成が肯こう定ていするようにうなずくと、納なつ得とくしたようだった。

「ふぅん……で、探しものは壺つぼ？　どんなの？」

「こんなの」

　並ならんだ壺を見やった春生の前に、千尋があの紙を差し出す。半分に折られ、壺と思おぼしき右側の絵だけになっている。

「これ？　吉香ちゃん、本当にこの壺探してるの？」

「え、あ、うん……」

「忘れるなんて信じられない！　私は死ぬまで忘れないと思ってるのに」

「……春生、知ってるの？」

　千尋が問うと、春生は更さらに目を見開いて首をゆるゆると振ふった。

「千尋さんまで!?　噓うそでしょう！　吉香ちゃんならともかく、千尋さんが忘れるなんて……」

　ちょっと大げさじゃないかと思えるほどの身振りで驚おどろく春生に、吉朗は内心冷や汗あせを垂たらしていた。

　千尋は三年の長きにわたり、この佐倉邸ていを留守にしていた。吉香の記き憶おくがなくても、千尋ならフォローしてくれるのではないかと思っていたが、その三年間に起こった出来事ならアウトだ。

　吉朗がいたのはたった二ヶ月程てい度どだし、雅成に至いたっては、正式採さい用ようは千尋帰き還かん後ごだから頼たよりにはできない。

　どうしたものかと千尋を見やると、千尋も困こまったように小首を傾かしげている。

（……吉香ちゃんならともかくって言ってんだから、忘れたふりするか……）

「ええっと、この壺つぼってなんだったっけ？」

「……ほんっとに覚えてないんだ？　ほら、四年前の！　『焼き芋いもで』」

（焼き芋で……？）

　その特とく徴ちよう的な単語に、吉朗の記憶が刺し激げきされる。

　一度目に吉朗がここへ来たときもちょうどこのくらいの季節で、庭に落ちた落ち葉を掃そう除じしながら、焼き芋でも……という話を、春生とした覚えがある。

　そのとき春生が、奇き妙みようなフレーズを口にしたのだ。その場は話を合わせようと適てき当とうに相づちを打って流してしまったが、あまりに奇妙だったので頭の奥おくのほうで引っかかっていた。

（三年前に先々代がどうとかって……確たしか……）

「『焼き芋で壺三つ』事じ件けんだ！」

「なんだ、やっぱり覚えてるんじゃない。そのとき使った三つの壺が、これと同じ形で」

「そ……そう、だった……よね？　で、その後、あの壺どうしたんだっけ？」

「その後って、割われちゃった後の話？」

「割れた!?」

　思わず大声を上げてしまったのは吉朗だけではなく、千尋と雅成も同時に声を上げる。三人のハーモニーに春生はぎょっとしたように半身を引いて、一同を眺ながめ渡わたした。

「……雅成さんはともかく、なんで二人が驚くの……？」

「え？　や、あの」

　とっさにごまかすことができず、言葉を濁にごしていると、雅成が春生の発言を受けて、その間に割って入った。

「私が来る前の話ですよね？　一体どんな事件なんですか。その『焼き芋で壺三つ』事件って」

　雅成が尋たずねたのだから、今の春生ならきっと答えるだろうと吉朗は思ったが、案に相そう違いして、春生は急に真顔になると、ぷるぷると震ふるえながら自分の顔を覆おおうように両手を当てた。

「ごめんなさい、雅成さん！　私の口からは言えません……あんな、恐おそろしいこと……」

「お、恐ろしい……？」

「だってあんな──ああ、やっぱり言えません！　ごめんなさい！」

　春生の表ひよう情じようはわざとらしく作ったものではなく、心底そう思っているようだ。

（……一体どんな事件なんだろう……。帰ったら、千ち広ひろさんに訊きいてみようかな……）

　忘れないようにと頭の片かた隅すみでメモを取りつつ、吉朗は隣となりに座すわっている雅成の肘ひじをちょいちょいっとつついた。呆ぼう然ぜんと春生を見やっていた雅成は、はっとして言葉を継ついだ。

「でしたら、事件のことは結けつ構こうです。けれど、その壺は一体どうなったんですか？」

「それならご案内します。吉香ちゃんも、ちゃんと見て思い出しなよ」

「う、うん……」

　割れてしまったのにどこへ案内しようというのか、皆かい目もく見当もつかないが、壺に繫つながる何かを春生は知っている。

　期待半分、不安半分で春生の後について部屋を出ると、春生はそのまま階かい段だんを下りていき、さっきまでいた内庭へと出る。暗号探たん索さくと大おお捕とり物もので午後は丸つぶれとなり、既すでに日は大きく傾かたむき、間もなく日にち没ぼつを迎むかえようとしていた。

　一年前、ここでメイドをしていたときは絶ぜつ望ぼう的な人員不足だったため、当主付きの仕事以外にこの広い内庭の掃除も行っていた。落ち葉を掃はき集めては、腐ふ葉よう土どにするために庭の隅の穴あなに放ほうり込む。その最中、『焼き芋で壺三つ』事件の話になったのだ。

　しかし、その庭で壺に関かかわる何かなど見たことがあったろうか。千尋や雅成に目をやると、二人も心当たりがないのか、軽く首を振ふって寄よ越こす。

　春生はそのまま広い庭を横切って、東南の角にある四阿あずまやまで皆みなを導みちびいていく。そう言えば、庭掃除のときに遠目に見たことはあったが、ここまで来たことは一度もない。

「そこ、まだ段差直してないから気をつけて」

　春生は足あし繁しげく通っているのか、ぼこっと欠けた石いし畳だたみをひょいとリズミカルに飛び越こえて、四阿の裏うら側がわへと回り込む。するとそこには、小さくて可愛かわいらしい花か壇だんがあった。

「もうそろそろこの花も終わりだけれどね」

　そう言いながら、春生は枯かれ始めた花の幾いくつかを摘つみ取って、花壇の端へ置く。そして春生は花壇の脇わきに立ったまま、それ以上歩を進めようとはしなかった。

「春生さん？」

「あ、そっか、ごめんなさい。雅成さんは見るの初めてですよね」

「いえ、この花壇自体は知ってましたが、これと壺つぼの関係がよく──」

　言いかけた雅成の口が止まった。その視し線せんが、一点に固定されている。

　一体何をとその視線を追った吉朗は、そこにあるものを見て、胃の腑ふをぐっと持ち上げられるような不安に駆かられた。

（まさか……違ちがうよな。いや、でも……）

　雅成が見ているのは、花壇に植わっている花ではない。地面から花壇を切り取っている、その飾かざりだ。

　四阿と木々に挟はさまれたこの場所は、日ひ暮ぐれだからもう随ずい分ぶんと薄うす暗ぐらかったけれど、それでもその飾りははっきりと見えた。

　前庭では、レンガや石をあしらった花壇が作られているが、これはレンガでも石でもない。滑なめらかな白い表面に藍あいで模も様ようが描えがかれたタイルのようなものが、モザイクのように花壇を取り巻まいている。

　タイルは四角でも丸でもなく、多角形で大小様々なものが、うまく帯おび状じように並ならべられて、花々の褥しとねを彩いろどっていた。

「……これ、が」

「見たら思い出した？　千尋さんが埋うめようとするのを吉香ちゃんが止めて、私が花壇にあしらったらって」

「う、うん……」

　当然ながら吉朗に思い出せるはずもなく、四年前、既に入れ替かわってしまっていた千尋にもその記き憶おくはない。

　だが、割われてしまったという三つの壺の欠片かけらが、モザイクタイルとして第二の人生を踏ふみ出していたのは、厳げん然ぜんたる事実だった。

（……マジかよ……）

　割れてしまった以上、それを収おさめる箱や由ゆい緒しよ書がきの類たぐいは既に失われているだろう。骨こつ董とう品ひんとしての価か値ちを失ってしまった壺の現げん物ぶつが、こんな風に残っていること自体珍めずらしい。

　しかし今は、その奇き跡せきを素す直なおに喜ぶことはできない。粉々といかないまでも、三つ分の破は片へんが取り混まぜられてばらばらに埋まっている状じよう態たいから、どうやって庸正の暗号を拾い上げればいいのだろう。

「春生さーん!!」

　そのとき、庭のほうから春生を呼よぶ声が聞こえた。それが翼だと気づいた春生は、「うわっ」と小さく声を上げて、「今行くー！」と返す。

「それじゃあ、私はこれで。あ、三階の片かたづけはついでにやっときますから、千尋さんたちは元の仕事に戻もどって下さいね」

　そう言って春生は、軽かろやかに館やかたへと駆けていった。

「これを……どうしろって」

「吉朗、大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫って、これじゃ全然大丈夫じゃないじゃないですか！　手がかりなんて、これじゃ……」

「吉朗さん、壺はここにあります。燃もえてしまったわけでも、粉々に砕くだけてしまったわけでもないんです」

　千尋も雅成も、大丈夫だと繰くり返し、花壇の周りにしゃがみ込む。いくら庸正の暗号を解といてきた二人でも、割れてしまった壺に残されていただろう暗号なんて、わかるはずがない。

　石いし段だんの取り壊こわし工事が始まるまで、あと三日しかないのに、やっと見つけた手がかりは、摑つかむ前にこぼれ落ちてしまった。

　他ほかにまだ手がかりはあるのだろうか。すべての隠かくし部屋を回れば、また暗号が見つかるのではないか。

　ぐるぐると考えている吉朗の横で、二人はせっせと手を動かしている。

「……？」

　見れば、花壇をとりまく白と藍あいのベルトに欠けができている。

「千尋さん、雅成さんも何を……？」

「こうして現物はあるんだ。持って帰って組み立てる」

「……組み立てる……って壺を!?」

　思いも寄よらない答えに驚おどろいている吉朗とは対照的に、千尋も雅成も当然といった様子で、ただ黙もく々もくと破片を掘ほり出していた。

「これだけの破片があれば、ゆうに三つ分の壺にはなると思う。三人でかかれば、二日もあれば終わる」

「こういうパズル、私は割わりと得意なんです。小さい頃ころは姉と取り合いで作ってました」

「日が暮くれる前に、全部掘り出して中に運ぶ。吉朗も手伝って」

「…………」

　今、すべては振ふり出しに戻り、もう何もないのだと思っていた。

　あと三日しかないのに、自分は何一つ見つけられず、麻琴を暗くら闇やみから救い出すこともできない。

　けれど、何もないのは吉朗があきらめてしまったからで、千尋と雅成の中で、謎なぞはまだ継けい続ぞくしている。

（まあちゃんのために何でもするって、そう誓ちかったのに……！）

「吉朗？」

「スコップ持ってきます！　あと、破は片へんを入れる箱も！」

　無む駄だになるかもしれない。でも今、目の前に残された可か能のう性せいを試ためしもせずに捨すてるのは愚おろかだ。

　吉朗は一日中館やかたを駆かけ通し、悲鳴を上げている吉香の身体からだに心の裡うちで詫わびを入れ、全速力で庭を駆け抜ぬけていった。







　六、それぞれの帰き還かん







　吉よし朗ろうは手にした一いつ片ぺんを慎しん重ちようにはめ終えて、自分の脇わきに積み上げていた破は片へんの置き場を手で探さぐった。しかし、指先に触ふれる物がない。見ればもう、そこにあった破片はすべて収おさまるべき所へ収まって、目の前のパズルには繫つなぎ目の細かな部分以外に、目立つ隙すき間まはなかった。

「……出来た」

「こっちも出来ました」

「とりあえず、前面だけだけれど完成した」

　三人の前には、千ち尋ひろが暗号を解といて描えがき出した絵のように、壺つぼを縦たてにスライスしたパズルが三つ並ならんでいる。部屋に置かれた時計を見上げれば、既すでに夜中の十二時を回っており、吉朗はためていた息を吐はき出した。

「間に……合った」

　四阿あずまやの向こうで破片を掘り出してから、丸二日が過すぎようとしていた。あと八時間もすれば、あちらの世界で工事は始まってしまう。

　できあがったのは壺の前面だけだったが、すべてを繫ぎ合わせて立体にしていたら、到とう底てい時間は足らなかった。

　庸よう正せいの暗号から導みちびき出した壺の絵には、真ん中に丸が描かれていた。もしかして壺には、前面にそういう絵付けがなされているのではないかと言ったのは雅まさ成なりだ。

　ジグソーパズルに慣なれてくると、どんな形がどの部分かがわかるようになってくる。たとえば、口の部分は分ぶ厚あつい板いた状じようで、首の部分は曲面が他とは逆ぎやくになっているので、模も様ようのある面がへこんでいる。平らなのは底の部分で、必要なのは壺の前面のゆるやかな曲面だから、そういう形でなおかつ藍色の模様が入ったものだけ抽ちゆう出しゆつすれば、ジグソーパズルのピースは断だん然ぜん少なくなる。

　それでも、元絵があるわけではないから、簡かん単たんにとはいかない。そして三人には、日々の業ぎよう務むもある。パズルと集中的に向かい合えるのは、仕事の終わった夜か、ミーティング前の早朝で、その時間になると、三人は破片を広げている真ま琴ことの寝しん室しつに集まり、ただ黙もく々もくと壺パズルに取り組んでいた。

　日中の数時間をこの部屋で過すごしている吉朗は、その間に少しでも進めておこうとするのだが、パズルなど、エロゲーの予約特典でもらった、多くてせいぜい百ピース程てい度どのジグソーパズルくらいしかやったことがない。

　馴な染じみがない上に、先天的にその才が欠けていたらしく、夜になってそっと直されていることもしばしばだった。

　それでも不ふ眠みん不休で取り組んで二日、ようやく鍵かぎとなるパズルを完成させることができたのだ。

　壺の前面には藍色で大きな丸が染そめ付けられており、その中に格こう子し模様が描かれ、桜さくらの花びらがはらはらと散る意い匠しようとなっている。

　最初に取り除のぞいてしまった底面の平らな部分には、「庸」という一文字が入っており、この三つの壺は奇き才さい・海うな上かみ庸正の手になるものと思われた。

「やっぱり、必要なのはこの部分だけだったようです。ここを見て下さい」

　雅まさ成なりは自分の前のパズルを指し示しめし、そして傍かたわらに置いてあった邸てい内ない図を広げた。

「これは格子じゃなくて、壁かべや窓まどです。ほら、ここの線をたどってこう曲がるとこっち側は」

「東とう翼よく端はしの階かい段だん……？」

「ええ。そしてこの細長いのが下りてすぐにある納なん戸どです。吉朗さんや千尋さんの前にある絵も、それぞれ東西南北が違ちがっていますが、地下の一部と重なります」

「でも、これって全部違う絵だよね？　これじゃ地下のどこを指してるんだかわかんないよ」

　格子は三つとも異ことなっていて、桜の花びらの数も違っている。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　短く答えたのは黙だまって絵と邸内図を見み比くらべていた千尋で、雅成から邸内図を受け取ると、ある一点を指し、指先で桜の花びらを描いて見せた。
















「ここ」

「え!?　な、なんでそこなんですか？」

「三つの格子は少しずつ重なっていて、地下の中央近くを示したいというのがまず一つ。そして絵の中の桜の花びらは、それだけ見れば全部ばらばらなところを舞まっているけれど、たった一つ、三つすべての絵の中にある格子に重なっているのがある」

　千尋は左の壺から順じゆん繰ぐりに、その花びらを指していく。言われてみればそれは、縦に細長く切られた格子の、短い辺の一つに貼はりつくように描かれている。

「じゃ、じゃあここに行けば、何か手がかりが!?」

「多分。ただ……」

「ただ？」

「……まあ、行ってみればわかる」

　千尋はそう言うと、さっさと扉とびらのほうへ向かう。雅成がその後を追い、遅おくれて吉朗も立ち上がったが、その拍ひよう子しに真琴の寝台が目に入った。

「まあちゃん……」

　手がかりを解き明かし、夜明けまでには身の振ふり方を決めなくてはならない。たとえこちらの準じゆん備びが整って、あの斜しや面めんを転がり落ちることができたとしても、あちらの世界で工事が始まってしまえば、吉よし香かたちは神社へ入ることも、石いし段だんから落ちることもできなくなる。

　そして一いつ旦たん石段が壊こわされてしまえば──その先のことは考えたくもない。

「吉朗さん」

　扉のところから小さく呼よばれて、吉朗は音を立てないように気をつけながら、暗い廊ろう下かへと踏ふみ出した。既すでに深夜だから、使用人たちは皆みな、それぞれの部屋に引き上げている。それでも眠ねむっているとは限かぎらないから、三人は静かに慎しん重ちように移い動どうしていった。

　先頭に立つ千尋が足を止めたのは、ボイラー室の手前にある物置の前だった。三日前、吉朗が初めて隠かくし部屋というものを見つけた、あの部屋だ。

「ここ……？」

「そう」

「一部屋に二つも隠し部屋が？」

「隠し部屋は一つしかないと思う……多分」

　千尋は物置にしつらえられた棚たなから懐かい中ちゆう電でん灯とうを取り上げ、後ろの二人に手て渡わたす。自身の手にも一つ持って、あのどんでん返しのある壁までたどり着くと、それを開いた。

「え……あの、千尋さん、ここ……？」

「あの絵によると、そういうことになる」

「……なんだよ、それ……」

　暗号探たん索さくがスタートしたのはこの場所だった。それから地上三階地下一階のお屋や敷しきを端から端まで駆かけ回って、ようやく壺つぼにたどり着いたのだ。そしてあの白と藍の二色しかない地じ獄ごくのような立体パズルを終えて、新たな手がかりが得られると、そう思っていたのに、出てきたのはスタート地点だったのだ。

「……青い鳥……」

「何か言ったか、吉朗？」

「何でもないです……」

　とはいったものの、やるせなさ丸出しの答えに、千尋は笑えみを洩もらす。

「庸正は、『いつか見つけてほしいが、簡かん単たんに見つかっては困こまるもの』を隠したんだ。こういうこともある」

　言いながら、ごそごそとどんでん返しの中に潜もぐり込こんでいく千尋に、吉朗たちは慌あわてて懐中電灯の光を当てる。

　最初の暗号があったのは、どんでん返しをくぐって左の奥おくへ行った天てん井じようだったけれど、千尋は奥へは行かず、入ってすぐ右の壁を手て探さぐりで調べている。

　そう言えば、できあがった壺パズルの上で、桜の花びらは短い辺の上に落ちていた。あの格子と邸内図を照らし合わせると、南側のその辺こそが、庸正の示しめした場所なのだろう。

「あった」

　千尋の言葉とほぼ同時に、かちり、と固い音がして、すぐにごとりごとりと二度重い振しん動どうがあった。静まりかえった深夜にそれはひどく響ひびいた気がして、一いつ瞬しゆんひやりとするが、誰だれかが地下に駆け込んでくる足音は聞こえない。ほっと息を吐ついて、千尋のいる隠し部屋を覗のぞきこむと、南側の壁かべに十五センチ四方の穴あなが出しゆつ現げんしていて、千尋はためらいもなくその穴に手を突つっ込むと、何かを引っ張ぱり出してきた。

「千尋さん、それ……」

「一いつ旦たん上へ戻もどろう。ここでは暗くて読めない」

　這はい出してきた千尋の手に握にぎられていたのは、折りたたまれた紙の束だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　千ち広ひろは腕うで時ど計けいの日付表ひよう示じが変わるのを見て、小さく息を吐ついた。

　現げん在ざい時刻は真夜中の十二時を過すぎたところで、たった今、石いし段だんの上の看かん板ばんに記されていた日がやってきたのだ。

　貴たか史したちと会ってからの三日を無む為いに過ごし、ぎりぎり当日の朝を待ったのは、やはり工期が早められるのを怖おそれてのことだった。

　ただ石段を転がり落ちるだけでは、入れ替かわりは起こらない。千広があちらへ行ってすぐの頃ころ、何度試ためしても戻ることができなかったのは、写し身である千尋があの神社へ近ちか寄よりもしなかったからだ。

　写し身が同じタイミングで転がり落ちることが、入れ替わりの第一条じよう件けんである。そしてそのタイミングとして一番有力だと千広が考えたのが、工事当日の明け方だった。

　あちらにはもう、神社も石段も存そん在ざいしない。それは、吉朗をひどくためらわせていることだろう。そして、真琴もまた麻ま琴ことのように眠り続けている可か能のう性せいが非ひ常じように高い。石段のない斜しや面めんを、意い識しきのない真琴を抱だいて転がり落ちることを考えれば、リスクを最さい小しよう限げんに防ふせぐためにも、チャンスは一度、せいぜいが二度。それまでに、千広たちがしていたように、何らかの手がかりを探る行動に出ているだろうと、千広は読んでいた。

「千広さん、吉香さん、こっちです！」

　不意に名を呼ばれて顔を上げると、病院の裏うら口ぐちの戸が開き、中から雅まさ音ねが顔を出していた。千広と吉香は裏口から身体からだを滑すべり込ませるようにして病院内へと入る。

　深夜の病院は、昼間よりもぐっと人が減へって、足音を殺しても、微かすかな衣きぬ擦ずれの音さえ気になるほど静まりかえっている。

　二人は先行する雅音の合図に従したがいながら、人目を避さけて内部へと進み、麻琴の眠る病室へとたどり着いた。

　十日経たっても、麻琴に目覚める兆ちよう候こうは見られなかった。やはり、不安定になってしまった〈門〉のどこかで、入れ替われぬまま魂たましいがさまよっているのだろう。

　雅音は呼こ吸きゆうやら脈やらを確かく認にんすると、点てん滴てき用に刺さしてあった針はり先さきを慎しん重ちように抜ぬき取って、千広たちにうなずいてみせた。

「吉香さん、手を」

　雅音は吉香の手を借りて、麻琴の上半身をベッド上で起こす。意識のない麻琴の身体は当然のようにぐたりと前へ倒たおれてしまうが、それを支ささえて、ベッドの上で腰こしを滑らせるようにして回すと、両足をベッド脇わきへと下ろさせた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「多分。彼女は華きや奢しやだから」

　そう言って、麻琴の前に千広が身をかがめると、その背せに二人がかりで麻琴を乗せる。思っていたよりも力のない身体は重く感じられたが、おぶえないほどではない。

　行きよりも一人増ふえた四人で来た道を戻り、病院の裏口から出ると、空には丸みを帯びた月が浮うかんでいた。

「……噓うそから出た真まこと……」

「真琴様がどうかしたんですか？」

　小声で訊きいてくる吉香に小さく首を振ふる。頭上に輝かがやく青ざめた月に一いち抹まつの不安を覚えながら、千広は裏口を出ずに病院内に留とどまっている雅音を振り返った。

「後はお願いします」

「……帰って、来ますよね？」

「朝ご飯に間に合うかどうかは微び妙みようですけど、きっと」

　千広がそう言うと、雅音はくしゃりと崩くずれるように笑った。

「そうですね。うちの病院は七時に配はい膳ぜんされますから」

「彼女のために、取っておいてあげて下さい」

「はい。……吉香さん」

　雅音は病院の中から手だけ伸のばし、吉香の差し出した手に触ふれた。

「私、絶ぜつ対たいに素す敵てきなお医者さんになりますから」

「雅音さんなら、きっとなれますよ。大丈夫」

「吉香さんも、真琴様と幸せになって下さいね」

　その言葉に、吉香は虚きよを突つかれたように言葉を詰つまらせたが、雅音がぽんと手を叩たたくと、にっこりと笑った。

「……ありがとう、ございます。お世話になりました」

　ぺこりと頭を下げて、吉香はもう一度にっこりと笑った。それは、千広があちらで見た、想おもい出を抱いていたあの吉香の微ほほ笑えみに似にていたが、触れれば消えてしまいそうな危あやうさはもうどこにもなくて、しっかりとした温ぬくみが籠こもっている。

「吉香、そろそろ行かないと」

　千広が促うながすと、吉香は雅音に手を振って歩き出す。

　向かっているのは、病院の向かいにある一方通行の道路で、そこに二人で乗ってきた車が置いてある。

　もちろん、千広のものでも、免めん許きよすらない吉朗のものでもない。

　それは、千広が所しよ属ぞくする大学サークルのＯＧである、四よつ街かい道どう馨かおるの車だった。

　彼女は、千広がここではない世界で三年もメイドを務つとめていたことなど、何も知らない。それでも何な故ぜか、入れ替かわっていた間の千尋と戻もどってきた千広とを明めい確かくに区別しているようなところがあった。

　あちらの世界にいる彼女の写し身である薫かおるにも、そうした聡さといところがあったが、やはり写し身というのは似るものなのだろう。

　今夜のこの計画のためには、麻琴を運ぶための車が必要不ふ可か欠けつで、車を持っている友人の諒りよう悟ごに頼たのんだのだが、自分が一いつ緒しよでなければ危あぶなくてだめだ、ましてや吉朗と二人だなんてなおのこと危なくて行かせられないと、明後日の方向からダメ出しをされてしまった。それを冷静に説得している最中、ふらりと現あらわれた馨は、詳くわしい経緯いきさつも知らないままに、車のキーを差し出したのだ。

「帰ってきたら、一日ドライブ付き合ってね」

　馨が対たい価かとして示しめしたのは冗じよう談だんめいたその一言きりだった。

　二つの世界はよく似ていて、周囲の人間やその環かん境きようも似通ってくる。あちらの世界の薫も、かつて千広を助けてくれた。二つの世界にまたがる縁えにしは、友ゆう情じようのねじれを生み出すこともあるけれど、悪いものではないと千広は感じていた。

「月が……」

　後部座ざ席せきで麻琴を抱かかえていた吉香が、窓まどの外を見上げてつぶやく。

「あれが、十二夜の月」

「えっ!?」

「あの場限かぎりの噓うそだったんだけど、まさか本当に今日が十二夜だとはね」

　すぐにでも石いし段だんを転がり落ちようとする貴たか子こと由ゆ紀き乃のを止めるため、千広は十二夜伝説なるものをでっち上げ、二人に語って聞かせた。傍はたで聞いていた吉香がついうっかりつり込まれてしまうほど、あまりにつらつらと淀よどみなく語るので、最初は疑うたがっていた貴子たちも信じてしまった。

　無む論ろん、そのときはそれが目的だったので構かまわなかった。しかし、決行日の今日が十二夜だなんて夢ゆめにも思わなかったのだ。

　すっかり信じこんでしまった貴子と由紀乃がどんな行動に出るか、考えると自分の頭の回転の速さが呪のろわしくなる。

「もしかして、あの人たち来るんじゃないですか？」

「……邪じや魔まをされることだけはないように祈いのろう」

　一つため息を落として、千広は車を発進させた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　空には、青白い月が昇のぼっていた。

　円でも半分でもなく、その間の少しいびつな丸い月だ。

　けれど空は、徐じよ々じよに明るさを増ましていて、うす紫むらさき色いろの雲が、そのいびつな月を西の地平へと追いやろうとしている。

「吉朗さん」

　呼よばれて振ふり返ると、雅成はおぶっていた真琴を柔やわらかな芝しばの上に下ろしたところだった。駆かけ寄よってそれを支ささえ、上半身を抱だき取る。

「本当に、行くんですよね」

「うん。もう、時間がないから」

　吉朗は、ただ芝だけが植えられている緑の斜しや面めんを見下ろした。

　石段がなくなった斜面は、角度が随ずい分ぶんと急になっているように見える。実じつ際さいにはそんなことはないのだろうけど、下まで何も引っかかるものがないというのが、そう感じさせているのかもしれない。

　それでも、夜が明けきる前に、吉朗はこの斜面を真琴の身体からだとともに転がり落ちなくてはならない。そうしなければ、もう二度とあちらの世界へ戻れなくなるかもしれないのだ。

（それに、まあちゃんは……）

　吉朗が抱いだく真琴の身体に、麻琴の魂たましいは入ることができなかった。その魂は、〈門〉と呼ばれる狭はざ間まをさまよっているのだ。

　隠かくし部屋で見つけた紙の束は、吉朗が求めていたような、帰るための指南書ではなかったけれど、吉朗に最後の踏ふん切りをつけさせるだけの力を持っていた。

　稀き代だいの建けん築ちく家かである海上庸正が、いつか誰だれかに知ってもらいたいと残していたのは、二つの世界を繫つなぐ〈門〉についての書き付けだった。

　あの佐さ倉くら邸ていの立りつ派ぱな城じよう館かんが建つまで、ここには神社も石段も存そん在ざいしなかった。当時の佐倉公こう爵しやくの命で、庸正が設せつ計けいして建てたのだ。

　そのとき庸正は、この場所で入れ替かわりが起こることを知った。石段ができたことでそれは頻ひん繁ぱんに起こるようになり、ついには千尋の推すい察さつ通り、あちらの世界へと渡わたることになったのだ。

　庸正は二つの世界を繫ぐ場所を〈門〉と呼び、石段がそれを固定したのだと書いている。そして、より強固なものにするため、吉朗たちが暮くらす世界にも石段を作ってしまった。

　自身の決けつ断だんについて、庸正は迷まよいを書きつづってはいたが、このことがいずれ二つの世界をよりよき方向へ導みちびくことを信じると、最後に書き記していた。

　たとえば、それは結局根付かなかったけれど、鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけが和算という知ち識しきを持ち込こんだように、互たがいの世界にない物を取り入れることが、世界に刺し激げきを与あたえると、庸正は考えていたようだ。

　たとえば、華か族ぞく社会における絶ぜつ対たい的な身分の差について、主とそれに仕える者とが考える機会を得たら。

　たとえば、知識を得ることを望むのは、けして悪いことではないのだと知ったら。

　そうした知識や文化や意識の交流が、〈門〉の存在意い義ぎだと書かれていたのだ。

　それが正しかったかどうか、吉朗には判はん断だんすることはできない。入れ替かわることで、それまでの人生すべてをなげうたねばならなかった人間もいる。孤こ独どくに苛さいなまれて苦しんだ人間もいる。それを思えば、メイド体験が楽しかったなどと簡かん単たんに言うことはできないけれど、感かん謝しやできることもなかったわけではない。

「千尋さん、雅成さん。真琴様と吉香をお願いしますね」

「お二人はちゃんとお屋や敷しきに連れ帰りますから、どうぞ安心して下さい」

「だから君は、彼女を連れて〈門〉から出ることだけを考えなさい。きっと、あちらで私の写し身もそう言っているに違ちがいないから」

　確たしかに千広ならそう言うだろう。

　緊きん張ちようが少しだけ解とけて、吉朗は頰ほおをゆるませた。

　あの〈門〉がなければ、出会わなかった人たちだ。そして、あちらの石いし段だんが取り壊こわされてしまえば、おそらくもう二度と、会うことはできない。

「二人とも本当にあり──」

　そう言って最後に頭を下げようとした、そのときだった。

　館やかたから続く道の端はしにある植え込みががさがさと大きな音を立て、野や獣じゆうのような雄お叫たけびを上げながら、何かが飛び出してきたのだ。

「俺おれの言うことが聞けないのか由ゆ紀き夫お!!」

「由紀乃！　由紀乃です、お義ね姉え様!!」

「ふざけんな！　俺に金きん髪ぱつ縦たてロールの妹はいねぇ！　こっち来いや！」

「いやあああぁぁぁぁ！　おかされるぅぅぅぅ」

「誰が犯おかすかお前みたいな豚ぶた野や郎ろう！」

「こんなきれいな豚はいーまーせーんーっ!!」

　しんみりとした空気を一発でぶっ飛ばしたのは、小屋に幾いく重えにもチェーンを掛かけて監かん禁きんしていたはずの、貴史と由紀夫だった。

　あそこから脱だつ出しゆつできるのはプリンセスなイリュージョニストくらいだと思っていたが、世界は新たな魔ま術じゆつ師しを生み出していたらしい。

　しかし、残念ながらラスベガスのショーにはけして出られないほど、兄弟の仲は悪いようだった。意見の一いつ致ちを見ない兄と弟は、互いに互いを逆ぎやく方向へ引っ張ぱりながら、じりじりとここまで来たようで、髪かみにも服にも泥どろやら落ち葉やらいろんな物がくっついて、ひどい状じよう態たいになっている。

　ただただ言葉を失って、啞あ然ぜんとその二人を見やっていると、貴史が由紀夫の胸むなぐらを摑つかんで、急に倒たおれ込んできた。ぎょっとして真琴の身体からだを抱かかえ上げ、後じさった吉朗だったが、選んだ場所が悪かった。

　貴史は由紀夫に見事な巴ともえ投なげを決め、投げられた由紀夫はそんな兄の腕うでを必死に摑み、二人の身体は離はなれることなくぐるぐるとそのまま後方回転を続け、斜しや面めんの縁ふちに立っていた吉朗に思いっきり激げき突とつした。

「うわああああぁぁぁ！」

「吉朗！」

「吉朗さん！」

　こちらに手を伸のばす千尋と雅成の姿すがたが見えたが、すぐに二人は遠ざかり、上から球体になった兄弟が降ふってくる。慌あわてて真琴を抱だき寄せる腕に力を籠こめた瞬しゆん間かん、ごいんという音がして、頭の中が揺ゆさぶられた。

「いった……」

　石段でなくても、固められた斜面に打ちつけられれば十分に痛いたい。

　途と端たんに景色はぐるぐると回りだし、空は夜明けに向かっていたはずなのに、どんどんと暗くなっていった。それとともに、身体の感覚も薄うすれていき、気がついたときには腕の中に真琴の姿はなかった。

「えっ……真琴様は!?」

　慌あわてて辺りを見回すと、そこは真っ暗くら闇やみなのに、見覚えのある場所だった。

　吉朗の正面には、うずくまるように座すわる女じよ性せいの後ろ姿がある。そしてその向こうに、うつむいて立ちつくす青年が見える。その青年が真琴だと気づいた瞬間、彼の背はい後ごに、吉朗がさっきまで転がり落ちていた芝しばに覆おおわれた斜面が見えた。

「なんだ、あれ……」

　その斜面から、可愛かわいらしい女の子の上半身が生えている。濃のう紺こんのワンピースに白いフリルのエプロン、ヘッドドレスをつけたメイド姿のその子の胸むねがＦカップだと、吉朗は知っていた。

　少女もまた、驚おどろいたように吉朗を見つめている。ちらりと後ろを振ふり返ると、そこには陽炎かげろうのように揺らぐ石段が見え、そう思った途端、ぐんと吉朗の身体が後ろに引っ張られた。

（ここは……〈門〉なんだ！　俺、半分戻もどりかけてる……!?）

　石いし段だんへと引きつけられるたび、吉香との間にいる二人の姿が遠くなる。ここであの手を摑まなければ、もう一生手を繫つなぐことができなくなる。

「まあちゃん……っ!!」

　その声が聞こえたのか、女性はゆっくりと振り返る。そして、吉朗の目をまっすぐに見み据すえて、何かをつぶやいた。

　──よーちゃん

「まあちゃん！　こっちへ、早く……!!　迎むかえに来たんだ、まあちゃん!!」

　声が届とどいているのなら、きっとこの手も彼女に届く。

　麻琴はしっかりとうなずいて駆かけ出した。しかし、吉朗の身体もどんどん石段のほうへと引っ張られてしまう。胸が沈しずみはじめ、肩かたが潜もぐり、顎あごがその境さかいへと差しかかる。

「まあちゃん！」

　血を吐はくような絶ぜつ叫きようの直後、ぐんと、手に重い衝しよう撃げきが走った。考えもせずに引っ張ぱり込み、胸に抱き寄せる。そうして腕は暗闇の世界から抜ぬけ、最後に首から上だけが残ったが、吉朗は真琴と麻琴を隔へだてていたあの壁かべの向こうに、愛いとしい人を胸に抱だく、吉香の姿を見た。

（成功、したんだ）

　同じ顔で笑って、吉香は斜面に消えていく。そして吉朗もまた、不意に明るい場所へと引き出され、思わず目をつぶると、失われていたはずの身体の感覚が一挙に戻ってきた。

「いってぇ……っ！」

「……よーちゃ、ん……」

「まあ、ちゃん……？」

「あり、がと……」

　石段にぶつかるたびに、きれぎれに互たがいの声が聞こえる。痛いたみよりも何よりも、そのことに安あん堵どして、吉朗の意い識しきはブラックアウトしたのだった。







　エピローグ







　次に目が覚めたとき、吉よし朗ろうが見たのはにっこりと微ほほ笑えむ黒くろ髪かみの美少女だった。

　ほっと息を吐ついて身体からだを起こすと、どこなら力を入れても大だい丈じよう夫ぶなのかわからないほど、身体のあちこちが鈍にぶく痛いたんだ。思わず顔をしかめた吉朗に、少女は手を差し出す。その顔を覗のぞきこんで、吉朗はためらいがちに言った。

「まあちゃん、だよね？」

「……そんなに、男らしい？」

　くすくすと笑う様は実に愛らしく、間ま違ちがっても男には見えない。中身が男だとしたら、真ま琴こと様は相当の演えん技ぎ派はだ。

「ここは……？」

　電気がついていない室内は薄うす暗ぐらかったが、カーテン越ごしに差し込こむ淡あわい光で中の様子は十分わかる。殺風景な部屋の中には、吉朗が寝ねていたベッド以外にもう一つベッドが置かれていた。

「北きた幸ごう谷や病院」

「……って雅まさ音ねさんのとこ？」

「そう。私、ここに入院させてもらってたみたい」

　そう言って麻ま琴ことは、自分の胸むな元もとを指さした。麻琴は洋服ではなく、淡いオレンジ色の病院着を身につけている。

「あの後、千ち広ひろさんと一いつ緒しよによーちゃんを拾って、ここまで運んだの。救急車は呼べなかったから」

「そっか……そうだよね」

　入れ替かわりは成ったのだし、工事がこれ以上早まることもないのだから、その点では騒さわぎになっても構かまわないのだが、怪け我が人にんが吉朗であるというのがまずい。吉朗はあの石段の転落前ぜん科か三犯ぱんなのだ。ご近所で妙みような噂うわさが広まっては、あの街を終ついの棲すみ家かと決めている両親に迷めい惑わくをかけることになる。

「それで、雅音さんに診みてもらって……検けん査さはしたほうがいいみたいだけど、骨こつ折せつとか大きな怪け我がはないって」

「まあちゃんは？」

「よーちゃんが守ってくれたから、大丈夫」

　そう言って麻琴は、両手を持ち上げて力こぶを作って見せた。おどけた様子の麻琴に、吉朗もほっと息を吐く。

「それで、千広さんは？」

「雅音さんと話があるって言ってたんだけど……」

　麻琴が言葉を止めると同時に、こつこつと控ひかえめなノックの音が響ひびく。返答を待たずに滑すべり込んできたのは、千広と雅音だった。

「吉朗、目が覚めたんだ」

「おかげさまで」

　そう言って吉朗は、千広の差し出した拳こぶしにこつりとおのが拳を当てる。その途と端たん、手のあちこちが鈍く痛んで顔をしかめると、千広はくつくつと笑い出した。

「ひどいですよ千広さん」

「いや、そうじゃなくて……思い出し笑い」

　千広はそう言うと、雅音を見上げる。雅音は戸と惑まどったように扉とびらのほうを見やると、小さく肩かたをすくめてみせた。

「実はさっき、急きゆう患かんが二人運ばれてきてね。それが千広さんの知り合いだったらしくて、急に笑い出すもんだから、慌あわててここまで引っ張ぱってきたの」

「知り合い……？」

「……茂も原ばら貴たか史しと、成なり田た由ゆ紀き夫お」

　千広が笑いを堪こらえながら語った名前に、吉朗は目を見開いた。

「えっ!?　あの二人、戻もどってきたんですか!?」

「多分ね。『この豚ぶた野や郎ろう！』とか『美少女に向かって！』なんて声こわ高だかに喧けん嘩かしてたから、怪け我がは大したことなさそうだけど」

　戻りたがっていた貴史はともかくとして、由紀夫は帰ることを拒こばんでいたから、石いし段だんを転がり落ちたところで戻れないのではないかと思っていたが、その罵ば倒とうの言葉からして、間ま違ちがいなく貴史と由紀夫のようだ。由ゆ紀き乃のには由紀乃で、こちらに残りたい理由でもあったのだろうか。

「あー……それは確かく実じつに戻ってきてますね……」

「でも、警けい察さつも来るし、ちょっとてんやわんやしてて。あの二人、入院していた病院から抜ぬけ出してたみたいで、手配中だったんですって」

　話しながら雅音は、吉朗の身体をチェックしている。そこで初めて、あちこちに絆ばん創そう膏こうやら包帯やらが巻まかれているのに気がついた。

「他ほかに痛いところはある？　吐はき気とか頭ず痛つうとか」

「いえ、別に」

「そう。できたら、今日あらためて診しん察さつに来てね。私はまだ医者じゃないから」

「わかりました」

「さて。あの様子じゃスタッフ足りなさそうだから、手伝ってくるわ。あ！　五時までには二人とも裏口から出ること」

　言われてはじめて、まだ夜明け前なのだと知る。病院の診察はもっと後だし、面会ともなれば普ふ通つうは午後になるだろうから、ここに吉朗たちがいてはまずいのだろう。

「麻琴ちゃんは入院患者だから、大人しく寝ねていること。吉朗さんが診察に来たら、返してあげるから」

「はあい」

　くすくすと笑いながら麻琴は立ち上がり、もう一方のベッドの上へと移うつった。それを確かく認にんしたようにうなずくと、雅音は病室から出て行った。よく見れば、吉朗が座すわっているベッドには布ふ団とんもシーツもかかっていないから、こちらのほうが空きベッドだったようだ。

「それにしても、俺おれには救急車呼よばなかったのに、あの二人のために呼んだんですか？」

「僕ぼくじゃない。確たしかに放ほうり出してはいったけど、吉朗のご近所さんが通つう報ほうしたんじゃないかな」

「……今日、無事に工事始まりますかね？」

「大だい丈じよう夫ぶだろう。もう、あの〈門〉が開くことはないよ」

「〈門〉……？　もしかして、千広さんも海うな上かみ──」

　言いかけた吉朗の前に、人差し指が立てられる。

「ここは病院ですからお静かに。話ならいつでもできる。今でなくても……今日でなくても」

「……そう、ですね」

「そろそろ下の騒さわぎも一段落したろうから、出るとするかな」

　扉のほうへ向かう千広の後を追って、わたわたとベッドを下りた吉朗だったが、今度は人差し指ではなく、広げた手のひらが突つきつけられる。

「二人で行くと目立つから、吉朗は後からおいで。すぐそこの階段二つ下りて、右に曲がった突き当たりが裏うら口ぐちだから」

「えっ、ちょ、千広さん！」

　千広は吉朗の鼻先で扉を閉めてしまう。午前四時半の病院で大声を出すわけにもいかず、吉朗は仕方なく病室の中へ引き返す。そして、先さき程ほどとは逆ぎやくにベッドにいる麻琴の脇わきに腰こしを下ろすと、軽く肩をすくめた。

「俺はこの病院初めてなのに」

「そうだね」

　微ほほ笑えんだ麻琴の頰ほおの上に、ほろりと小さな涙なみだがこぼれ落ちた。

「えっ!?　ど、どうしたの、まあちゃん!?」

「なんか……ほっとした。やっと、ほっとできた……」

「まあちゃん……」

　周囲を見えない壁かべに取り囲まれて、ただひたすら闇やみの中で、音もなくただ写し身の姿すがただけを見つめるしかない狭はざ間まの世界で、麻琴は十日を過すごしてきた。

　石段のないあちらの世界からどうやって帰ればいいのか、麻琴はいつ目覚めるのか、常つねに心には焦あせりがあったけれど、吉朗にはそれを慰なぐさめ、助けてくれる友人がいた。彼らがいなければ、この十日を乗り越こえられなかったかもしれない。

　お礼も満足に言えないまま、永えい劫ごうの別れとなってしまったのが少しだけ悔くやまれる。

「よーちゃんが、絶ぜつ対たい来てくれるって信じてた。でも、やっぱりちょっとだけ怖こわくて」

「ごめん、俺、もっと早く行ければ──」

「ううん。だって、来てくれたから。私のこと、呼んでくれたから」

　麻琴は握にぎりしめた両手に視し線せんを落としていたが、やがてその顔を上げて吉朗をまっすぐに見つめると、にっこりと笑った。細められた眼めの端はしから、また涙がこぼれ落ちる。

「ありがとう、よーちゃん」

「まあ……ちゃん」

　吉朗はその涙を拭ぬぐい、そっとベッドのほうへ身を乗り出す。麻琴の手の上に右手を重ねて、左手は麻琴の背せに回した。

　ゆっくりと閉とじられた瞼まぶたから名残なごりの涙が一粒つぶこぼれ落ちて、それを間近に見ながら、吉朗は麻琴と唇くちびるを重ねた。

　柔やわらかく、ほんのりと温かなその感かん触しよくが吉朗の中に広がっていく。

　もう二度と、この手を離はなすことはない。もう二度と、Ｆカップになることはない。

　平らな胸むねに愛いとしい少女を抱だきしめて、吉朗は〈門〉の向こうにいる写し身が、今この温ぬくもりに包まれていることを願った。





終


















　あとがき







　あれ以上『ぼくのご主人様!?』の続きが出るなんて思わなかった連れん盟めい筆ひつ頭とうの鷹たか野の祐ゆう希きです。

　毎度毎度そう思っているんですが、五巻ですよ五巻。最初に担当Ｋさんから話をふられたときは、笑えないアメリカンジョークだなぁと本気で思ってました。

　なので、はいはいと受け流して別プロットの話を始めようとしたのですが、逆に受け流されて、気がつけば五巻を出すことになっていたのでした。




　思いがけず出せることになった五巻ですので、ちょこっと遊んでみました。四巻のあとがきで触ふれた、短編に予定されていた話をほんのりちりばめてみたり、一巻で一言だけ語られたあの事件を入れてみたり。

　ちなみにこの事件のきっかけとなった事こと柄がらについては、二巻のあとがきに書いたとおり、担当Ｋさんの強い希望によって裏設定に認定され、墓場まで持って行くことになっていますので、入れるといってもあの程度なのですが、本文でまた出せるときが来ると思わなかったので、ちょっと嬉うれしかったです。今考えてみると、このシリーズの空気の中にあの裏設定をばーんと入れ込むのはかなり厳きびしいので、この程度のほんのり加か減げんがベストなのかもしれないです。

　例の二人については、気にしている人がいたとは思えませんが、四巻用に企画されていた短編の中でその後を描えがく予定だったのが流れてしまったため、ここで書いてみました。その企画では「プリズン・ブレイク」というコードネームで呼ばれてました。まんまですね。当時はシーズンⅠのつもりの呼こ称しようでしたが、作中の時間経過によりシーズンⅡっぽくなりました。

　短編企画では千ち広ひろの話も洩もれてしまい、電車で駒こま場ば東大前を通過するたびになんだか申し訳ない気持ちになっていたので、本編で活かつ躍やくするその陰かげにほんのりとですが入れてみました。ほんのりすぎてわかんないかもしれません。

　もちろん、短編企画で流れたものばかりでなく、これまでの四巻でちりばめてきたものも入ってますので、あとがきを先に読んでいる方はその辺りもお楽しみいただきたいと思います。




　それにしてもこのシリーズに関しては、意外な方向へ持っていかれることが多かったです。

　もちろん、一番は五巻まで続いたってことですが、携けい帯たいサイトでダウンロード販売されてたり、朗ろう読どくボイスというコーナーで声優さんにワンシーン朗読してもらったり、全員プレゼントの景けい品ひんに表紙の絵が使われたり。

　本当にどれもこれも思いも寄らないことばかりだったので、Ｋさんから報ほう告こくの電話を受けても、「またまた冗じよう談だんばっかり」と全否定からスタート。Ｋさんに「本当ですよ！　冗談じゃないんですよ！」と必死に言い募つのられても、形になるまで半はん信しん半はん疑ぎという疑うたぐり深ぶかさ。

　なので、「今度、海外で翻ほん訳やく版が発売されることになりました」という電話が来たときも、おいおいワールドワイドな冗談かよ、と本気にしてなかったんですが、本当に出るらしいです。メイドたちは海を渡わたります。メイド喫きつ茶さも登場しているお国なので、メイドやタイツや絶対領域については問題ないと思います。でも、国内でも通じなかったという噂の和算が、海外で通じるんでしょうか……。




　そうした意外な大活躍の代だい償しようなのでしょうか、このシリーズを書いている最中は、いつも何かがクラッシュしてました。

　パソコンのハードディスクだとかエアコンだとかテレビだとかビデオデッキだとかがクラッシュしたことは、三巻のあとがきにも書きましたが、その後購入したＤＶＤレコーダーが、買って一年で三回クラッシュしました。仕事のために録画を溜ため込こむことが多かったので、被害は甚じん大だい。ビデオテープは巻き込んでも解体して直すことができますが、デジタルは消えたらそれまでなので怖こわいですね。

　私の買ったレコーダーは、何故かメーカーサイトのＦＡＱページに記き載さいがないので、いつも修理に来る人に「初期不良が多くて記載してないんですか？」と聞いてみたら「初期不良どころか、他のに比べて故障が少ないのでＦＡＱがないんですよ」と言われました。それなのに三度もクラッシュするなんて、その修理の人にも、最初に問い合わせした窓口の人にも「非常に運が悪い」と言われました……。実際、妹が同じ日に同じ店で同じ型番のレコーダーを買ったのですが、そちらは今に至いたるまで一度もクラッシュしてません。

　パソコンは幸さいわいあの後クラッシュするようなことはないのですが、一日に二度はフリーズして強制終了する羽は目めになります。この話を書いている最中も、毎日強制終了。無線ＬＡＮにして以い降こう起こるようになったので、明あきらかにそこに原因がありそうですが、再起動した時に特に異常はないので、何の対策もしないまま使ってます。こういうことしてると、ある日突然クラッシュで泣く羽は目めになるとわかってはいるんですけども。

　そういえば、パソコン以外にも、担当Ｋさんとの電話によく不具合が起こりました。

　我が家は一階では携帯電話のアンテナがまったく立ちませんが、二階では三本立ちます。なので、二階で電話している分には何の問題もないのです。

　それなのに、Ｋさんと電話してると電波状態のピンチを知らせる電子音が鳴りまくったり、アンテナが一本も立たなくて繫つながらなかったり、いきなり大型犬の吠ほえ声ごえみたいなのが聞こえてぶっつり切れてしまったり。機種を変えても同じなので、電話会社の問題なんでしょうか。




　そうした家電以外にも、シリーズ執しつ筆ぴつ中ちゆうの自分クラッシュがこれまた結構多かったです。今回はそのせいでかなりやばいことに。

　夏頃から両腕うでに痛みがあり、腱けん鞘しよう炎えんも再発していたりしたんですが、その内なんだか両腕がぽこぽこと腫はれ上がり、キーボード叩くどころか、箸はしさえ持てなくなりました。なんかこう皮ひ膚ふの下に寄生生物がいて、そこかしこに大きな卵を産みつけているような感じ。自分の腕なんだけど、正直どん引きです。

　テンションを上げるために、腫れてる部分に右ピノコとかプチピノコとか裏ピノコとか名前つけてみたりしたものの、日に日に増えたりくっついたりしていくので名前つけるのは面倒だし覚えられないしで、かえってテンションは下がりました。

　こうしてあとがきを書いている現在も、ピノコたちは健在です。仕事だけでなく、日常生活にもドクターストップが及んでいるので、こういうときにメイドさんがいてくれると助かるのにな……と思いながら、メイドたちの話を書いていたのでした。




　一巻が発売されたのが二〇〇六年の一月で、この五巻が出るのが二〇〇七年の十二月ですから、『ご主人様』が世に出て丸二年になります。準備期間を含ふくめると、この作品との関わりも三年ほどになります。よもやこれほど長く、メイドたちの物語を綴つづっていけるとは思っていませんでした。これも、既き刊かんを読んで応援して下さった皆様と、うかつハンターな担当Ｋさんのおかげです。吉朗もＥカップのみならずＦカップのメイドになろうとは、夢にも思わなかったことでしょう。

　最後に、ピノコ大発生で大迷惑をおかけした担当のＫさん、ありがとうございました。「あとがきページに余裕がありそうなら、Ｋさん何か書いて下さい」と言ったら「絵が下手だから無理です」と言われたのですが、文字でお願いするつもりだったのでびっくりしました（笑）。

　そして、お忙しい中またまたまたまたまた！　挿さし絵えを引き受けて下さった和泉つばすさん、今回も本当にありがとうございました。表紙の吉香のカップがアップしている様が見事です。口絵がまた！　吉朗の×××が×××な感じになってるのにドキドキしました！　あとがきも楽しみにしております。




　習い性しようで、誤字脱字よりなにより、うかつ発言がないかどうかを真っ先にチェックしてしまいましたが、今回ばかりはどんなにうかつなことを書いても大丈夫です。

　二年にわたり綴つづってきた二つの世界の物語は、ここで一旦幕まくを下ろします。ここまでお付き合い下さった読者の皆様、本当にありがとうございました。

　皆様にまたお目にかかることができたら幸いです。
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